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第１章 仕様総則 
第１ 目 的 

本管理運営仕様書（以下「仕様書」という。）は、熊本市こども文化会館条例（平成 6 年

12月 26日 条例第 43号）に基づき、熊本市こども文化会館（以下「会館」という。）の指

定管理者が行う業務内容及び履行方法について定める。 

 

第２ 管理に当たっての基本理念等 

会館設置の目的が、「児童に遊び及び学びの機会と場を提供し、もってその健全育成に寄

与するため設置された施設」であるという基本理念に基づき管理に当たること。 

 

第３ 法令等の遵守 

会館の管理に当たっては、次に掲げる法令等のほかこの仕様書に基づくものとする。 

(1) 熊本市こども文化会館条例、熊本市こども文化会館条例施行規則(以下「規則」という。) 

(2) 熊本市こども文化会館使用料の減免に関する要綱 

(3) 公の施設の指定管理者制度に関する指針(説明会及び質問内容を含む) 

(4) その他関係法令（地方自治法、個人情報の保護に関する法律、労働基準法など） 

 

第４ 公の施設の概要 

(1) 名  称  熊本市こども文化会館 

(2) 所 在 地  熊本市中央区新町１丁目３番１１号 

(3) 建物概要  鉄筋コンクリート造り 地上５階建て 地下１階建 塔屋１層 

敷地面積１，６５２．８９㎡、 

延床面積５，７０８．１８㎡ 

(4) 施設概要  地階  駐車場（４台収容）              ２２０．７０㎡ 

             駐輪場（約９０台収容）           ２５２．１０㎡ 

             警備室 

１階  情報提供コーナー               ９９．１０㎡ 

             養護室                   ２７．８０㎡ 

会館事務室  

             エントランスホール 

２階  会議室Ａ（定員６０人）会議室Ｂ（定員３６人） 

１９０．２０㎡ 

              やすらぎの部屋Ａ（みつばちコーナー）  ５２．３０㎡ 

              やすらぎの部屋Ｂ（みつばちコーナー）  ４０．７０㎡ 

              やすらぎの部屋Ｃ（みつばちコーナー）  ４５．００㎡ 

              やすらぎの部屋Ｄ（みつばちコーナー）  １７．２０㎡ 

              やすらぎの部屋Ｅ（みつばちコーナー）  ４１．００㎡ 

第１相談室   （みつばちコーナー）  ２４．１０㎡ 

              第２相談室   （みつばちコーナー）  ３０．７０㎡ 

              職員事務室               ２８．５０㎡ 
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３階     プレイルーム（ひよこルーム）       ２６５．００㎡ 

                パソコンルーム（おうむコーナー）       ５７．１２㎡ 

             創作室（きつつきの部屋）         １９６．４０㎡ 

             談話コーナー（かるがもコーナー）      ８５．００㎡ 

             授乳室                   １９．００㎡ 

                          ※自動販売機(行政財産目的外使用許可を別途団体に許可済。) 

４階     多目的ホール（くじらホール 移動観覧席２２８席） 

                                                             ３７７．８０㎡ 

             わんぱく広場（うさぎの広場）       ２０５．９２㎡ 

 

５階  操作室                    ３６．７０㎡ 

           ※ 位置関係については、別紙１「平面図」参照 

(5) 開館時間   午前９時から午後５時まで。ただし、多目的ホール及び会議室にあって

は、午後８時３０分まで。 

 

(6) 休 館 日   ① 毎月第２及び第４火曜日（当該火曜日が休日（国民の祝日に関する 

法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日をいう。）にあたる 

ときは、その日後においてその日に最も近い休日でない日） 

② 年末年始（１２月２９日から翌年の１月３日までの日） 
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第５ 管理運営の状況 

１ 施設の利用者数及び利用料金収入 

【令和６年度（2024年度）】 

 くじらホール 会議室 その他 合計 

利用者数 10,858人 9,985人 374,032人 394,875人 

利用料金収入 1,545,500円 82,820円  1,628,320円 

 

２ 管理運営の収支状況 

【令和６年度（2024年度）】 

(1) 収入 

項目 内訳 金額（単位：千円） 

指定管理料 - 195,030 

利用料金収入 １のとおり 1,628 

その他収入 自主事業収入等 4,410 

収入合計 - 201,068 

 

(2) 支出 

項目 内訳 金額（単位：千円） 

人件費 - 113,689 

物件費 修繕費・光熱費・役務費・施設

維持管理費・その他 

80,972 

 修繕費 - 1,700 

 光熱費 電気・ガス・水道料金 19,107 

 役務費 通信費等 571 

 施設維持管理費 施設維持管理業務委託費(設備

保守点検費・機械警備費等) 

46,610 

 その他 消耗品・雑支出・事務費等 12,984 

事業費 保険料・謝礼金・材料等 6,038 

一般管理費 - 2,842 

支出合計 - 203,541 
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第６ 指定期間 

令和９年（2027年）４月１日から令和14年（2032年）３月31日まで 

 

第７ 指定管理者が行う業務 

熊本市こども文化会館条例第２２条に規定する業務 

(1) 会館の施設等の使用の許可及びその取消し並びに停止の命令に関する業務 

(2) 利用料金の徴収、減免及び還付に関する業務 

(3) 会館の維持管理に関する業務 

(4) 熊本市こども文化会館条例第４条各号に掲げる事業の実施に関する業務 

(5) 上記に掲げるもののほか、会館の管理運営上、市長が必要と認める業務 

※ なお、これらの業務の詳細については、「第８ 管理運営全般に関する遵守事項」、「第

２章 業務仕様」及び「第３章 特記仕様」に規定する内容を満たすこと。 

 

第８ 管理運営全般に関する遵守事項 

１ 職員の配置及び管理 

(1) 人員配置の基準 

会館には、指定管理者が雇用し、かつ、管理運営業務に従事する職員（以下「業務従

事者」という。）を22名以上（うち２名以上は正規職員とする）配置し、32名以上の業

務従事者による勤務割り振りにより対応すること。ただし、夜間の施設利用における対

応については、管理責任者において適切な勤務体制を確保すること。なお、配置基準に

は、必要な業務の実施のため外勤する業務従事者を含む。 

配置した業務従事者のうち児童の健全育成及び指導に精通し、業務上の相談に対応す

ることができる教員免許（小中学校・幼稚園等）又は保育士資格のいずれかを有する正

規職員を１名以上配置し、利用者に対するサービス水準の維持及び向上に努めること。 

(2) 責任者の配置基準 

館長と副館長は、週休日が重ならないよう勤務割り振りを行うこと。 

(3) 常用的パート職員について 

常用的パート職員（以下「嘱託職員」という。）については、教員免許（小中学校・幼稚

園・養護等）又は保育士資格のいずれかを有する者を業務形態にあった適切な人数で配置す

ること。なお、適切な配置人数等は、おおむね次のとおりである。 
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【参考：人件費積算の考え方】 

  館 長            １名（※①‐大規模施設の長‐Ａ、管理職手当加算） 

副館長            １名（※①‐大規模施設長の補佐‐Ａ） 

主査             ２名（※①‐係長－Ａ） 

一般職（管理係）       ２名（※①‐一般職－Ｃ） 

一般職（事業係）       ４名（※①‐一般職－Ｃ） 

設備専門員          １名（※①‐一般職－Ｃ＋１０％加算） 

常用的パート（嘱託）職員 

・資格職           １９名（※②‐Ｄ） 

・事務職           １名（※②‐Ｂ） 

臨時職員           １名（※③‐Ａ） 

※ 別表「公募施設のランク別人件費単価表（令和８年（2026 年）４月以降の公募から

適用）」を参照のこと。 

※ 正規職員とは、週４０時間勤務し、１年以上雇用されることが見込まれる雇用保険に

加入している職員のことである。 

※ 常用的パート（嘱託）職員とは、１週間の所定労働時間が通常の所定労働時間（１日

８時間×５日）に比べて短いもの（週３０時間を基準としている）。 

※ 臨時職員とは、雇用契約において、１ヶ月以上４ヶ月未満の雇用期間が定められてい

るもの。 

 

わんぱく広場                  １人 

  プレイルーム                  ３人 

 パソコンルーム                 １人 

   創作室                      ３人 

  やすらぎの部屋（４部屋）・相談室（３室）    ４人 

  情報提供コーナー                ２人 

  事務室                     １人 

                       計 １５人 

※ なお、嘱託職員については、企画事業開催日、土曜日・日曜日及び祝日並びに春休み・

夏休み及び冬休み期間中などにおいては、利用者数等を考慮して適切な人員配置に努め

ること。 
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(4) 業務従事者の確認 

業務従事者の確認を行うため社会保険加入届の控又は確認通知書あるいは源泉徴収

簿又は給与台帳の写しを提出すること。 

ただし、館長（責任者）以外の業務従事者で、申請時点で雇用関係にない者について

は、指定管理者の指定を受けた後、協定締結までに社会保険加入届の控又は確認通知書

あるいは源泉徴収簿又は給与台帳の写しを提出すること。 

※ 業務従事者のうち、教員免許（小中学校・幼稚園・養護等）又は保育士資格のいずれ

かを有する正職員及び嘱託職員については、資格証の写しを提出すること。 

(5) 労働関係法令等の遵守 

業務遂行上の諸規定を整備した上で業務従事者に遵守させるとともに、労働関係法令

を遵守し、管理運営に支障がない勤務体制をとること。 

(6) 管理運営業務主任者の配置 

管理運営業務履行について、業務上の管理をつかさどる管理運営業務主任者を選任し、

書面をもって市に通知するものとする。これらの者を変更したときも同様とする。 

 

２ 業務の改善 

(1) 研修等の実施 

業務従事者は、会館の業務に習熟するとともに、常に必要な研修を行い、その資質向

上に努めること。 

(2) 業務の実施状況の確認及び改善 

個別業務が事業計画書により実施されていることを常時確認するとともに、不適合な

業務については適宜改善していくこと。 

(3) サービス向上に向けた取組 

利用者からの意見・苦情を受付け、問題等を解決するための事務マニュアル等を整備

するとともに、サービス向上のために必要な提案等を市に対して積極的に行うこと。 

 

３ 協力体制 

(1) 市の事業等への協力 

市が主催又は後援等により会館の施設を利用してイベント等を実施する場合は、主催者

と調整を図り、実施に協力すること。 

(2) 市への情報提供 

施設の管理運営上必要な情報を市が求めた場合は、速やかに提示すること。 

(3) 調査指導への対応 

法令等に基づき実施される各種調査、必要な指導に対応すること。 

 

３-１ 人材の育成 

(1)  会館ボランティアの設置 

会館の設置目的である児童の健全育成に理解を持ち、各コーナー等で行う事業への支

援や来館者への支援など、会館活動の一翼を担う者として熊本市こども文化会館ボラン

ティアを募集し、育成すること。 
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３-２ 来館者の把握 

(1)  来館者の把握について 

会館の来館者（利用者）を常に把握し、統計をとること。 

 

４ 防犯・防火等の対策及び対応 

(1) 事故の防止 

会館内での事故の発生防止に努めること。また、施設・設備の日常的な点検により危険

箇所を把握し、業務従事者間での情報の共有を図ること。 

(2) 災害等への対策 

火災・事故・災害等の緊急事態発生時に備え、「熊本市地域防災計画」との整合性の取

れたマニュアルを作成するとともに、市が示す「熊本市避難所開設・運営マニュアル」等

を備え付けておくこと。また、職員へ周知を徹底し、必要な訓練を原則年１回以上実施し、

市へ報告すること。 

(3) 緊急連絡網の作成等 

緊急事態発生時の緊急連絡網を作成するとともに、緊急時の連絡先等をあらかじめ市に

報告すること。 

(4) 事故等発生時の対応 

会館内で事件及び事故が発生した場合は、速やかに関係機関に連絡し、安全確保を考慮

し、対処すること。また、対処後は原因を究明し、再発防止に取り組むこと。 

(5) 防火管理者の選任 

防火管理者として防火管理者の資格を有するものを選任すること。 

(6) 施設賠償責任保険への加入 

施設賠償責任保険に加入すること。ただし、建物総合損害共済については市で加入する。 

 

 

５ 災害対応業務 

(1) 避難所等の開設 

災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、市が会館を避難場所、避難

所、物資の配送拠点、その他市が指定する用途（以下「避難所等」という。）として使

用する場合は、市の指示に従い避難所等を開設すること。 

(2) 自主避難者への対応 

災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、避難情報が発令される前に

会館に自主的に避難する者がある場合は、速やかに市へ報告すること。 

(3) 避難所等の運営への協力  

市が会館を避難所等として使用する場合は、市と協議のうえ、避難所等の運営に協力

種  類 保  険  内  容 

施設賠償責任保険 
施設管理責任 

（支払限度額） 

人身事故 
1事故あたり  ３０億円 

1名あたり    １億円 

財物事故 1事故あたり  ２千万円 

施設災害補償保険 被災者対応費用補償（支払限度額）被災者1名あたり １００万円 
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すること。 

(4) 業務内容等の報告 

災害対応業務の内容及び費用について、市に書面をもって適宜報告すること。 

(5) 個人情報の取扱い 

災害対応業務で取り扱う個人情報については、当該業務に必要な範囲で利用等するこ

と。 

(6) 申請価格での取扱い 

災害対応業務に係る費用は、申請価格に含めないこと。 

(7) 費用の負担 

災害対応業務により発生した費用は、市が負担することを原則として、協議により決

定する。 

 

 ６ 温室効果ガスの排出削減 

会館の管理運営に当たっては、令和５年（2023 年）３月に市が策定した「熊本市役所

脱炭素化イニシアティブプラン」に基づき、市有施設における電力の脱炭素化やエコオフ

ィス活動の推進など、事務の脱炭素化に積極的に取り組むこと。 

会館で使用する電力については、令和10年度（2028年度）からは、本市の環境工場で

発電した電力又はその他の再生可能エネルギーなど発電時にＣＯ２を排出しない電力（脱

炭素電力）とすること。 

また、電力やガス、灯油などの燃料については、エネルギーの使用の合理化に努めると

ともに、エネルギーの使用の合理化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律（昭和

５４年法律第４９号）及び関係法令等に従い、次のとおり実施すること。 

(1) 市が定める「熊本市エコオフィス活動推進マニュアル」に従い、運転管理、計測、

保守・点検を実施すること。 

(2) 定期的に、会館におけるエネルギー使用量のほか、管理標準の遵守事項を報告する

こと。なお、報告の内容、方法等の詳細については、「第２章‐第 4‐3‐(4) 業務報告

（月次報告）及び収支報告書の提出」に従うこと。 

 

７ 管理運営経費 

(1) 指定管理料及び利用料金収入 

会館の管理に要する経費は、指定管理者への管理の代行の対価として支払う経費（以

下「指定管理料」という。）及び利用料金収入によって賄うこととする。 

(2) 指定管理料の支払い 

指定管理料は、毎月払いとする。市は、指定管理料の支払い対象となる期間の翌月に

適法な請求書及び業務報告書等を受領した日から起算して３０日以内に指定管理者に

支払うものとする。 

 

８ 備品等の取扱い 

(1) 物品の帰属 

指定管理料で購入した物品は、指定管理者の所有とする。 

(2) 備品等の管理 

市が貸与する備品及び物品について、指定管理者は、所在及び状態の把握並びに紛失及び
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盗難の防止のために必要な措置を講じる等善良な管理者の注意をもって適正に管理しなけ

ればならない。また、備品の紛失又は盗難が疑われる場合等の事故等発生時における指定管

理者から市への報告の手順や体制について、指定管理者が作成するマニュアルで明確にしな

ければならない。なお、備品に異動があった場合は、速やかに市に報告すること。 

(3) 台帳の整備等 

備品等については、市が示す備品台帳を備えるとともに、物品管理台帳（データ可）

を整備し、市と指定管理者の所有の区別を整理すること。 

 

９ 事業計画書の提出等 

指定管理者は、毎年度、年度開始 30 日前までに、翌年度の事業計画書を市に提出し、

確認を受けた内容に基づき、会館の管理運営業務を実施しなければならない。なお、事業

計画書は、管理運営業務執行体制、企画事業計画書、収支予算書、その他市が必要と認め

る事項とする。 

 

１０ 第三者への委託 

(1) 再委託の禁止 

指定管理者は、会館の管理運営業務の全部又は主体部分を一括して第三者（受託者の

子会社（会社法（平成１７年法律第８６号）第２条第１項第３号に規定する子会社をい

う。）を含む。以下同じ。）に請け負わせてはならない。管理運営業務の一部を第三者に

請け負わせようとするときは、あらかじめ書面による市の承諾を得なければならない。 

(2) 委託先からの暴力団員等の排除 

    再委託先として予定している団体が、次の名簿のいずれにも登録されていない場合は、

当該団体から暴力団等でない旨の誓約書を徴し、再委託の申請とあわせて提出すること。 

ア 熊本市業務委託契約等に係る競争入札参加者等の資格等に関する要綱（平成２０年

１２月２６日制定）第５条第１項に規定する参加資格者名簿 

イ 熊本市小規模修繕契約希望者登録要綱（平成１７年４月２７日制定）第４条第１項

に規定する登録名簿 

ウ 熊本市物品売買（修理）契約参加資格者に関する要綱（平成１３年９月２８日制定）

第５条第１項に規定する参加資格者名簿 

(3) 再委託時の監督等 

指定管理者は、再委託した業務が適切に行われるよう、必要な指導、指示、検査及び

確認を行うこと。 

 

１１ 個人情報の取扱い  

(1) 個人情報の保護 

指定管理者は、個人情報（個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）

第２条第１項の個人情報をいう。以下同じ。）の保護の重要性を認識し、個人情報を取

り扱うときは、個人情報の保護に関する法律第６６条第２項において準用する同条第１

項及び同法第６７条並びに個人情報保護委員会が定める個人情報の保護についてのガ

イドラインを遵守し、個人の権利利益を侵害することのないよう、個人情報を適正に取

り扱わなければならない。 

(2) 個人情報管理責任者等の届出 
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指定管理者は、会館の管理運営業務の履行に当たり、個人情報の取扱いに係る責任者

（以下「個人情報管理責任者」という。）及び業務に従事する者（以下「事務取扱担当

者」という。）を定め、書面により市に報告しなければならない。これらの者を変更す

るときも、同様とする。 

(3) 責任体制の整備 

指定管理者は、個人情報の安全管理について、個人情報管理責任者及び各事務取扱担

当者の責任と役割分担を明確にした実施体制を構築し、その内容について、書面により

市に提出しなければならない。 

(4) 個人情報の秘密の保持 

指定管理者は、会館の管理運営業務に関して知ることのできた個人情報を他に漏らし

てはならない。指定期間が満了し、又は指定管理者の指定が取り消された後においても、

同様とする。 

(5) 個人情報の収集の制限 

指定管理者は、会館の管理運営業務を行うために個人情報を収集するときは、その管

理運営業務の目的を達成するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により行わな

ければならない。 

(6) 個人情報の適正な管理 

指定管理者は、会館の管理運営業務に関して知ることのできた個人情報の漏えい、滅

失、改ざん及び毀損の防止その他個人情報の適正な管理のために必要な措置を講じなけ

ればならない。 

(7) 個人情報の利用及び提供の制限 

指定管理者は、会館の管理運営業務に関して知ることのできた個人情報を業務の目的

以外の目的に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

(8) 従事者への周知 

指定管理者は、会館の管理運営業務に従事する者に対して、在職中及び退職後におい

て、この業務に関して知ることのできた秘密及び個人情報を他に漏らしてはならないこ

と、業務の目的以外の目的に使用してはならないこと、その他個人情報の保護に関する

必要な事項を周知しなければならない。 

(9) 複写等の禁止 

指定管理者は、会館の管理運営業務を処理するために市から引き渡された個人情報が

記録された資料等を、市の承諾なしに複写し、又は複製してはならない。 

(10) 再委託の禁止 

ア 指定管理者は、会館の管理運営業務を処理するための個人情報の処理は、自ら行う

ものとし、「１０ 第三者への委託‐(1)」の規定により市が承諾した場合を除き、第

三者にその処理を委託してはならない。 

イ 指定管理者は、市の承諾を得て、第三者に個人情報を取り扱う事務を委託する場合

は、市が指定管理者に求める個人情報の保護に関する必要な措置と同様の措置を当該

第三者に講じさせなければならない。 

(11) 資料等の返還等 

指定管理者は、会館の管理運営業務を処理するために市から引き渡され、又は指定管

理者自らが収集若しくは作成した個人情報が記録された資料等は、業務完了後直ちに市

に返還、消去又は廃棄を実施しなければならない。また、指定管理者が管理する機器等
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に記録された電子情報については、事前に市に書面により申請し、その承諾を得たうえ

で消去又は廃棄を実施し、適正に実施した旨の報告を書面で提出しなければならない。

ただし、市が別に指示したときは、その指示に従うものとする。 

 (12) 再委託先への監査及び調査 

ア 市は、指定管理者による再委託先への監査又は調査の実施を求めることができる。

この場合において、指定管理者は、これに協力するものとする。また、当該監査又

は調査の実施に当たっては、市及び指定管理者が認めた者が立ち会うものとする。 

イ 市は、指定管理者による再委託先への監査又は調査の目的を達するため、指定管

理者に対して必要な情報を求め、又は会館の管理運営業務の処理に関して必要な

指示をすることができる。 

 (13) 事故時の対応 

ア 指定管理者は、会館の管理運営業務に関し個人情報の漏えいが発生した場合は、

その事故の発生に係る帰責の有無にかかわらず、直ちに市に対して、当該事故に関

わる個人情報の内容、件数、事故の発生場所、発生状況等を書面により報告し、市

の指示に従わなければならない。 

イ 市は、会館の管理運営業務に関し、個人情報の漏えいが発生した場合は、必要に

応じて当該事故に関する情報を公表することができる。この場合において、指定管

理者は、市に対して異議を述べ、又はこれにより生じた損害を請求することができ

ないものとする。 

ウ 指定管理者は、市が個人情報保護委員会又は主務大臣に漏えい又はそのおそれが

あることを報告するに当たってその要請を受けたときは、市と共同して報告をする

とともに、再委託先があるときは、当該再委託先に市と共同して報告をさせるもの

とする。 

 

(14) 資料等の保管 

指定管理者は、前項の規定に関わらず、次の個人情報が記録された資料等を業務完了後も

適切に保管しなければならない。なお、資料等の保管期間、又は指定期間が満了する際は、

市の指示に従い、資料等を市又は市が別に指示する者に、返還し、又は引き渡すものとする。 

 

資料等の名称 保管期間 保管方法 
保管期間経過後の

取扱い 

使用許可申請書（規則第２条第１項関係） 

５年 

事務室の鍵付き

キャビネットに

て保管 

市に返還 

使用受付簿（規則第２条第２項関係） 

使用許可書（規則第２条第４項関係） 

使用中止届（規則第３条第１項関係） 

使用許可変更申請書（規則第４条第１項関

係） 

使用変更許可書（規則第５条第１項関係） 

使用許可取消（停止）通知書（規則第６条

第１項関係） 
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使用減免申請書（規則第９条第２項関係）） 

使用料還付申請書（規則第１０条第１項関

係） 

特別設備許可申請書（規則第１３条第１項

関係） 

特別設備許可書（規則第１３条第２項関

係） 

施設等棄損（滅失）届（規則第１４条第１

項関係） 

運営協議会に関する書類 

嘱託・臨時職員等雇用時書類（履歴書等） 

事業関係受付簿 

事業関係講師書類 

ボランティア登録に関する書類 

 

１２ 文書の管理 

指定管理者は、熊本市公文書管理条例（令和２年条例第６０号）第４４条の規定に基づ

き、会館の管理に関する文書（以下「文書」という。）を適正に管理するため、以下のと

おり必要な措置を講じること。 

(1) 文書の適正な管理 

ア 会館の管理運営業務遂行のために市が指定管理者に貸与する文書は、紛失、き損、

汚損等がないよう適正に管理すること。 

イ 指定管理者は、作成又は取得した文書を文書の内容、保存期間、保存期間の満了す

る日等に留意しファイル等で整理すること（以下これらを「文書ファイル」という。）。

なお、文書の保存期間は熊本市公文書管理条例第６条第３項の定めに従う。 

  (2) 文書の管理のための体制整備 

指定管理者は、文書の収受、作成、整理、保存その他の管理に関する事務を統括する

ため、文書管理責任者を置かなければならない。 

(3) 管理簿の作成 

指定管理者は、文書ファイルの管理を適切に行うため、文書ファイルの分類、名称、

保存期間、保存期間の満了する日、保存場所その他の必要な事項を記載した帳簿である

文書ファイル管理簿を作成すること。 

(4) 点検及び報告 

指定管理者は、毎年度、文書の管理の状況を点検し、必要な措置を講じるとともに管

理状況を市へ報告すること。 

(5) 保存期間が満了した文書の取扱い 

指定管理者は、文書の保存期間が満了する際は、事前に市の指示を仰いだ上で、適切

に廃棄し、また、保存期間の延長の指示を受けたときは、引き続き文書を保管すること。 

(6) 指定期間が満了する際の文書の取扱い 

指定管理者は、指定期間が満了する際は、市が指示する文書については市又は市が別
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に指示する者に引き渡さなければならない。 

 

１３ 情報の公開 

指定管理者は、熊本市情報公開条例（平成１０年条例第３３号）第２５条の規定に基づ

き、会館の管理運営業務に関する情報の公開に努めるものとする。 

 

１４ Webサイトの情報セキュリティ対策について 

指定管理者が開館に関するWeb サイトを作成する場合は、Web サーバのセキュリティ

対策として以下各号に対応すること。 

(1) Webサーバ監視 

セキュリティインシデントへの対応を迅速に行うため、下記を実施すること。 

ア Webサーバへの攻撃・脆弱性等の監視 

イ ログ分析を行うためアクセス情報（アクセス日時、接続元 IPなど）を記録 

ウ ログを分析し、セキュリティインシデントが発生した場合に報告 

(2) WAF 

不正な通信やスクリプトを検知・防御し、セキュリティインシデントの発生を低減す

るため、WAFを導入し、SQLインジェクションのような、Webアプリケーションへの

不正な通信を検知・防御すること。 

(3) 負荷分散  

有事の際にも、Webサイトの急激な利用者の増加に耐え得るような環境を用意し、住

民への継続的な情報発信ができるようにするため、CDNもしくは複数のWebサーバに

よる負荷分散などを行うこと。 

 

１５ 指定管理者に対する監査について 

指定管理者が行う会館の管理の業務に係る出納その他の事務の執行について、次に掲げ

る監査が実施されることとなった場合、指定管理者は、監査の実施に協力しなければなら

ない。また、監査のため必要があると認めるときは、指定管理者に対して出頭を求め、調

査し、又は帳簿、書類その他の記録の提出を求める場合がある。 

(1) 監査委員による監査 

(2) 包括外部監査人による監査 

(3) 個別外部監査人による監査 

 

１６ 指定の取消し等 

(1) 市は、指定管理者が以下のいずれかに該当するときは、指定管理者の指定を取り消

し、又は期間を定めて管理運営業務の全部若しくは一部の停止を命ずることができる。 

ア 管理運営業務の改善指示をはじめとする市の指示に従わないとき。 

イ 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）、その他関係法令、条例、規則又はこの協

定の条項に違反したとき。 

ウ 指定管理者が指定の解除を申し出たとき。 

エ 指定管理者の経営状況が著しく悪化しているとき。 

オ 熊本市暴力団排除条例（平成２３年条例第９４号）第２条２号に規定する暴力団員

又は同条第３号に規定する暴力団密接関係者に該当することが判明したとき。 
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カ 公の施設の適正な管理に重大な支障が生じるとき又は生じるおそれがあるとき。 

キ 指定管理者の責めに帰すべき事由により当該指定管理者による管理運営を継続す

ることができないと認めるとき。 

(2) 前項の規定により、市が指定管理者の指定を取り消したときは、指定管理者の業務

実績に応じ、市と指定管理者は協議の上精算するものとする。 

(3) 前項の協議が調わないときは、市が精算金の額を算出するものとする。 

(4) (2)及び(3)の規定により、精算金を支払うべきものとその額が決定した場合は、当

該者は相手方に精算金を速やかに支払うものとする。 

(5) (1)の規定により指定を取り消し、又は期間を定めて管理運営業務の全部若しくは一

部の停止を命じた場合において、指定管理者に損害が生じたとしても、市はその賠償

の責を負わない。 

 

１７ 業務の引継ぎ 

(1) 指定期間開始時 

指定の日から円滑に指定管理業務が実施できるよう、現在の指定管理者との引継ぎを

必要に応じて適切に実施すること。 

(2) 指定期間終了時 

指定取消しのとき、又は指定期間満了にあっては、引継ぎに必要な事項を記載した業

務引継書を作成し、市又は次期指定管理者との引継ぎを遅滞なく円滑に行うこと。 

なお、次期指定管理者に業務を引き継ぐ場合は、業務引継書の写しを市へ提出するこ

と。 

 

１８ 管理運営上の注意事項 

(1) 公平公正な管理 

公平公正な管理運営を行い、特定の団体等に有利又は不利になる管理を行わないこと。 

(2) コンプライアンス確保の取組 

指定管理者は、本市のコンプライアンス確保の取組に準じて、市民の信頼を損なう行

為等の防止に取り組むとともに、これらが発生した場合には、速やかに原因を究明し、

再発防止に取り組むこと。 

(3) 秘密の保持 

指定管理者は、熊本市こども文化会館条例第２６条を遵守し、当該公の施設の管理に

関し知り得た秘密を他に漏らし、又は自己の利益のために利用し、若しくは不当な目的

に使用してはならない。指定期間が満了し、又は指定を取り消された後においても、同

様とする。 

(4) 管理運営に係る要項等の作成等 

指定管理者が施設の管理運営に係る要項等を作成し、改定し、又は廃止する場合は、

事前に市と協議すること。 

(5) 熊本市公契約条例の遵守 

  指定管理者は、熊本市公契約条例（令和７年条例第５４号）及び関係法令を遵守し、

雇用する労働者の適正な労働環境の整備に努め、当該業務を社会的責任を持って履行す

るとともに、本市と相互に協力し、情報共有、意見交換等を行うこと。 

(6) 熊本市グリーン購入指針の遵守 
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業務を円滑に遂行する上で必要な複写機、ファックス、パソコン等の事務機器、事務

用品及び電話機等を用意すること。なお、事務機器、事務用品等の調達においては、熊

本市グリーン購入指針を遵守するよう努めること。 

(7) インターネット環境の整備 

会館外とのインターネット環境を構築すること。 

(8) 苦情等への対応 

会館の利用者及び近隣地からの苦情等にも原則として指定管理者が対応すること。 

(9) 障がいを理由とする差別の解消の取組 

指定管理者は、市が定める「熊本市市長事務部局における障がいを理由とする差別の

解消の推進に関する対応要領（平成２８年３月１８日制定）」に準じて、障がいのある

方に合理的配慮の提供を行うこと。 

(10) 乳幼児、車椅子使用者等への配慮 

乳幼児、妊婦、車椅子使用者、高齢者、障がいのある方等の利用にあたっては、十分 

な配慮を行うこと。  

 

１９ 事故等発生時の対応 

(1) 事故等 

指定管理者は、故意又は過失により、その管理する会館又は付帯設備等を損傷し、又

は滅失したときは、事故報告書を市に提出するとともに、それによって生じた損害を市

に賠償しなければならない。ただし、市が特別の事情があると認めるときは、その全部

又は一部を免除することができる。 

(2) 不可抗力発生時の対応義務 

暴動、地震、風水害等（以下「不可抗力」という。）の発生の事態に備え、指定管理者

は不可抗力により発生する損害・損失等が最小限になるよう、日常の施設の管理又は早

急な対応措置を講ずるものとする。 

(3) 不可抗力によって発生した費用等の負担の決定 

ア 不可抗力の発生に起因した損害・損失について、指定管理者は、その内容や程度の

詳細を記載した書面をもって市に報告するものとする。 

イ 市は、前項の報告を受けた場合、損害状況の確認を行ったうえで、指定管理者との

協議を行い、不可抗力によるものかどうかの判定や費用負担及び支払方法等を決定す

るものとする。 

ウ 指定管理者が(2)に規定する対応義務を怠った場合を除き、不可抗力の発生に起因し

た損害・損失の費用は、市の負担とする。ただし、指定管理者が当該損害・損失にか

かる保険金を受領した場合は、指定管理者は市に対して当該保険金相当額を拠出する

ものとする。 

(4) 不可抗力等による一部の業務実施の免除 

ア 不可抗力の発生又は災害対応業務の実施（以下「不可抗力等」という。）により管理

運営業務の一部の実施ができなくなったと認められた場合、指定管理者は不可抗力等

により影響を受ける限度において会館の管理運営業務を実施する義務を免れるものと

する。 

イ 指定管理者が不可抗力等により業務の一部を実施できなかった場合、市は、指定管

理者との協議のうえ、指定管理者が当該業務を実施できなかったことにより免れた費
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用相当額を指定管理料から減額することができるものとする。 

(5) 損害の賠償 

ア 指定管理者は、会館の管理運営業務の履行に当たり、指定管理者の責に帰すべき事

由により市又は第三者に損害を与えた場合は、損害を賠償しなければならない。 

イ 指定管理者は、「１６ 指定の取消し等‐（1）」の規定により指定管理者の指定が取

り消され、又は期間を定めて管理運営業務の全部若しくは一部の停止を命ぜられた場

合において、市又は第三者に損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならな

い。 

ウ ア及びイの場合においてその損害額は、市と指定管理者が協議して定める。 

 

２０ その他の遵守事項 

(1) 原形変更の承認 

指定管理者は、施設の原形を変更しようとするときは、あらかじめ市の承認を得なけ

ればならない。 

(2) 原状回復義務 

指定管理者は、その指定期間が満了したとき、又は「１６ 指定の取消し等‐（1）」の

規定により指定を取り消され、若しくは期間を定めて管理運営業務の全部若しくは一部

の停止を命ぜられたときは、その管理を行わなくなった公の施設の当該部分を速やかに

原状に復さなければならない。ただし、市の承認を得たときはこの限りでない。 

(3) 施錠管理 

施設の施錠を行う際は、貸与された鍵により行うものとする。なお、鍵は、指定管理

者が責任を持って適切に管理するものとし、市に無断で複製してはならない。ただし、

き損・紛失した場合は、速やかに市へ報告するとともに指定管理者の責任により新たな

鍵の設置を行わなければならない。 

(4) 権利義務の譲渡等 

指定管理者は、会館の管理運営業務に係る権利又は義務を第三者に譲渡し、若しくは

承継させ、又は権利を担保に供してはならない。ただし、書面により市の承諾を得たと

きは、この限りではない。 

(5) 管理運営業務内容の変更等 

ア 市は、必要があるときは、会館の管理運営業務の内容を変更し、又は業務を一時中

止することができるものとする。この場合は、市と指定管理者が協議して書面により

これを定めるものとする。 

イ 前項の場合において、指定管理者が損害を受けたときは、市はその損害を賠償する

ものとし、その賠償額は市と指定管理者が協議して定める。 

(6) 自動販売機等 

利用者の利便性向上のため、熊本市こども文化会館条例第２２条で定める業務以外で

自動販売機、公衆電話等（以下「自動販売機等」という。）を設置する場合、自動販売

機等を設置する第三者もしくは指定管理者は、市から別途行政財産の貸付け又は目的外

使用の許可を受けなければならない。なお、自動販売機の設置者は市が入札により決定

する。 

(7)  営繕工事に伴う対応 

営繕工事を行う場合、市は指定管理者に最低６ヶ月前までに告知をする。また、営繕
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工事に伴い長期休館を行う場合、指定管理者に支払する指定管理料は、市と指定管理者

が協議して、必要と認める金額のみを支払うものとする。 
 

(8) 仕様書外の事項 

この仕様書に定めのない事項又はこの仕様書の規定について疑義が生じた場合には、

必要に応じて市と指定管理者が協議するものとする。 
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第２章 業務仕様 
第１ 会館の使用の許可及びその取消し並びに停止の命令に関する業務 

１ 会館の施設等の使用許可 

熊本市こども文化会館条例施行規則に基づく会館使用許可申請書を受理したときは、以

下の不許可基準への該当の有無を審査し、許可するときは会館使用許可書を当該申請者に

交付すること。 

〔不許可基準〕 

会館の施設等を使用しようとする者が次のいずれかに該当するときは、使用を許可

しないことができる。 

(1) 会館の設置目的に反する使用をするおそれがあるとき。 

(2) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(3) 会館の施設等をき損し、又は滅失するおそれがあるとき。 

(4) 会館の管理上支障があるとき。 

(5) その他、使用を不適当と認めるとき。 

〔許可取消し等基準〕 

会館の施設等の使用許可を受けた者が次のいずれかに該当するときは、使用の許可を取

り消し、又は使用の停止を命ずることができる。 

(1) 会館の設置目的に反する使用をするおそれがあるとき。 

(2) 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(3) 会館の施設等をき損し、又は滅失するおそれがあるとき。 

(4) 使用の許可に付した条件に違反したとき。 

(5) 虚偽の申請その他不正な手段により使用の許可を受けたとき。 

(6) 条例又はこれに基づく規則の規定に違反したとき。 

(7) その他、会館の管理上支障があるとき。 

 

２ その他会館の使用受付等に関する業務 

(1) 各種申請受付業務 

ア 多目的ホール及び会議室の使用許可申請の受付及び許可書の発行 

イ ア以外の施設等の使用受付 

ウ 使用許可変更申請の受付及び変更許可書の発行 

エ 使用中止届の受付及び使用料還付申請書の受付 

オ 施設等き損（滅失）届の受付 

カ 特別設備許可申請書の受付及び許可書の発行 

キ 付属設備の使用受付 

 

＜参考：使用予約及び使用中止の受付期間＞ 

施設名 使用予約受付期間 使用中止受付期間 

多目的ホール 
使用日の属する月前６月の

初日から可 
使用日の３０日前まで可 
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会議室 
使用日の属する月前３月の

初日から可 
使用日の前日まで可 

(2) 入館の制限、使用の制限、使用許可の取消し（停止）に関する業務 

(3) 会館利用時における利用者への指導指示及び施設の開錠、施錠業務 

(4) 施設及び附属設備、貸出備品等の設営、撤収及び点検業務 

(5) 会館使用時における附属設備、貸出備品等の操作、説明等の業務 

(6) 会館利用者、見学者等の案内業務 

 

３ その他 

(1) 使用者が会館の施設等を適正に使用することができるよう、十分な説明を行うこと。 

(2) 使用完了時に使用施設等の原状回復がなされていること等を速やかに確認し、実施

されていないときは直ちに使用者へ原状回復等を求めるとともに、市に報告すること。 

(3) 熊本市こども文化会館条例第６条の規定に該当する使用者を発見したときは、速や

かに遵守事項を通知し、是正を求める等の対応を行うこと。 

 

第２ 会館の施設等の維持管理に関する業務 

１ 会館の維持管理に関する業務の項目 

(1) 清掃業務 

(2) ビルメンテナンス業務 

(3) 機械警備業務 

(4) 自家用電気工作物保安業務 

(5) 一般廃棄物収集運搬処理業務 

(6) 昇降機設備保守点検業務 

(7) 空調設備及び中央監視盤装置保守点検業務 

(8) 電話交換機等設備設置及び保守点検業務 

(9) 舞台装置保守点検業務 

(10) 舞台照明装置保守点検業務 

(11) 自動ドア設備保守点検業務 

(12) 舞台等音響装置保守点検業務 

(13) 害虫消毒業務 

(14) 直流電源装置保守点検業務 

(15) 消防用設備等保守点検業務 

(16) 防火設備等定期点検業務    

(17) からくり時計保守点検業務 

(18) 電波障害対策設備保守点検業務 

(19) ITV装置保守点検業務 

(20) 中水用濾過機設備保守点検業務 

(21) 電動収納式移動観覧席設備保守点検業務 

(22) 樹木剪定・害虫駆除業務 

(23) 湧水ピット清掃業務 

(24) 産業廃棄物収集運搬処理業務 
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(25) 自動体外式除細動器（AED）保守点検業務 

(26) ホール舞台等運営管理業務 

(27) 床マット賃貸借業務 

(28) ばい煙濃度測定業務 

(29) 建物管理全般及び備品等の管理 

(30) その他市長が認める業務 

 

２ 指定管理者が費用を負担する維持・修繕の範囲 

(1) 小規模修繕の実施 

１件２０万円以下の施設又は設備の維持・修繕（以下「小規模修繕」という。）に要す

る経費（以下「修繕費等」という。）については１７０万円／年度（消費税及び地方消

費税を含む。）を別途計上し、指定管理料に含めるものとする。小規模修繕の実施に当

たり、指定管理者は、市へ事前報告のうえ、自らの責任の下執行する。なお、１件２０

万円を超える施設又は設備の維持・修繕は、原則として市が実施するため、必要がある

ときは、市に報告し、協議すること。 

(2) 複数業者からの見積りの徴取 

修繕費等が5万円を超える場合には、原則として２者以上から見積りを徴し、安価な

者に小規模修繕をさせること。 

(3) 修繕費等の精算 

修繕費等については実績に応じ年度末に精算する。なお、執行する修繕費等の合計額

が１７０万円／年度を超えるときは、原則として市が実施するため、当該金額を超える

ことが予想される場合は、市と協議すること。 

 

３ 維持管理に関する業務の詳細 

以下に定める事項のほか、第３章 特記仕様に記載する内容を満たす水準の維持管理業

務を行うこと。 

(1) 安全管理に十分配慮し、火災、損傷等を防止して財産の保全を図るとともに、利用

者及び業務従事者の安全確保に努めること。 

(2) 「熊本市公共建築物点検マニュアル」に基づき日常的に施設点検を行い利用者等の

安全確保を図るとともに、異常を発見したときは速やかに必要な措置を講じること。

なお、点検にあたっては点検記録を作成し、業務報告時に合わせて報告すること。 

(3) 定期点検及び保守管理中に、部品の取替、修理等の整備を必要とするものを発見し

た場合は、直ちに処置方法を検討し、小規模修繕においては速やかに実施すること。

それ以外の場合で、かつ本仕様書に規定する指定管理者の責任分担に属しないものに

ついては市へ報告し、指示を受けること。 

(4) 施設を常に清潔な状態に保持するよう努め、維持管理上発生した廃棄物については

適正な分別を行い、所定の場所に搬出するとともに、定期的な清掃等を実施すること。

また、利用者には、ごみの持ち帰りを徹底させること。なお、業務遂行の結果生じる

消耗品、使用済み部品等廃棄品の廃棄については、管理運営経費の中に含まれる。 

(5) 維持管理に係る費用は、指定管理者が支払うこと。なお、業務に要する諸工具、器

具、消耗品、光熱水費、電話料金等一切の費用については、管理運営経費の中に含ま

れる。 
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(6) 市が貸与する施設設備及び備品は、所在及び状態の把握並びに紛失及び盗難の防止

のために必要な措置を講じる等善良な管理者の注意をもって適正に管理すること。ま

た、備品の紛失又は盗難が疑われる場合等の事故等発生時における指定管理者から市

への報告の手順や体制について、指定管理者が作成するマニュアルで明確にすること。 

(7) 電球等の消耗品は、随時補充又は交換すること。 

(8) 指定管理者は、維持管理の対象設備等の動作不良及び故障発生を発見した場合は、

速やかに原因を究明し、対処すること。 

(9) 修繕等の工事の実施に当たっては、事前に市へ報告するとともに、施工業者等との

事前調整及び施工時の立会いを行うこと。   

 

第３ 熊本市こども文化会館条例第４条各号に掲げる事業等の実施に関する業務  

１ 企画事業について 

企画事業は、施設の設置目的を達成するため指定管理者が企画立案のうえ実施する事業

であり、(1)市指定事業、(2)自主事業に区分する。 

(1) 市指定事業について 

熊本市こども文化会館条例第４条各号に掲げる事業内容で、会館設置の目的（児童の

健全育成に寄与）に合致し、会館全体の集客に資する事業として、以下の事業を市指定

事業とし、必ず実施すること。 

① 活動体験支援事業に関すること 

ア ふれあい・交流事業  

こどもたちが地域や年齢の違いを超えて交流し、遊び・学びなど主体的に参加で

きる下記の体験活動等を毎年実施する。なお、事業内容により、事業の企画、準備、

会場設営や運営等を行う小学生、中学生、高校生のボランティアスタッフを育成し

実施すること。 

・夏休み期間中の納涼祭(お化け屋敷)等の催し物(年1回以上) 

・小学生を対象とした、楽しさや喜びを体験させる様々な競技等の催し物(年1回以 

上) 

・乳幼児と保護者を対象とした、体を動かし楽しむ運動会等の催し物(年1回以上) 

・中学生や高校生を対象とした、子育ての話や赤ちゃんと交流する活動(年1回以上) 

・会館の設立を祝い、設置目的等の周知を図る催し物（年1回） 

・概ね小学生を対象に、「夢（目標・企画）」を募集し、その実現に向け互いに協 

力し自主性や協調性を育む活動(年１回) 

・小・中学生を対象にした、一定期間、野外活動や創作活動、ボランティア活動等 

を行う体験活動（年１回） 

・乳幼児や保護者が、リズム遊び等で楽しくふれあい、交流を深める活動(８月を 

除く月1回以上) 

・絵本の読み聞かせ(８月を除く月４回以上) 

・創造性を育む工作教室(月２回以上) 

イ 歳時事業 

自然に対する感謝の心や畏敬の念など、豊かな感性を育むための生活に根ざした 

季節の伝承行事を年４回実施する。                              

ウ 情操涵養事業 
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豊かな情操を涵養するために人形劇・ミュージカル、舞踊、音楽、映画等の文化

芸能や芸術的催し物を年６回以上実施する。 

エ ふるさと発見事業 

郷土への理解を深め、郷土愛を育むための熊本の伝統文化体験事業を年1回以上 

実施する。 

オ 教育活動等支援事業 

学校や幼稚園の教育活動や保育園の保育活動等で利用する団体の受入事業につい 

ては、会館の設置目的である児童の健全育成の観点から積極的に実施する。 

② 子育て支援事業に関すること 

子育てに関する交流会や講演会等を年６回以上開催する。 

③ 会館の機能を十分に理解し、次に掲げる各コーナー等の特色を活かし、利用者の 

安全面を考慮した運営を行うこと 

ア 情報提供コーナー 

   ・会館の受付業務や子育て情報・公共施設の催し物情報等を提供する。 

・図書や遊具等を通じて、保護者や児童の交流及び集団遊び等を支援する。 

イ やすらぎの部屋・相談室（みつばちコーナー） 

   ・０歳～２歳くらいの乳幼児と保護者が、互いにふれあい遊びながら他の利用者と 

子育てに関する情報交換ができる場所として「やすらぎの部屋」を提供する。 

   ・こどもたちの身長や体重測定を行うとともに、来館又は電話により、保護者の子 

育てに関する不安や悩み等の相談に応じる「相談室」を設置し、子育て支援等を 

行う。 

   ・悩みを持つ親やこどもに総合的に対処するために、市・県の関係機関及び学校や 

幼稚園、保育園と連携・協力する。 

ウ プレイルーム（ひよこルーム） 

    地域や年齢の異なるこどもたちが、一緒に触れ合い遊ぶことで、協調性や思いや

りの心を育む交流の場を提供する。 

エ パソコンルーム（おうむコーナー） 

    様々なソフトを利用し年齢に応じたパソコンの機能を体験させることにより、こ 

どもたちがパソコンへ興味を持ち、情報化社会に対応できるような機会を提供す 

る。 

オ 創作室（きつつきの部屋） 

    ・こどもたちの興味や関心に応じて、自主的・主体的に物を作ることで創造の喜び 

が体験できる創作活動の場を提供する。 

   ・お絵かき、ぬりえ、粘土遊び、プラバン製作等の活動を提供する。 

カ わんぱく広場（うさぎの広場） 

    会館の屋上に設置した場所で、戸外で使用できるいろいろな遊具（乗り物）を利

用し、こどもたちが公共物の使い方や社会のマナー、ルールを学ぶ機会を提供す

る。 

(2) 自主事業について 

市指定事業とは別に、熊本市こども文化会館条例第４条各号に掲げる事業内容で、指

定管理者が自主的に実施する事業を自主事業とし、企画提案を行うことができる。なお、

企画した提案については、市に事前報告の上、必ず実施すること。 
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(3) 企画事業の留意事項について 

ア 企画事業の承認について 

企画事業を行う際は、指定管理者は事前に、事業ごとの企画内容、参加費の単価、収

入損益の取扱い方法などを定めた企画書を提出し、市の承認を得た上で事業を実施する

こと。 

イ 参加費の取扱いについて 

企画事業に係る参加費は、実費相当額とし、指定管理者の収入とする。 

ただし、その財源に指定管理料を見込んでいる事業において、その利益があまりに過

大であると認められる場合には、市民サービス改善のための投資等について、市と指定

管理者は協議するものとする。 

ウ 企画事業の実施変更について 

    企画事業の提案内容に、法令、条例、規則、仕様書及び本市の施策等に違反し、ある

いは整合性のない部分がある場合は、事業を実施する上で、変更を指示することがあ

る。 

エ 企画事業の実施に係る施設の使用について 

企画事業の実施に係る施設の使用は、市指定事業と自主事業の区別に係わらず、施設 

の管理者が公用で当該施設を使用するものであり、施設の使用許可及び施設使用料 

（利用料）の対象とはならない。 

     

  

２ 企画事業以外の事業について 

企画事業以外で指定管理者が会館を使用して事業を実施する場合は、指定管理者はその

他の会館使用者と同様に、条例及び規則の規定に基づき事前申請の手続きを行い、その他

の会館使用者との平等な利用が確保されるようにすること。 

   

第４ 第１～第３に掲げるもののほか、会館の管理運営上市長が必要と認める業務 

１ （仮称）熊本市こども文化会館運営審議会に関する業務 

指定管理者は、会館の円滑な運営に資するため、「（仮称）熊本市こども文化会館運営 

 審議会」を設置すること。  

  審議会は、利用者や学識経験者、社会教育関係者、学校教育関係者、児童福祉関係者等 

で構成するものとし、その選任にあたっては、関係団体からの推薦を受けるなど、公平に 

行うこと。 

  審議内容は、事業計画・事業実績等について審議するとともに、会館の目的に沿った 

活動への助言等を行うものとする。 

  また、審議会開催時には議事録の作成を行い、報告書として市に提出すること。 

 

２ 利用料金に関する業務 

(1) 会館の使用に係る料金（地方自治法第２４４条の２第８項に定める「利用料金」）

は、指定管理者の収入とする。 

(2) 利用料金の額は、熊本市こども文化会館条例第２３条第２項に規定する利用料金の

範囲内において、指定管理者が市長の承認を得て定めるものとする。なお、消費税法

による消費税及び地方税法による地方消費税は、利用料金の内税として扱うこと。 
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また、規則等に規定する利用料金の減免や、収受した利用料金の還付も指定管理者

が行うこと。なお、市は利用料金の減免・還付に係る利用料金相当額の負担は行わな

い。 

(3) 市は、指定期間前に収納した当該指定期間中に係る利用料金に相当する額（熊本市

こども文化会館条例第１１条第１号から第３号の規定により還付される使用料に相

当する額を除く。以下「利用料金相当額」という。）及び支払方法を別に定め、指定

管理者に当該支払方法により利用料金相当額を支払うものとする。 

(4) 指定管理者が預かった指定期間以後〔令和 14年度（2032年度）以後〕の使用に係る

利用料金については、市が新たな指定管理者を指定しかつ利用料金制度を導入する場

合は、当該指定管理者に対して、その他の場合は市に対して、その利用料金を指定期

間終了日までに支払うこと。 

(5) 現在の利用料金を下回る利用料金を定める場合は、指定期間前に当該指定期間の使

用許可を受けていた使用者に対し、改定後の利用料金と改定前の利用料金との差額を

還付すること。 

(6) 現在の利用料金を上回る利用料金を定める場合は、指定期間前に当該指定期間の使

用許可を受けていた使用者に対し、従前の利用料金で使用させること。 

(7) 事業所税については、指定管理者が提出する事業計画に関する収支予算書（様式第

３－１号）において、利用料金収入（参加費等の企画事業収入等を含む）が当該施設

の全収入の５割を超えた場合に指定管理者が事業主体と判断され、課税される。 

なお、当初に事業主体を市と判定した場合において、一の事業年度ごとの決算に係

る収入総額に占める利用料金収入（参加費等の企画事業収入等を含む）の割合が５割

を超えるものについては、当該事業主体を指定管理者に変更し、その後の指定期間に

おける事業主体については、指定管理者とする。 

詳しくは、熊本市市民税課へ確認すること。 

 

２ 消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）への対応 

消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）に対応すること。 

(1) 利用料金、自主事業に係る参加費等（指定管理者の収入） 

指定管理者が利用料金等を収受する場合は、指定管理者と利用者の消費税課税取引と

なることから、指定管理者がインボイスを交付する必要がある。インボイス制度への対

応について市と調整すること。 

(2) その他  

インボイス制度の詳細については、国税庁のホームページを確認すること。 

 

３ 複写機等の設置 

   (1) 複写機等の設置について 

業務を円滑に遂行するため、複写機及びＦＡＸを会館事務室内に設置すること。 

  (2) パソコンルームへの機器設置について 

パソコンルームには、パソコン等を１３台以上及びプリンターを１台以上設置する 

こと。 

  (3) 情報提供コーナーへの機器設置について 

情報提供コーナーには、パソコンを２台以上設置すること。 
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  (4) その他の機器設置について 

その他、業務を円滑に遂行するため必要と思われるものを設置すること。 

 

４ モニタリングに関する業務 

(1) 事業遂行の記録及び自己評価について 

指定管理者は、日常又は定期的に行う施設の清掃、機器点検、安全対策等のほか、施

設の利用状況、使用拒否等の件数、及びその理由、利用料金等の収納状況等について、

日報等に記載し、併せて自己評価を行わなければならない。 

(2) 利用者アンケートの実施について 

指定管理者は、利用者の意見や要望を把握するため、自らの責任と費用により、年２

回利用者アンケートを実施することとし、その結果について、自己評価を行い、施設内

に掲示することなどにより今後の管理に反映させるとともに、市に報告しなければなら

ない。 

(3) 業務報告の聴取等 

市は、会館の管理運営の適正を期するため、指定管理者に対し、その管理運営業務及

び経理の状況に関し定期に、又は必要に応じて随時報告を求め、実地にて調査し、又は

必要な指示をすることができる。 

(4) 業務報告（月次報告）及び収支報告書の提出 

毎月末から１０日以内に請求書とともに、管理運営業務に関し、次に掲げる事項を記

載した業務報告書を作成し、提出すること。 

ア 日常・定期的に行う業務実施状況を記した書類（日報） 

イ 利用状況及び利用拒否等の件数・理由 

ウ 利用料金の収入実績（利用料金制度導入施設） 

エ 管理経費の収支状況 

オ 会館における当月のエネルギー等使用量（電気、ガス、その他エネルギー種類ご

と、水道）及び管理標準（計測記録等を含む）が明らかになる書類 

カ 維持管理の実施状況が明らかになる書類 

キ 執行した修理等の明細及びその内容を示す書類 

ク 以下の施設等における利用状況 

施 設 等 実績を必要とする項目 

多目的ホール 

 会議室Ａ 

 会議室Ｂ 

 

利用件数（日毎） 

  利用人数（日毎） 

 利用率 

  稼働率（使用率） 

 わんぱく広場 

 プレイルーム 

パソコンルーム 

創作室 

やすらぎの部屋・相談室 

情報提供コーナー 

利用者数 

  ・児童・大人別（各施設等別） 

  ・１日当たりの利用者数（全体） 

  ・日曜・祝日、土曜日及び平日別 

   利用者数（全体） 
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 企画事業  利用者数（各事業毎、開催回数毎） 

ケ その他、市長が必要と認める事項 

(5) 事業報告（年次報告）及び収支報告書等の提出 

ア 指定管理者は、毎年度終了後３０日以内に、会館に関し、以下に掲げる事項を記載

した事業報告書を作成し、市に提出しなければならない。ただし、年度の途中におい

て指定を取り消されたときは、その取り消された日から起算して１５日以内に当該日

までの間の事業報告書を提出しなければならない。 

(ｱ) 「（仮称）熊本市こども文化会館運営審議会」の議事録 

(ｲ) 管理運営業務の実施状況 

(ｳ) 利用状況及び使用拒否等の件数・理由 

(ｴ) 利用料金の収入実績 

(ｵ) 管理経費の収支状況 

(ｶ) その他市長が必要と認める事項 

イ 指定管理者は、毎年度の決算後速やかに、市に対し、法人その他の団体の財務諸表

を提出しなければならない。 

(6) 管理経費の収支報告について 

ア 指定管理者は、管理運営業務に係る収支について、他の事業の収支と明確に区分し

て管理し、必要な会計帳簿、及び収支に係る証拠書類を整備すること。また、市が会

計帳簿等の閲覧や提出を求めた場合はこれに応じなければならない。 

イ 共同企業体が指定管理者となった場合、指定管理者は、各構成員が管理運営業務の

ために業務従事者や他の事業者等へ実際に支出した経費を収支報告書に計上しなけれ

ばならない。 

(7) 定期の業務遂行確認について 

ア 市は、各年度２回、会館への立入等により、現地で管理運営業務遂行状況を確認す

るとともに、指定管理者から関係書類の提出を求めるものとする。 

イ 確認すべき項目その他必要な事項については、事前に市と指定管理者による協議に

より定めるものとする。 

(8) 管理運営業務の評価、指導について 

ア 市は、(1)から(7)に規定する管理運営業務遂行状況又は事業決算の確認等の結果に

基づき指定管理者のサービス水準が維持されているかを評価し、その結果を指定管理

者に通知するとともに、改善が必要な場合は、改善指導書により指導を行うものとす

る。 

イ 指定管理者は、改善指導書による指導を受けた場合は、改善のための対応策を改善

計画書に取りまとめ市に提出し、全力で改善に取り組むものとする。 

ウ 市は、管理運営業務遂行状況及び指定管理者の自己評価等に基づき、年度ごとの評

価を行い、評価結果については、市のホームページにて公表するものとする。 

 

４ その他の管理運営に係る業務 

(1) 各種印刷業務  

会館利用者の利便性を欠くことがないよう、在庫の状況を常に把握し、適時印刷を行

うこと。なお、作成に当たっては、市と事前に内容等の協議を行うこととする。 
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ア 会館リーフレットの印刷（実施時期：随時） 

Ａ５サイズ・両面印刷・ブックレットタイプ（８ページ） 

カラー・年間：２，０００部 

イ 会館使用に係る申請書等を印刷し、常備すること。 

・印刷の時期については、各種申請受付業務に差し支えないように随時行うこと。 

・申請書等の様式については、規則に定める様式を基に作成すること。 

(2) 電気料金の算出及び報告に関する業務 

会館内の自動販売機について、１箇月分の電気使用量及び電気料金を算出し、翌月５

日までに市に書面により報告すること。 

(3) 昇降機の運行管理について 

指定管理者は、熊本市昇降機運行管理要綱（平成１８年９月１日制定）の規定に基づ

き、会館の昇降機について日常運行管理を行わなければならない。 

  (4) キャッシュレス決済対応について 

ア 利用料金等の支払い 

利用者が窓口で利用料金及び自主事業に係る参加費の支払いを行う際、現金での決

済及びキャッシュレス決済に対応すること。なお、キャッシュレス決済機器について

は市が調達し、指定管理者に貸与するものとする。 

    指定管理者は、指定管理業務開始までに、市がキャッシュレス機器調達時に決定し

た決済代行業者等と指定管理者間でキャッシュレス機器利用に関する契約を行うこ

と。なお、キャッシュレス決済に係る手数料については13.7万円／年度（消費税及び

地方消費税を含む。）を別途計上し指定管理料に含めるものとする。なお、キャッシ

ュレス決済手数料については、実績に応じ年度末に精算する。 

イ 提案事業に係る料金等の支払い 

利用者が窓口で提案事業に係る料金等の支払いを行う際、利用者の利便性向上を考

慮し、現金での決済に加えキャッシュレス決済の導入を検討すること。キャッシュレ

ス決済を導入する場合、キャッシュレス機器の導入及び運用・管理は指定管理者の負

担で行うこととし、キャッシュレスブランドについては次のものを導入することを原

則とする。ただし、指定管理業務に伴う収入に関するキャッシュレス決済に係る手数

料と、提案事業に伴う料金等に関するキャッシュレス決済に係る手数料を明確に区分

できる場合は、市が貸与したキャッシュレス機器を用いることも可能とする。この場

合、市が負担する手数料は、指定管理業務に伴う収入に関するキャッシュレス決済に

係る手数料のみとする。 
 
【決済ブランド】 
・クレジットカード 
VISA、JCB、Mastercard、AMERICAN EXPRESS、Diners Club 

・電子マネー（非接触型電子マネー） 
交通系 ICカード（全国相互利用サービスの対象のものから PiTaPaを除く。）、
WAON、iD、楽天 Edy、QUICPay、nanaco 

・QRコード決済  
PayPay、d払い、楽天ペイ、au PAY 

 
 

  (5) ホームページ管理業務 

    会館の施設や事業の概要、催し物の案内を含むホームページを作成し、管理運営する
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とともに、インターネット上の情報伝達ツールを活用し、会館に関する情報を広く発

信すること。 

    (6) 床マットの敷設について 

    玄関入口、エレベーター前、トイレ前等に床マットを敷設し、会館利用者の安全衛生

を確保すること。 

  (7) 無料コインロッカーの管理 

    来館者が、一時的に荷物を預けられるように無料コインロッカーを管理すること。 

  (8) 教室等の事前申し込みに関しては、電話及び窓口での受付だけではなく、可能な限

りLoGoフォーム等を活用したWeb受付にも努めること。 

  (9) 「くまもとフリーWi-Fi」管理業務 

    「くまもとフリーWi-Fi」に係る回線使用料及び無線LANインターネット接続サービス

の提供に係る費用については、令和９年度（2027年度）以降は指定管理者が負担する

こと。 

(10) 障がいのある方への対応 

    ハード面でのバリアフリーだけでなく、障がいのあるなしに関わらず、児童に遊び及

び学びの機会を提供し、もってその健全育成に寄与するという会館の基本理念に基づ

き、運営面でのバリアフリーを進めること。 

  (11) 車椅子等の貸出 

    利用希望者には、無料で貸出しを行うこと。 

  (12) 苦情対応 

    来館者その他から苦情や意見を受けた場合には、常に迅速に応対し、その場で処理で

きない案件については処理経過を相手方に報告するなど、適切な対応を行うこと。 

    苦情の内容や処理経過については常に記録しておき、市に提出する定期的な報告書へ 

の記載のほか、急を要する場合や対応について市との協議が必要な場合には、随時市

へ報告すること。 
 
５ 市との連絡調整 

(1) 指定管理者は、業務の履行に際し、常に市との連絡調整を密にすることにより相互

の協力体制を構築すること。 

(2) この仕様書に規定するものの他、業務の内容及び処理について疑義等が生じた場合

は、市と指定管理者間で別に協議して定める。 

(3) 企画事業について、必要に応じて市教育委員会、児童館、子育て支援センター等と 

連携・協力し実施すること。 

 



 第３章　特記仕様

（会館の維持管理に関する業務詳細）

No. 頁

1

2 76～

3 98～

4 100

5 101

6 102～

7 107～

8 109

9 110～

10 112～

11 114～

12 118～

13 123

14 124

15 125～

16 129～

17 131

18 132

19 133

20 134

21 135

22 136

23 137

24 産業廃棄物収集運搬処理業務　　　　　　　　　　　　　　　　138

25 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）保守点検業務　　　　　　　　　139

26 140～

27 142

28 ばい煙濃度測定業務 143

業務名

清掃業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ビルメンテナンス業務

機械警備業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自家用電気工作物保安業務　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般廃棄物収集運搬処理業務　　　　　　　　　　　　　　　　

昇降機設備保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　

空調設備及び中央監視盤装置保守点検業務

電話交換機等設備設置及び保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　

舞台装置保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

舞台照明装置保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　　　

植木剪定・害虫駆除業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自動ドア設備保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　　　

舞台等音響装置保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　　

害虫消毒業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

直流電源装置保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　　　

消防用設備等保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　　　

防火設備等定期点検業務　　　　　　　　　　　　　　　　　

湧水ピット清掃業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ホール舞台運営管理業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　

床マット賃貸借業務

からくり時計保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　　　

電波障害対策設備保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　

ＩＴＶ装置保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　

中水用濾過機設備保守点検業務　　　　　　　　　　　　　　　

電動収納式移動観覧席設備保守点検業務　　　　　　　　　　　
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一般事項

1

２

３

４

５

６

７

８

９

一　　般　　事　　項第１章

熊本市こども文化会館 清掃業務仕様書

業務計画書

第１節

目　　的

負担の範囲

業務責任者

業務担当者

業務の安全衛生管理

をはかる。

（１）業務の実施にあたっては、常に整理整頓を行い、危険な場所には必

（２）業務を行う場所若しくはその周辺に第三者が存する場合又は立ち入

　業務により別契約となる関連する業務については、業務責任者間で調整

危険防止の措置

　　する。

　　要な安全措置を講じ事故の防止に努める。

関連業務との調整

　　る恐れがある場合には、危険防止に必要な措置を講じ事故発生を防止

業務報告書 　業務の結果を報告書に記入し、保管するものとする。

（２）法令により業務を行う者の資格が定められている場合は、当該資格

（１）業務を行う者は、その内容に応じ必要な知識及び技能を有するもの

（３）業務責任者は、業務担当者を兼ねることができる。

　業務担当者の安全衛生に関する管理については、業務責任者が責任者と

なり、関係法令に従って行う。

（２）業務責任者とは、業務を総合的に把握し調整を行う者をいう。

　この仕様書は、熊本市こども文化会館の清掃業務に関する仕様を定め、

清掃に必要な資機材及び衛生消耗品は、すべて指定管理者の負担とする。

（１）指定管理者は、業務責任者を定めること。

指定管理者は、業務の実施に先立ち、実施体制、全体工程、業務を行う。

　　を有する者が業務を行う。

当該業務を合理的かつ効率的に執行することを目的とする。

　　とする。

No. 1
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1

２

３

４

用　　　語

１

２

３

４

５

６

７

８

臨時の措置

清掃業務の範囲

衛生消耗品

第２節

とし、また、清掃場所に応じたものを使用する。

の除去、ごみ収集等を行う作業をいう。

　繊維床とは、カーペットの床をいう。

の床をいう。

業員の人体及び環境に配慮したものをいう。

（１）家具、什器等（椅子等軽微なものを除く）の移動は、特記がない限

（２）次に掲げる部分の清掃は特記がない限り省略できる。

    ①　家具、什器等があり清掃が不可能な部分

    ②　電気が通電されている部分又は運転中の機器が近くにある等清掃

清掃に関する事項

繊維床

硬質床

　資機材及び衛生消耗品は、安全な場所に整理し保管する。

日常清掃

　適正洗剤とは、清掃部分の材質を傷めずに汚れを除去できるもので、作

　使用する資機材は、品質良好、清潔かつ最適なものを使用するもの

床タイル等の床をいう。

　硬質床とは、陶磁器質タイル、石、コンクリート、モルタル、レンガ等

第３節

定期清掃

　日常巡回清掃とは、１日１回の日常清掃後、巡回しながら部分的な汚れ

適正洗剤

弾性床

　衛生消耗品とは、トイレットペーパー、水石鹸等をいう。

　弾性床とは、ビニル床タイル、ビニル床シート、ゴム床タイル、コルク

　臨時に新たに清掃が必要になった場合には、その旨を市に報告し、

資機材等の保管

　日常清掃とは、１日単位の短い周期で日常的に行う清掃をいう。

　定期清掃とは、週、月又は年単位の周期で定期的に行う清掃をいう。

日常巡回清掃

清掃に伴う注意事項

　　り別途とする。

　　　が極めて危険な部分

指示を受けるものとする。
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床の清掃

弾　性　床

ａ．自在ぼうき

又はフロアダス

ターによる除塵

ｂ．真空掃除機

を併用する除塵

ａ．部分水拭き

ｂ．全面水拭き

ａ．空バフィング

ａ．表面洗浄

４．洗浄

　④洗浄用パッド（赤）を装着した床磨き機で皮膜表面の汚れを洗浄

清掃作業の内容は、表２．１．１による。

表２．１．１　弾　性　床

２．水拭き

２．１．１

第１節

　⑧樹脂床維持剤の塗布回数は原則として１回（格子塗り）とする。

　⑨移動した椅子等軽微な什器を元の位置に戻す。

３．補修

　汚れの目立つ部分は、モップで水拭きをする。

　　白）を装着した床磨き機で乾燥するまで研磨する。なお、汚れが

　①汚れた部分は、水又は専用補修液をスプレーし、パッド（赤又はｂ．スプレーバ
フィング（スプ
レークリーニン
グ）

バフィングし、汚れを除去する。

　　目立つ場合は、適正に希釈した表面洗浄用洗剤を用いる。

　①椅子等軽微な什器の移動を行う。なお、洗浄水の浸入のおそれの

　②床面の除塵を行う。除塵作業は１．［除塵」により行う。

　③床面に適正に希釈した表面洗浄用洗剤をむらのないよう塗布する。

　⑤吸水用真空掃除機又は床用スクイジーで汚水を除去する。

　⑥２回以上水拭きを行い、汚水や洗剤分を除去した後、十分に乾燥

　⑦樹脂床維持剤を塗り残しや塗りむらのないように格子塗りし、十

　　する。

　隅は自在ぼうき、広い場所はフロアダスター又は自在ぼうきで掃き、

　床全面をモップで水拭きをする。

き、集めたごみは所定の場所まで搬出する。

　　させる。水拭き作業は２．「水拭き」ｂ．により行う。

　②削り取られたかすを取り除き、スプレーバフィングを行った箇所

　　あるコンセント等は、適正な養生を行う。

　　を水拭きした後、樹脂床維持剤を塗布して補修する。

集めたごみは所定の場所に搬出する。

　汚れの目立つ床面は、パッド（赤又は白）を装着した床磨き機で空

　隅は真空掃除機で、広い場所はフロアダスター又は自在ぼうきで掃

１．除塵

　　分に乾燥する。

作　　　業　　　内　　　容

第２章　　建物内部の清掃

    作　業　項　目
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ｂ．剥離洗浄

硬　質　床

ａ．自在ぼうき

又はフロアダス

ターによる除塵

ｂ．真空掃除機

を併用する除塵

ａ．部分水拭き

ｂ．全面水拭き

ａ．表面洗浄

（床保護材が塗布

されている場合）

ｂ．剥離洗浄

（床保護材が塗布

されている場合）

　⑤剥離状況を点検し、不十分な箇所がある場合は再度剥離作業を行う。

　②床面の除塵を行う。除塵作業は１.「除塵」により行う。

作　　　業　　　内　　　容

　⑧３回以上水拭きを行って、汚水や剥離剤を除去した後、十分に乾燥

　⑨樹脂床維持剤をモップで、塗り残しや塗りむらのないように格子塗

　③剥離用パッド（黒）を装着した床磨き機で洗浄する。

　④吸水用真空掃除機又は床用スクイジーで汚水を除去する。

    作　業　項　目

　⑦吸水用真空掃除機又は床用スクイジーで汚水を除去する。

　⑥床材表面を中和するため床磨き機で水洗いを行う。

表２．１．２　硬　質　床

　　させる。水拭き作業は２．「水拭き」ｂ．により行う。

　①椅子等軽微な什器の移動を行う。なお、洗浄水の浸入のおそれの

　表２．１．１の２．「水拭き」ｂ．による。

　表２．１．１の３．「補修」ｂ．による。

４．洗浄

２．１．２

             作　　　　業　　　　内　　　　容

　表２．１．１の１．「除塵」ａ．による。

　表２．１．１の１．「除塵」ｂ．による。

　表２．１．１の２．「水拭き」ａ．による。

２．水拭き

３．補修

   作　業　項　目

１．除塵

　　あるコンセント等は、適正な養生を行う。

　⑩樹脂床維持剤の塗布回数は特記による。特記のない場合は３回（格

清掃作業の内容は、表２．１．２による。

　表２．１．１の４．「洗浄」ｂ．による。

　表２．１．１の４．「洗浄」ａ．による。

　　りし、十分に乾燥した後塗り重ねる。

　　子塗り）とする。
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ｃ．一般床洗浄

（床保護材が塗布

されていない場合）

　　る。

　　する。

繊　維　床

ａ．真空掃除機

による除塵

ｂ．カーペット

スイーパーによ

る除塵

　④洗浄用パッド又は洗浄用ブラシを装着した床磨き機で汚れを洗浄

２．１．３

　カーペット床全面を洗浄し、丁寧に汚れを除去する。なお、方法は

表２．１．３　繊　維　床

清掃作業の内容は、表２．１．３による。

　①椅子等軽微な什器の移動を行う。

　②床面の除塵を行う。除塵作業は１．「除塵」による。

             作　　　　業　　　　内　　　　容

作　　　　業　　　　内　　　　容

　真空掃除機で吸塵する。（容易に除去できるしみ取りを含む。）

１．除塵

　床表面の粗ごみをカーペットスイーパーで回収して除塵する。

　バフィングパッド方式又はパウダー方式によりクリーニングを行う。

　しみの性質と繊維素材に適したしみ取り剤（水溶性又は油溶性）を２．しみ取り

作　業　項　目

　　に乾燥させる。水拭き作業は２．［水拭き」ｂ．により行う。

４．洗浄

　⑤吸水用真空掃除機又は床用スクイジーで汚水を除去する。

　⑦移動した椅子等軽微な什器を元の位置に戻す。

　⑥２回以上水拭きを行って汚水や洗剤分を完全に除去した後、十分

　③床面に適正に希釈した表面洗浄用洗剤をむらのないように塗布す

４．洗浄

（全面クリー ニング）

用いて、しみを取る。なお、方法は特記による。

（スポットクリーニング） なお、方法は特記による。

３．補修

   作　業　項　目

特記による。
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場所別の清掃

警備室

ａ．繊維床 除塵

ａ．机・椅子・ 水拭き

カウンター

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．床（繊維床） しみ取り

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

c．窓ガラス 全面洗浄

次の作業を行う。

  作　業　項　目

表２．２．１　警備室（日常清掃及び日常巡回清掃）

  作　業　項　目

作　　　業　　　内　　　容

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．２による。

１．床の清掃

２．床以外の清掃

１．床の清掃

辺の汚れを適正洗剤を用いて除去し、水拭きして仕上げる。

　ガラス両面に水又は適正洗剤を塗布し、窓用スクイジー

表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

３．日常巡回清掃

　汚れの目立つ部分は、タオルで水拭き又は乾拭きする。

　ごみを収集し、容器の外面で汚れた部分は、タオルで水

表２．２．２　警備室（定期清掃）

　表２．１．３の４．「洗浄」による。

作　　　業　　　内　　　容

　汚れ、水滴などが付着した部分をモップで拭く。

　ごみを収集する。

第２節

（ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．１による。２．２．１

拭き及び乾拭きをする。

剤で拭き取り、タオルで乾拭きする。

拭きをして仕上げる。汚れが落ちない部分は、更に適正洗

　タオルで水拭き又は乾拭きする。

　適正洗剤を用いて、管球、反射板、カバー等を拭き、水

・吹出口、吸込口、風量調整器（シャッター）及びその周

　表２．１．３の３．「補修」による。

・吹出口、吸込口下の床面を養生する。

・吹出口、吸込口及びその周辺を除塵する。

で汚れを除去する。なお、詳細は特記による。
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駐車場及び出入口

ａ．硬質床 除塵

ａ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

c．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．手すり等の 拭き

ステンレス部分

駐輪場及び出入口

ａ．硬質床 除塵

ａ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

１．床の清掃

２．床以外の清掃

２．２．２

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　

２．床以外の清掃

　表２．２．３の２．「部分拭き」ａ.による。

１．床の清掃

　タオルで水拭き又は適正洗剤を用いて拭く。

         作　　　業　　　内　　　容

　表２．１．２の４．「洗浄」　ａ．による。

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

表２．２．４　駐車場及び出入口（定期清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」 ａ．による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」 ｂ．による。

　汚れの目立つ部分は、タオルで水拭き又は乾拭きする。

（ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．３による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．４による。

表２．２．３　駐車場及び出入口（日常清掃）

  作　業　項　目

２．床以外の清掃

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

２．２．３ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．５による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．６による。

表２．２．５　駐輪場及び出入口（日常清掃）

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」 c．による。

36



ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

c．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．手すり等の 拭き

ステンレス部分

ごみ置場

ａ．硬質床 除塵

ａ．扉 拭き

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

　表２．１．２の４．「洗浄」　 ａ．による。

　表２．１．２の２．「水拭き」 ｂ．による。

　①表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

表２．２．６　駐輪場及び出入口（定期清掃）

  作　業　項　目

１．床の清掃

　タオルで水拭き又は適正洗剤を用いて拭く。

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣   ｂ．による。

表２．２．８　ごみ置場（定期清掃）

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣   ａ．による。

  作　業　項　目

２．床以外の清掃

         作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

２．床以外の清掃

         作　　　業　　　内　　　容

　タオルで水拭き又は適正洗剤を用いて拭く。

　表２．１．２の４．「洗浄」　ａ．による。

         作　　　業　　　内　　　容

表２．２．７　ごみ置場（日常清掃）

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」 ｂ．による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」 ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」  c．による。

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

１．床の清掃

  作　業　項　目

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．８による。

（ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．７による。２．２．４
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廊下及びエレ

ベーターホール

ａ．硬質床 除塵

ｂ．繊維床 除塵

a．ごみ箱 ごみ収集

b．フロアマット 除塵

c．扉，ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．床

　イ．硬質床 部分水拭き

　ロ．繊維床 しみ取り

b．ごみ箱 ごみ収集

c．フロアマット 除塵

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ｂ．繊維床 補修

洗浄

ａ．壁 除塵

部分拭き

ｂ．照明器具 拭き

ｃ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｄ．窓ガラス 全面洗浄

ｅ．ブラインド 拭き

３．日常巡回清掃

２．床以外の清掃

　適正洗剤を用いてスラット等を拭く。

  作　業　項　目

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

１．床の清掃

作　　　業　　　内　　　容

表２．２．９　廊下及びエレベーターホール（日常清掃及び日常巡回清掃）

　汚れ、水滴等が付着した部分は、モップで拭く。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．１０による。

　鳥毛はたき、静電気除塵具等で除塵する。

表２．２．１０　廊下及びエレベータホール（定期清掃）

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

１．床の清掃

　表２．１．２の４．「洗浄」  ａ．による。

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣ ｃ.による。

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

　

　表２．１．３の３．「補修」による。

　汚れた部分は、水又は適正洗剤を用いて拭く。

　表２．２．１の３．「日常巡回清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．１の３．「日常巡回清掃」ｃ．による。

         作　　　業　　　内　　　容

　表２．１．３の４．「洗浄」による。

　表２．２．３の２．「部分拭き」ａ．による。

　床表面の粗ごみをカーペットスイーパーで回収し除塵する。

２．床以外の清掃

　真空掃除機で吸塵する。

  作　業　項　目

（ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．９による。２．２．５

　表２．２．１の２．「床以外の清掃」ｃ．による。
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便所及び洗面所

ａ．硬質床 除塵

ａ．ごみ箱 ごみ収集

ｂ．扉及び便所 部分拭き

面台のへだて

ｃ．洗面台及び 拭き

水栓

ｄ．鏡 拭き

ｅ．衛生陶器 洗浄

ｆ．衛生消耗品 補充

ｇ．汚物容器 汚物収集

ａ．床（硬質床） 部分水拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．洗面台 拭き

ｄ．鏡 拭き

ｅ．衛生陶器 洗浄

ｆ．衛生消耗品 補充

ｇ．汚物容器 汚物収集

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．壁 除塵

部分拭き

ｂ．照明器具 拭き

ｃ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

　内容物を収集する。

         作　　　業　　　内　　　容

２．床以外の清掃

表２．２．１２　便所及び洗面所（定期清掃）

  作　業　項　目

　表２．１．２の２．  「水拭き」ｂ．による。

１．床の清掃

         作　　　業　　　内　　　容

拭き及び乾拭きをする。

　適正洗剤を用いて洗浄し、拭く。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ａ．による。

（ｃ）便所及び洗面所に用いる洗浄パット、モップ、タオル等の資機材は

２．２．６ （ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．１１による。

表２．２．１１　便所及び洗面所（日常清掃及び日常巡回清掃）

１．床の清掃

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　汚れた部分は、水拭き又は適正洗剤を用いて拭く。

　汚れた部分は、適正洗剤で洗浄し、拭く。

３．日常巡回清掃

　汚れた部分は、タオルを用いて拭く。

　汚れた部分は、タオルを用いて拭く。

　表２．２．１の３．「日常巡回清掃」ｃ．による。

　表２．１．２の４．  「洗浄」  ａ．による。

　トイレットペーパー、水石鹸等を補充する。

　内容物を収集し、容器外面で汚れた部分は、タオルで水

  作　業　項　目

２．床以外の清掃

　適正洗剤を用いて乾拭きする。

　　　他と区別して、専用のものを用いる。

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．１２による。

　トイレットペーパー、水石鹸等を補充する。

　表２．２．９の３．「日常巡回清掃」ａ．による。

　スポンジで適正洗剤を塗布し、洗浄のうえ、タオルで

　表２．２．１の２．「床以外の清掃」ｃ．による。

拭く。
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湯沸室

ａ．硬質床 除塵

ａ．流し台 洗浄

ｂ．厨芥容器 厨芥収集

c．ごみ箱 ごみ収集

床（硬質床） 部分水拭き

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．壁 除塵

部分拭き

ｂ．照明器具 拭き

ｃ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

　表２．１．２の４．「洗浄」  ａ．による。

　表２．２．１の２．「床以外の清掃」ｃ．による。

　・容器を適正洗剤で洗浄する。

　表２．２．９の３．「日常巡回清掃」ａ．による。

　次の作業を行う。

３．日常巡回清掃

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

２．２．７

　中性洗剤を用いてスポンジたわしで丁寧に洗浄し、タオ

ルで拭く。

２．床以外の清掃

  作　業　項　目

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

（ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．１３による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．１４による。

１．床の清掃

表２．２．１３　湯沸室（日常清掃及び日常巡回清掃）

         作　　　業　　　内　　　容

表２．２．１４　湯沸室（定期清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　・厨芥を収集する。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ａ．による。

２．床以外の清掃
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エレベーター

ａ．弾性床 除塵

ａ．壁・扉・操作盤 部分拭き

ｂ．扉溝 除塵

床（弾性床） 部分水拭き

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．壁・扉・操作盤 全面拭き

ｂ．照明器具 拭き

ｃ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｄ．窓ガラス 全面洗浄

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

表２．２．１５　エレベーター（日常清掃及び日常巡回清掃）

（ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．１５による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．１６による。

２．２．８

　適正洗剤で拭きあげた後、水拭き及び乾拭きする。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　汚れた部分は、水拭き又は適正洗剤で拭く。

　表２．１．１の２．  「水拭き」ａ．による。

表２．２．１６　エレベーター（定期清掃）

　表２．１．１の１．「除塵」ａ．による。

３．日常巡回清掃

２．床以外の清掃

　真空掃除機で吸塵する。

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣ ｃ.による。

　表２．１．２の４．「洗浄」　ａ．による。
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階　段

ａ．硬質床 除塵

ｂ．繊維床 除塵

ａ．手すり 拭き

ａ．窓枠 除塵

拭き

ｂ．硬質床 水拭き

洗浄

ｃ．繊維床 補修

洗浄

ａ．壁 除塵

部分拭き

ｂ．照明器具 拭き

ｃ．換気扇、吹出
口及び吸込口

拭き

ｄ．窓ガラス 全面洗浄 　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃｣ ｃ.による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

表２．２．１８　階段（定期清掃）

　（幅木、ノンスリップの清掃を含む。）

　タオルで水拭き又は適正洗剤を用いて拭く。

２．床以外の清掃

　表２．２．６の２．「床以外の清掃」ｄ．による。

２．床以外の清掃

　タオル、ダストクロス等でほこりを取る。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．１．２の４．「洗浄」  ａ．による。

　表２．１．３の３．「補修」による。

　（幅木、ノンスリップの清掃を含む。）

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ａ．による。

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

１．床の清掃

　表２．１．３の４．「洗浄」による。

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

表２．２．１７　階段（日常清掃）

  作　業　項　目

１．床の清掃

作　　　業　　　内　　　容

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．１８による。

（ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．１７による。２．２．９
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休憩室（和室・

ロッカー室含む）

ａ．硬質床、畳 除塵

ａ．流し台 洗浄

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

倉庫・収納庫

ａ．硬質床 除塵

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

表２．２．１９　休憩室（日常清掃）

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

表２．２．２０　休憩室（定期清掃）

２．床以外の清掃

表２．２．２１　倉庫・収納庫（日常清掃）

２．床以外の清掃

　表２．１．２の４．「洗浄」  ａ．による。

１．床の清掃

　中性洗剤を用いてスポンジたわしで丁寧に洗浄し、タオ

２．２．１０ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．１９による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．２０による。

作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．２の４．「洗浄」  ａ．による。

  作　業　項　目

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

  作　業　項　目

作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

表２．２．２２　倉庫・収納庫（定期清掃）

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

（ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．２１による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．２２による。

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

１．床の清掃

２．２．１１

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

ルで拭く。

　表２．２．１の２．「床以外の清掃」ｃ．による。

43



ピロティー

ａ．硬質床 除塵

ａ．扉ガラス 部分拭き

ａ．床（硬質床） 部分水拭き

ｂ．扉ガラス 部分拭き

ｃ．銅像 拭き

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．手すり、金属 拭き

　　部分

２．２．１２ （ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．２３による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．２４による。

　表２．２．６の２．「床以外の清掃」ｄ．による。

表２．２．２３　ピロティー（日常清掃及び日常巡回清掃）

　表２．２．９の３．「日常巡回清掃」ａ．による。

１．床の清掃

　表２．１．１の１．「除塵」ａ．による。

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

２．床以外の清掃

　汚れが目立つ部分は、タオルで水拭き又は乾拭きする。

３．日常巡回清掃

２．床以外の清掃

１．床の清掃

　表２．１．２の４．「洗浄」ａ．又はｃ．による。

　表２．２．３の２．「部分拭き」ａ．による。

　汚れが目立つ部分は、タオルで水拭き又は乾拭きする。

　

表２．２．２４　ピロティー（定期清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。
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エントランスホール

（風除室含む）

ａ．硬質床 除塵

ｂ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．フロアマット 除塵

ｄ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．床（硬質床） 部分水拭き

ｂ．床（繊維床） 除塵

しみ取り

ｃ．ごみ箱 ごみ収集

ｄ．フロアマット 除塵

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ｂ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．手すり等の 拭き

ステンレス部分

　表２．１．３の４．「洗浄」による。

　表２．２．１の３．「日常巡回清掃」ｃ．による。

　表２．２．１の２．「床以外の清掃」ｃ．による。

　

　表２．２．９の３．「日常巡回清掃」ａ．による。

　床表面の粗ごみをカーペットスイーパーで回収し除塵する。

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

３．日常巡回清掃

　表２．１．３の３．「補修」による。

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

２．２．１３ （ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．２５による。

　汚れの目立つ部分は、タオルで水拭き又は乾拭きする。

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

表２．２．２６　エントランスホール（定期清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣ ｂ．による。

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣ ｄ．による。

　表２．２．６の２．「床以外の清掃」ｄ．による。

　タオル、ダストクロス等でほこりを取る。

２．床以外の清掃

　表２．１．２の１．「除塵」ｂ．による。

１．床の清掃

表２．２．２５　エントランスホール（日常清掃及び日常巡回清掃）

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．２６による。

　表２．２．３の２．「部分拭き」ａ．による。

　真空掃除機で吸塵する。

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

　表２．１．２の４．「洗浄」  ａ．又はｃ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣ ａ．による。
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情報提供コーナー

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．フロアマット 除塵

ｄ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．床（繊維床） しみ取り

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．フロアマット 除塵

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

　表２．１．３の３．「補修」による。

　表２．１．３の４．「洗浄」による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣　b.による。

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣　a.による。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ｅ.による。

　表２．２．２の２．　 ｢床以外の清掃｣ ｃ.による。

　表２．２．２５の３．「日常巡回清掃」ｄ．による。

表２．２．２８　情報提供コーナー（定期清掃）

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ｄ．による。

 

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

１．床の清掃

３．日常巡回清掃

　表２．２．１の３．　「日常巡回清掃」ａ．による。

　表２．２．１の３　　「日常巡回清掃」ｃ．による。

１．床の清掃

（ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．２７による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．２８による。

表２．２．２７　情報提供コーナー（日常清掃及び日常巡回清掃）

  作　業　項　目

２．２．１４

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

         作　　　業　　　内　　　容

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．３の２．　「部分拭き」ａ．による。
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養護室

ａ．硬質床 除塵

ａ．ごみ箱 ごみ収集

ｂ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｃ．洗面台及び水栓 拭き

ｄ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．床（硬質床） 部分水拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．洗面台 拭き

ｄ．鏡 拭き

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

　表２．１．２の４．「洗浄」　ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．２の２． 　｢床以外の清掃｣ ｃ.による。

表２．２．３０　養護室（定期清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

３．日常巡回清掃

　表２．２．９の３．「日常巡回清掃」ａ．による。

　表２．２．１の３．「日常巡回清掃」ｃ．による。

　汚れた部分は、タオルを用いて拭く。

　汚れた部分は、タオルを用いて拭く。

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

　スポンジで適正洗剤を塗布し、洗浄のうえ、タオルで

表２．２．２９　養護室（日常清掃及び日常巡回清掃）

２．２．１５ （ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．２９による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．３０による。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ｅ.による。

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　

　拭く。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．３の２．　「部分拭き」ａ．による。
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応接室

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

c．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

事務室

ａ．硬質床 除塵

ａ．ごみ箱 ごみ収集

ｂ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

c．扉ガラス・窓枠 部分拭き

１．床の清掃

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

         作　　　業　　　内　　　容  作　業　項　目

（ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．３３による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．３４による。

表２．２．３３　事務室（日常清掃）

２．２．１７

１．床の清掃

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣ ｃ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

作　　　業　　　内　　　容

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

２．２．１６ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．３１による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．３２による。

表２．２．３１　応接室（日常清掃）

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

表２．２．３２　応接室（定期清掃）

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

２．床以外の清掃

　表２．１．３の４．「洗浄」による。

　表２．１．３の３．「補修」による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

  作　業　項　目

１．床の清掃
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ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

会議室Ａ・Ｂ

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

拭き

ａ．床（繊維床） しみ取り

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

　表２．１．３の１．  「除塵」ａ．による。

表２．２．３５　会議室Ａ・Ｂ（日常清掃及び日常巡回清掃）

  作　業　項　目

２．床以外の清掃

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

　表２．２．２の２．　 ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

３．日常巡回清掃

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．１の２．  「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．３の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　ホワイトボードの拭き上げ。
ｄ．ホワイトボード

　表２．２．１の３．  「日常巡回清掃」ｃ．による。

２．床以外の清掃

表２．２．３４　事務室（定期清掃）

２．２．１８ （ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．３５による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．３６による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

１．床の清掃

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ｅ. による。

作　　　業　　　内　　　容

　表２．１．２の４．「洗浄」ａ．による。

１．床の清掃

　表２．２．１の３．  「日常巡回清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。
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ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

やすらぎの部屋

Ａ・Ｂ及び受付

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２． 「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２． 「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．１０の２.「床以外の清掃」ｅ. による。

２．床以外の清掃

　表２．１．３の３．「補修」による。

１．床の清掃

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

２．２．１９ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．３７による。

表２．２．３６　会議室Ａ・Ｂ（定期清掃）

  作　業　項　目

１．床の清掃

　表２．２．２の２．  ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

表２．２．３７　やすらぎの部屋Ａ・Ｂ及び受付（日常清掃）

  作　業　項　目

　表２．１．３の３． 「補修」による。

　表２．１．３の４． 「洗浄」による。

１．床の清掃

作　　　業　　　内　　　容

表２．２．３８　やすらぎの部屋Ａ・Ｂ及び受付（定期清掃）

  作　業　項　目

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．３８による。

　表２．１．３の４．「洗浄」による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ｅ. による。

　表２．２．２の２．　 ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

作　　　業　　　内　　　容

作　　　業　　　内　　　容
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ミーティング室

ａ．硬質床 除塵

ａ．ごみ箱 ごみ収集

ｂ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

第１.２相談室、

やすらぎの部屋Ｄ

及び書庫

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．洗面台 拭き

ｄ．鏡 拭き

ｅ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

         作　　　業　　　内　　　容

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ. による。

（ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．４１による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

２．床以外の清掃

１．床の清掃

表２．２．４０　ミーティング室　（定期清掃）

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

  作　業　項　目

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

         作　　　業　　　内　　　容

２．２．２１

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ. による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ. による。

表２．２．３９　ミーティング室　（日常清掃）

１．床の清掃

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

　表２．１．２の４．「洗浄」ａ．による。

  作　業　項　目

１．床の清掃

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　汚れた部分は、タオルを用いて拭く。

　汚れた部分は、タオルを用いて拭く。

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

作　　　業　　　内　　　容

２．２．２０

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ. による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．４２による。

表２．２．４１　第１・２相談室、やすらぎの部屋Ｄ、及び書庫（日常清掃）

  作　業　項　目

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．４０による。

（ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．３９による。
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ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

職員事務室

ａ．畳 除塵

ａ．ごみ箱 ごみ収集

ｂ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｃ．流し台 洗浄

ｄ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

２．２．２２ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．４３による。

２．床以外の清掃

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ｅ. による。

　表２．１．３の３．「補修」による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．４４による。

　表２．１．３の４．「洗浄」による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

表２．２．４３　職員事務室（日常清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

表２．２．４４　職員事務室（定期清掃）

１．床の清掃

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

表２．２．４２　第１・２相談室、やすらぎの部屋Ｄ、及び書庫（定期清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床以外の清掃

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

１．床の清掃

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．  「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．１３の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．２の２．　 ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。
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やすらぎの部屋Ｅ

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．洗面台 拭き

ｄ．鏡 拭き

ｅ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

やすらぎの部屋Ｃ

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

２．床以外の清掃

作　　　業　　　内　　　容

表２．２．４５　やすらぎの部屋Ｅ（日常清掃）

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

２．２．２３

１．床の清掃

　表２．１．３の１．  「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

（ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．４５による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．４６による。

  作　業　項　目

　汚れた部分は、タオルを用いて拭く。

　汚れた部分は、タオルを用いて拭く。

　表２．２．１の２．  「床以外の清掃」ｃ．による。

作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．３の３．  「補修」による。

　表２．１．３の４．  「洗浄」による。

  作　業　項　目

２．２．２４ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．４７による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．４８による。

表２．２．４７　やすらぎの部屋Ｃ（日常清掃）

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

１．床の清掃

２．床以外の清掃

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．３の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

表２．２．４６　やすらぎの部屋Ｅ（定期清掃）

　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃｣ ｃ．による。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ｅ．による。

　表２．１．３の１．  「除塵」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。
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ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

 

談話コーナー

及び受付

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

２．床以外の清掃

表２．２．４８　やすらぎの部屋Ｃ（定期清掃）

　表２．２．１０の２. 「床以外の清掃」ｅ．による。

１．床の清掃

作　　　業　　　内　　　容

作　　　業　　　内　　　容  作　業　項　目

１．床の清掃

　表２．１．３の４．  「洗浄」による。

　表２．１．３の３．  「補修」による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．１．３の１．  「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．５０による。

表２．２．４９　談話コーナー及び受付（日常清掃）

  作　業　項　目

（ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．４９による。２．２．２５

１．床の清掃

　表２．１．３の３．  「補修」による。

　表２．１．３の４．  「洗浄」による。

  作　業　項　目

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

表２．２．５０　談話コーナー及び受付（定期清掃）

作　　　業　　　内　　　容

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２.   「床以外の清掃」ｃ. による。
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パソコンルーム

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

プレイルーム

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

拭き

ｄ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．３の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　ホワイドボードの拭き上げ。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．３の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

２．床以外の清掃

２．２．27 （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．５３による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．５４による。

１．床の清掃

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．１．３の３．  「補修」による。

　表２．１．３の４．  「洗浄」による。

　表２．２．１０の２  「床以外の清掃」ｅ. による。

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

　表２．１．３の１．  「除塵」ａ．による。

（ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．５１による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

表２．２．５２　パソコンルーム（定期清掃）

１．床の清掃

２．２．２６

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

２．床以外の清掃

作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．５２による。

  作　業　項　目

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

表２．２．５１　パソコンルーム（日常清掃）

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

表２．２．５３　プレイルーム（日常清掃）

　表２．１．３の１．  「除塵」ａ．による。

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

ｃ．ホワイトボード

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。
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ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

創作室

ａ．硬質床 除塵

ａ．ごみ箱 ごみ収集

ｂ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ｄ．流し台 洗浄

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

         作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

  作　業　項　目

２．２．２８ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．５５による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

  作　業　項　目

１．床の清掃

　表２．１．３の４．  「洗浄」による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．５６による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ｅ. による。

２．床以外の清掃

　表２．１．３の３．  「補修」による。

作　　　業　　　内　　　容

表２．２．５４　プレイルーム（定期清掃）

表２．２．５５　創作室（日常清掃）

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．１３の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．１０の２. 「床以外の清掃」ｅ. による。

表２．２．５６　創作室（定期清掃）

  作　業　項　目

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

         作　　　業　　　内　　　容

　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

１．床の清掃

　表２．１．２の２．  「水拭き」ｂ．による。

　表２．１．２の４．  「洗浄」  ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

　

　表２．１．２の１．  「除塵」ａ．による。
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創作準備室

ａ．硬質床 除塵

ａ．ごみ箱 ごみ収集

ｂ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．２の２．  「水拭き」ｂ．による。

　表２．１．２の４．  「洗浄」  ａ．による。

２．床以外の清掃

１．床の清掃

　表２．１．２の１．  「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

表２．２．５７　創作準備室（日常清掃）

         作　　　業　　　内　　　容

２．２．２９ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．５７による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．５８による。

  作　業　項　目

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

表２．２．５８　創作準備室（定期清掃）
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授乳室

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ｄ．流し台 洗浄

ａ．床（繊維床） しみ取り

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

１．床の清掃

　表２．１．３の４．  「洗浄」による。

作　　　業　　　内　　　容

　表２．１．３の３．  「補修」による。

  作　業　項　目

表２．２．６０　授乳室（定期清掃）

　表２．２．１の３．　「日常巡回清掃」ｃ．による。

　表２．２．１３の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．１の３．　「日常巡回清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

３．日常巡回清掃

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．６０による。

表２．２．５９　授乳室（日常清掃及び日常巡回清掃）

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．３の１．  「除塵」ａ．による。

２．２．３０ （ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．５９による。
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ホワイエ

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．床（繊維床） しみ取り

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

　表２．２．２の２．　 ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ｅ. による。

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．３の３．　「補修」による。

　表２．１．３の４．　「洗浄」による。

３．日常巡回清掃

　表２．２．１の３．　「日常巡回清掃」ａ．による。

　表２．２．１の３．　「日常巡回清掃」ｃ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

表２．２．６２　ホワイエ（定期清掃）

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．６２による。

表２．２．６１　ホワイエ（日常清掃及び日常巡回清掃）

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．３の１．  「除塵」ａ．による。

２．２．３１ （ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．６１による。

59



多目的ホール

ａ．硬質床 除塵

ａ．ごみ箱 ごみ収集

ｂ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．硬質床 水拭き

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．窓ガラス 全面洗浄

２．床以外の清掃

表２．２．６４　多目的ホール（定期清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

１．床の清掃

　表２．１．２の２．  「水拭き」ｂ．による。

　表２．１．２の４．  「洗浄」  ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

表２．２．６３　多目的ホール（日常清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．２の１．  「除塵」ａ．による。

２．２．３２ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．６３による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．６４による。
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楽屋Ａ・Ｂ

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．扉及び便所 部分拭き

面台のへだて

ｄ．洗面台及び水栓 拭き

ｅ．鏡 拭き

ｆ．衛生陶器 洗浄

ｇ．衛生消耗品 補充

h．汚物容器 汚物収集

ｉ．汚物容器 汚物収集

ａ．床（繊維床） しみ取り

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．洗面台 拭き

ｄ．鏡 拭き

ｅ．衛生陶器 洗浄

ｆ．衛生消耗品 補充

g．汚物容器 汚物収集

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

ｄ．ブラインド 拭き

　適正洗剤を用いて乾拭きする。

　内容物を収集し、容器外面で汚れた部分は、タオルで

　汚れた部分は、タオルを用いて拭く。

　汚れた部分は、タオルを用いて拭く。

　汚れた部分は、適正洗剤で洗浄し、拭く。

　表２．２．１の３．  「日常巡回清掃」ａ．による。

　表２．２．１の３．  「日常巡回清掃」ｃ．による。

３．日常巡回清掃

表２．２．６６　楽屋Ａ・Ｂ（定期清掃）

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　トイレットペーパー、水石鹸等を補充する。

　内容物を収集する。

１．床の清掃

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　適正洗剤を用いて洗浄し、拭く。

　トイレットペーパー、水石鹸等を補充する。

　スポンジで適正洗剤を塗布し、洗浄のうえ、タオルで拭く。

２．２．３３ （ａ）日常清掃及び日常巡回清掃作業の内容は、表２．２．６５による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．６６による。

表２．２．６５　楽屋Ａ・Ｂ(日常清掃及び日常巡回清掃）

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

　表２．１．３の３．  「補修」による。

　表２．１．３の４．  「洗浄」による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．１０の２．「床以外の清掃」ｅ. による。

　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　汚れた部分は、水拭き又は適正洗剤を用いて拭く。

水拭き及び乾拭きをする。
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舞台（舞台照明

器具除く）

ａ．硬質床 除塵

ａ．ごみ箱 ごみ収集

ａ．硬質床 水拭き

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

わんぱく広場

ａ．弾性床 除塵

ａ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．弾性床 部分水拭き

ａ．照明器具 拭き

ｂ．手すり等の 拭き

ステンレス部分

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

表２．２．６７　舞台（日常清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

２．２．３４ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．６７による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．６８による。

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．「床以外の清掃」ｃ．による。

表２．２．６８　舞台（定期清掃）

２．２．３５ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．６９による。

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ｂ．による。

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．２の２．「水拭き」ｂ．による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．７０による。

表２．２．６９　わんぱく広場（日常清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

表２．２．７０　わんぱく広場（定期清掃）

  作　業　項　目          作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．２の１．「除塵」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．３の２．「床以外の清掃」ａ．による。

１．床の清掃

　表２．１．２の２．「水拭き」ａ．による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２の２． ｢床以外の清掃｣ ｃ．による。

　タオルで水拭き又は適正洗剤を用いて拭く。
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操作室

ａ．繊維床 除塵

ａ．什器備品 除塵

（机、椅子含む） 拭き

ｂ．ごみ箱 ごみ収集

ｃ．扉ガラス・窓枠 部分拭き

ａ．繊維床 補修

洗浄

ａ．照明器具 拭き

ｂ．換気扇、吹 拭き

出口及び吸込口

ｃ．窓ガラス 全面洗浄

　表２．２．３の２．　「床以外の清掃」ａ．による。

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

　表２．１．３の１．「除塵」ａ．による。

２．２．３６ （ａ）日常清掃作業の内容は、表２．２．７１による。

（ｂ）定期清掃作業の内容は、表２．２．７２による。

表２．２．７１　操作室（日常清掃）

表２．２．７２　操作室（定期清掃）

  作　業　項　目 作　　　業　　　内　　　容

１．床の清掃

２．床以外の清掃

　表２．２．１の２．　「床以外の清掃」ｃ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．２．２５の２．「床以外の清掃」ａ．による。

　表２．１．３の３．  「補修」による。

　表２．１．３の４．  「洗浄」による。

２．床以外の清掃

　表２．２．２の２．   ｢床以外の清掃｣ ｃ. による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ｂ．による。

　表２．２．２の２．  「床以外の清掃」ａ．による。
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ごみ収集

建物周囲

　通路 　拾い掃き 　巡回して粗ごみを拾う。

表３．４．１　建物周り（日常清掃及び日常巡回清掃）

作 業 対 象 作 業 項 目 作　業　内　容

３．４．１

２．分別

３．梱包

　集められたごみは、種類ごとに分別する。

　ごみ収集 １．中継所から集積所 　ごみ中継所に集められたごみ・吸殻等は、

作 業 対 象 作 業 項 目 作　業　内　容

ごみ収集　　ごみ収集作業の内容は、表２．３．１による。

表２．３．１　ごみ収集作業

第３節

建物周り　　建物周り清掃作業の内容は、表３．４．１による。

第４節

　集められたごみは、適当な分量に梱包する。

第３章 建物外部の清掃

２．３．１

　までの運搬 区別して集積所まで運搬する。
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特 記 仕 様 書 

 

 

１ 清掃日 
  清掃日は、１２月２９日から１月３日までを除くすべての日に実施する。 
 

２ 作業時間 

（１）日常清掃 

原則として、午前８時から午後９時までに行うものとする。 

   事務室等は、職員の執務に影響を及ぼさない範囲で行うものとする。 

（２）定期清掃 

   原則として、会館の休館日である毎月第２及び第４火曜日（当該火曜日が休日国民の祝日に関する法律に

規定する休日にあたるときは、その日以後においてその日に最も近い休日でない日））に行うものとする。

ただし、会館業務上支障のない箇所は、この限りでない。 
 
３ 作業対象 

業務の対象となる施設等は以下のとおり 

 

（１）建物の名称   熊本市こども文化会館 

 

    構   造   鉄筋コンクリート造 地上５階、地下１階建 塔屋１層 

 

    敷地面積    １，６５２．８９ ㎡ 

    延床面積    ５，７０８.１８㎡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 1/日

 1/月

 2/年

 1/日  1/日  1/日  1/日  1/日  1/日

 1/月  1/月  1/月  1/月  1/月  1/月

 2/年  2/年  2/年  2/年  2/年  2/年

 1/日  1/日

 2/年  2/年

1/週 1/週

４　作業項目及び周期

（１）こども文化会館

定
期
清
掃

１ 除塵

　ａ．自在箒・
フロアダスター

　ｂ．真空掃除機

１ 水拭き

　ａ．部分水拭き

　ｂ．全面水拭き

  ａ．真空掃除機

１ 洗浄
（全面クリーニング）

２ 補修

　ｂ．剥離洗浄

定
期
清
掃

日
常
清
掃

日
常
清
掃

１ 除塵

２ 洗浄

  ａ．表面洗浄

　ｂ．剥離洗浄

　ｃ．一般床洗浄

　ａ．表面洗浄

　ａ．部分水拭き

 　　①　床の清掃

警
備
室

作　業　項　目

　ｂ．真空掃除機

２ 水拭き

日
常
清
掃

作業対象

　ｂ．全面水拭き

繊
維
床

 
硬
質
床

定
期
清
掃

 
弾
性
床

２ 水拭き

　ａ．自在箒・
フロアダクター

１ 除塵

１ 洗浄

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

廊
下
及
び

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

ホ
ー

ル

便
所
及
び
洗
面
所

湯
沸
室

ご
み
置
場

駐
車
場
及
び
出
入
口

駐
輪
場
及
び
出
入
口
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 1/日  1/日  1/日  1/日  1/日  1/日

 1/月  1/月  1/月  1/月  1/月  1/月

 2/年  2/年  2/年  2/年  2/年  2/年

 1/月

 1/日  1/日  1/日  1/日

 2/年  2/年  2/年  2/年

1/週 1/週 1/週 1/週

  ａ．表面洗浄

　ｂ．剥離洗浄

　ｃ．一般床洗浄

  ａ．表面洗浄

　ｂ．剥離洗浄

２ 補修

  ｂ．全面水拭き

日
常
清
掃

定
期
清
掃

１ 洗浄

繊
維
床

日
常
清
掃

１ 除塵

  ａ．真空掃除機

定
期
清
掃

１ 洗浄
（全面クリーニング）

作業対象 作　業　項　目

倉
庫
・
収
納
庫

ピ
ロ
テ
ィ
ー

 
硬
質
床

１ 除塵

  ａ．自在箒・
フロアダクター

  ｂ．真空掃除機

２ 水拭き

  ａ．部分水拭き

   ①　床の清掃

階
段

休
憩
室

養
護
室

応
接
室

　ｂ．真空掃除機

２ 水拭き

  ａ．部分水拭き

１ 除塵

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル

情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー

 
弾
性
床

定
期
清
掃

２ 水拭き

日
常
清
掃

  ｂ．全面水拭き

１ 洗浄

　ａ．自在箒・
フロアダクター
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 1/日  1/日  1/日

 1/月  1/月

 2/年  2/年

 1/日  1/日  1/日  1/日  1/日

 2/年  2/年  2/年  2/年  2/年

1/週 1/週 1/週 1/週 1/週

日
常
清
掃

定
期
清
掃

２ 補修

　ｂ．剥離洗浄

　ｃ．一般床洗浄

  ａ．表面洗浄

　ｂ．剥離洗浄

繊
維
床

日
常
清
掃

１ 除塵

  ａ．真空掃除機

定
期
清
掃

１ 洗浄
（全面クリーニング）

１ 洗浄

 
硬
質
床

１ 除塵

  ａ．自在箒・
フロアダクター

  ｂ．真空掃除機

２ 水拭き

  ａ．部分水拭き

  ｂ．全面水拭き

１ 洗浄

  ａ．表面洗浄

日
常
清
掃

１ 除塵

  ａ．自在箒・
フロアダクター

　ｂ．真空掃除機

２ 水拭き

  ａ．部分水拭き

  ｂ．全面水拭き

や
す
ら
ぎ
の
部
屋
C作業対象 作　業　項　目

や
す
ら
ぎ
の
部
屋
A
・
B

及
び
受
付

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ
室

第
１
・
２
相
談
室
、

や
す

ら
ぎ
の
部
屋
D
及
び
書
庫

第
３
相
談
室

職
員
事
務
室

   ①　床の清掃

事
務
室

会
議
室
A
・
B

 
弾
性
床

２ 水拭き

定
期
清
掃
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 1/日  1/日  1/日

 1/月  1/月  1/月

 2/年  2/年  2/年

 1/日  1/日  1/日  1/日  1/日

 2/年  2/年  2/年  2/年  2/年

1/週 1/週 1/週 1/週 1/週

日
常
清
掃

１ 洗浄

  ａ．表面洗浄

　ｂ．剥離洗浄

　ｃ．一般床洗浄

繊
維
床

日
常
清
掃

１ 除塵

  ａ．真空掃除機

定
期
清
掃

１ 洗浄
（全面クリーニング）

２ 補修

 
硬
質
床

１ 除塵

  ａ．自在箒・
フロアダクター

  ｂ．真空掃除機

２ 水拭き

  ａ．部分水拭き

  ｂ．全面水拭き

２ 水拭き

  ａ．部分水拭き

  ｂ．全面水拭き

１ 洗浄

定
期
清
掃

  ａ．表面洗浄

　ｂ．剥離洗浄

ホ
ワ
イ
エ

多
目
的
ホ
ー

ル

作業対象 作　業　項　目

プ
レ
イ
ル
ー

ム

創
作
室

創
作
準
備
室

授
乳
室

   ①　床の清掃

談
話
コ
ー

ナ
ー

及
び
受
付

パ
ソ
コ
ン
ル
ー

ム

 
弾
性
床

定
期
清
掃

２ 水拭き

日
常
清
掃

１ 除塵

  ａ．自在箒・
フロアダクター

　ｂ．真空掃除機
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 1/日

 1/月

 1/日

 1/月

 2/年

 1/日 1/週  1/日

 2/年  2/年  2/年

1/週 1/週

１ 洗浄

  ａ．表面洗浄

日
常
清
掃

   ①　床の清掃

  ｂ．全面水拭き

繊
維
床

日
常
清
掃

１ 除塵

日
常
清
掃

定
期
清
掃

 
硬
質
床

  ａ．自在箒・
フロアダクター

  ｂ．真空掃除機

２ 水拭き

  ａ．部分水拭き

  ａ．真空掃除機

定
期
清
掃

１ 洗浄
（全面クリーニング）

２ 水拭き

　ｃ．一般床洗浄

  ａ．表面洗浄

　ｂ．剥離洗浄

１ 除塵

  ｂ．全面水拭き

　ｂ．剥離洗浄

１ 洗浄

１ 除塵

  ａ．自在箒・
フロアダクター

　ｂ．真空掃除機

２ 水拭き

  ａ．部分水拭き

楽
屋
A
・
B

舞
台
（

移
動
椅
子
含
む
）

作業対象 作　業　項　目

わ
ん
ぱ
く
広
場

操
作
室

 
弾
性
床

定
期
清
掃

２ 水拭き
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定期 1/週 1/週 1/週

1/週 1/週 1/週

日常 1/日

定期

日常 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

定期

日常

日常 1/日

1/日 1/日 1/日 1/日

1/日

1/日

1/日

1/日

1/日

1/日

1/日

1/日

日常 1/日

定期 1/週

日常 1/日

定期 1/週 1/週

定期 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年

定期 1/週

定期 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年

定期 3/年 3/年

 

②　床以外の清掃

警
備
室

駐
車
場
及
び
出
入
口

湯
沸
室

壁
１．部分拭き

２．除塵

フロアマッﾄ

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

 

　作業対象 　作　業　項　目

駐
輪
場
及
び
出
入
口

ご
み
置
場

廊
下
及
び
　
　
　
　
　
　
エ

レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー

ル

便
所
及
び
洗
面
所

１．除塵

２．洗浄

扉・扉ガラス・
窓枠

１．部分拭き

２．全面洗浄

什器備品
（机・椅子含む）

１．除塵

２．拭き

１．ごみ収集

ホワイトボード １．拭き

衛生陶器

金属部分 １．除塵

便所隔て
１．部分拭き

１．洗浄

衛生消耗品 １．補充

汚物容器 １．汚物収集

洗面台 １．拭き

鏡 １．拭き

日常
清掃

ごみ箱

壁・扉・操作盤
１．部分拭き

２．全面拭き

扉溝 １．除塵

流し台 １．洗浄

厨芥収集 １．厨芥収集

ブラインド １．拭き

換気扇、吹出口
及び吸込口

１．拭き

手すり １．拭き

照明器具 １．拭き

窓ガラス １．拭き
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定期 1/週

1/週

日常 1/日 1/日

定期

日常 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

定期

日常 1/日 1/日 1/日 1/日

日常 1/日 1/日 1/日 1/日

1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

1/日

1/日

日常

定期

定期 1/日 1/週 1/週

定期 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年

定期 1/週 1/週

定期 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年

定期 3/年 3/年 3/年

日
常
清
掃

情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー

②　床以外の清掃

階
段

休
憩
室

養
護
室

応
接
室

　作業対象 　作　業　項　目

倉
庫
・
収
納
庫

ピ
ロ
テ
ィ
ー

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル

壁
１．部分拭き

２．除塵

フロアマッﾄ
１．除塵

２．洗浄

扉・扉ガラス・
窓枠

１．部分拭き

２．全面洗浄

什器備品
（机・椅子含む）

１．除塵

２．拭き

ごみ箱 １．ごみ収集

黒板 １．拭き

金属部分 １．除塵

便所隔て

衛生陶器 １．洗浄

衛生消耗品 １．補充

１．部分拭き

洗面台 １．拭き

鏡 １．拭き

厨芥収集 １．厨芥収集

壁・扉・操作盤
１．部分拭き

２．全面拭き

汚物容器 １．汚物収集

流し台 １．洗浄

照明器具 １．拭き

ブラインド １．拭き

扉溝 １．除塵

手すり １．拭き

換気扇、吹出口
及び吸込口

１．拭き

窓ガラス １．拭き
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定期

日常

定期

日常 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

定期

日常 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

日常 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

1/日

1/日 1/日

1/日 1/日

1/日

日常

定期

定期

定期 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年

定期 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週 1/週

定期 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年

定期 3/年 3/年 3/年 3/年

職
員
事
務
室

②　床以外の清掃

事
務
室

会
議
室
A
・
B

や
す
ら
ぎ
の
部
屋
E

や
す
ら
ぎ
の
部
屋
C　作業対象 　作　業　項　目

や
す
ら
ぎ
の
部
屋
A
・
B

及
び
受
付

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ
室

第
１
・
２
相
談
室
、

や
す
ら

ぎ
の
部
屋
D
及
び
書
庫

壁
１．部分拭き

２．除塵

フロアマッﾄ
１．除塵

２．洗浄

扉・扉ガラス・
窓枠

１．部分拭き

２．全面洗浄

什器備品
（机・椅子含む）

１．除塵

２．拭き

ごみ箱 １．ごみ収集

黒板 １．拭き

金属部分 １．除塵

日
常
清
掃

厨芥収集 １．厨芥収集

便所隔て

衛生陶器 １．洗浄

衛生消耗品 １．補充

１．部分拭き

洗面台 １．拭き

鏡 １．拭き

壁・扉・操作盤
１．部分拭き

２．全面拭き

汚物容器 １．汚物収集

流し台 １．洗浄

照明器具 １．拭き

ブラインド １．拭き

扉溝 １．除塵

手すり １．拭き

換気扇、吹出口
及び吸込口

１．拭き

窓ガラス １．拭き
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定期

日常

定期

日常 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

定期

日常 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

日常 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日 1/日

1/日

1/日 1/日

日常

定期

定期

定期 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年 1/年

定期 1/週 1/週 1/週 1/週

定期 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年 2/年

定期 3/年 3/年 3/年 3/年 3/年 3/年

授
乳
室

②　床以外の清掃

談
話
コ
ー

ナ
ー

及
び
受
付

パ
ソ
コ
ン
ル
ー

ム

ホ
ワ
イ
エ

多
目
的
ホ
ー

ル

　作業対象 　作　業　項　目

プ
レ
イ
ル
ー

ム

創
作
室

創
作
準
備
室

壁
１．部分拭き

２．除塵

フロアマッﾄ
１．除塵

２．洗浄

扉・扉ガラス・
窓枠

１．部分拭き

２．全面洗浄

什器備品
（机・椅子含む）

１．除塵

２．拭き

ごみ箱 １．ごみ収集

黒板 １．拭き

金属部分 １．除塵

日
常
清
掃

厨芥収集 １．厨芥収集

便所隔て

衛生陶器 １．洗浄

衛生消耗品 １．補充

１．部分拭き

洗面台 １．拭き

鏡 １．拭き

壁・扉・操作盤
１．部分拭き

２．全面拭き

汚物容器 １．汚物収集

流し台 １．洗浄

照明器具 １．拭き

ブラインド １．拭き

扉溝 １．除塵

手すり １．拭き

換気扇、吹出口
及び吸込口

１．拭き

窓ガラス １．拭き
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定期

日常

定期

日常 1/日 1/日 1/日

定期

日常 1/日 1/日

日常 1/日 1/日

1/日 1/日 1/日

1/日

1/日

1/日

1/日

1/日

1/日

日常

定期

定期 1/週

定期 1/年 1/年 1/年 1/年

定期 1/週

定期 2/年 2/年 2/年

定期 3/年 3/年 3/年

②　床以外の清掃

楽
屋
A
・
B

舞
台

　作業対象 　作　業　項　目

わ
ん
ぱ
く
広
場

操
作
室

壁
１．部分拭き

２．除塵

フロアマッﾄ
１．除塵

２．洗浄

便所隔て

扉・扉ガラス・
窓枠

１．部分拭き

２．全面洗浄

什器備品
（机・椅子含む）

１．除塵

２．拭き

洗面台 １．拭き

鏡 １．拭き

ごみ箱 １．ごみ収集

黒板 １．拭き

金属部分 １．除塵

汚物容器 １．汚物収集

流し台 １．洗浄

衛生陶器 １．洗浄

衛生消耗品 １．補充

日
常
清
掃

１．部分拭き

扉溝 １．除塵

手すり １．拭き

厨芥収集 １．厨芥収集

壁・扉・操作盤
１．部分拭き

２．全面拭き

拾い掃き

換気扇、吹出口
及び吸込口

１．拭き

窓ガラス １．拭き

照明器具 １．拭き

ブラインド １．拭き

１／日

窓ガラス 定期 拭き ３／年

 ③　建物外部の清掃

作業対象 作　業　項　目

通路 日常
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No.2 

熊本市こども文化会館 ビルメンテナンス業務仕様書 

 

  

１ 目的 

  この仕様書は、熊本市こども文化会館の館内監視、中央監視、防災監視及び設備管理（執務環

境測定等を含む）に関する仕様を定め、当施設に設置された電気設備、空調設備、給排水衛生設

備等を安全かつ効率的に維持管理し、快適な会館環境をつくるとともに、各機器の機能を常に最

良の状態に保てるよう故障、事故の予防に努め、異常を予測し、又異常が発生した場合には適切

な処理をとり、設備機器の耐久化、省力化を図ることを目的とする。 

 

２ 設備機器の概要 

  別紙（１）設備概要及び建物平面図参照 

 

３ 設備機器の概要 

（１）用語 

① 施設管理責任者とは、会館の管理に携わる者で、指定管理者をいう。 

② 施設管理担当者とは、施設管理責任者が指定する者をいう。 

  ③ 業務担当者とは、当該業務に従事する者で、経験豊かで有能な技術者の中から選任された

者をいう。 

④ 業務責任者とは、当該業務を総合的に把握し、総括、指揮監督等を行う者で、業務担当者 

   の中から選任された者をいう 

（２）その他必要な業務 

 本仕様書はビルメンテナンス業務の大要を示すもので、明記していない業務でも、他との関 

連性から判断して実施するものとする。 

（３）業務計画書 

業務責任者はビルメンテナンス業務の実施に先立ち、実施体制、実施工程等、業務を適正に

実施するために必要な事項を記載した業務計画書（年間、月間等）を作成する。 

（４）資格者の業務 

法令により業務を行う者の資格が定められているときは当該資格を有する者がこれを行う。

（２設備機器の概要（13）参照） 

（５）服装 

業務担当者の作業服は統一された清潔なものとし、名札を着用すること。 

（６）守秘義務  

業務責任者及び業務担当者は、業務上知り得たビルメンテナンス業務に関する事項を他人に

漏らしてはならない。また、その職を退いた後も同様とする。 

（７）安全衛生責任者 

業務担当者の安全衛生に関する管理については、業務責任者が責任者になり、関係法令にし 

たがって行う。 

 

（８）業務遂行中の事故 
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会館ビルメンテナンス業務遂行中に生じた業務に関する事故の責任及びこれに要する費 用 

について市はその責めを負わない。 

（９）危険防止等 

業務の実施にあたっては常に整理整頓を行い、危険な場所には必要な安全措置を講じ事 故防

止に努める。また、業務を行う場所若しくはその周辺に第三者が存する場合又は立ち入るおそ

れがある場合には、危険防止に必要な措置を講じ、事故発生を防止する。 

（10）業務内容の変更 

施設管理責任者はビルメンテナンス業務において、本仕様書に適合しないと認めたときは、  

市と協議のうえ、その業務の内容変更及び手直しをすることができる   

（11）業務に必要な物品等 

本業務に必要な次の物品等は、指定管理者の負担とする。 

① 物品等 

電球、蛍光灯類、潤滑油、燃料、防錆薬品、各種パッキン、送風機のベルト、計測機器、 

   工具材料等 

② 貸与物件（預り証を提出のこと） 

設備書類、カギ類等 

（12）業務報告書 

施設管理責任者及び施設管理担当者は、業務の結果を一定の書式を用いた業務報告書に記入

し保管する。なお、必要に応じ劣化状況を示す写真及び図面を作成する。 

（13）業務に必要な資格 

  ① 建築物環境衛生管理技術者 

  ② 第１種電気工事士 

  ③ ２級ボイラ－技士 

④ 危険物取扱者乙種第４類 

  ⑤ 消防設備士 

  ⑥ 冷凍機械責任者第３種 

  ⑦ 第３種電気主任技術者 

※ 但し上記資格は重複して所有することを妨げない。 

（14） 業務担当者の勤務時間等 

  ① 勤務を要する日 

   ア 業務責任者・業務担当者の勤務場所：会館地下１階警備室 

   イ 業務責任者・業務担当者の常駐時間（原則として下記のとおりとする。） 

    ・ 開館日  ８：００～２１：００（常時２名以上） 

    ・ 休館日  ８：００～１７：３０（常時２名以上） 

      ただし、年末年始（１２月２９日～１月３日）は勤務を要しない。 

   ※上記の条件により警備室を不在にしないこと。 

   ※機械室等での密室作業は安全上２人以上で行うこと。 

  ② 会館の供用時間 

  ア 会館の開館時間     ９：００～１７：００  

                             ただし、多目的ホール及び会議室にあっては、２０：３０まで。 

 イ 休館日 

  ・ 毎月の第２火曜日及び第４火曜日（当該火曜日が休日国民の祝日に関する法律に規定
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する休日にあたるときは、その日以後においてその日に最も近い休日でない日） 

    ・ １２月２９日から１月３日まで 

    ※ ２１：００～は機械警備に切替 

 

４ 一般管理業務、運転監視全般 

（１）運転監視にあたっては、関連する機器の制御を適切に行い、効率的な運転を行う。 

（２）日常点検は、別紙（２）運転監視点検項目表に従って行う。また電気関係機器の点検にあた

っては金属部に触れる場合には、充電又は帯電していないことを確認した上で作業を行う。な

お、日常点検に代替できると思われる事項については点検項目から除外しているが、これらに

ついても異常等の連絡があれば速やかに原因を調査し、必要な措置を講じるものとする。 

（３）日常業務、月次、隔月、６カ月、年次業務の点検報告書は、点検終了後速やかに作成し保管

する。 

（４）機械等に異常が発生した場合や災害が発生し、重大な危険が予想される場合に備えて、非常

時の連絡体制や対応方法につき予め定め、それらが発生したときは熊本市及び防災関係機関に

通報するとともに、その連絡調整を行うものとする。 

（５）機器の取扱説明書等、次に掲げるものの整理保管（作成を含む。）を行う。 

① 機器台帳等 

② 完成図書等 

③ 法定点検報告書等 

④ 工具、器具台帳等 

（６）建築物や設備機器等の部分、部材、性能、機能が劣化、又は低下した場合は、国土交通省大

臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通仕様書」（最新版）に準じて修理を行うものとする。 

（７）電力、ガス、水道、油、中水使用量等の使用量を記録し、分析する。 

（８）予備品、消耗品等の需要計画を作成し、それらの購入計画作成、納品検査、在庫管理を行う。 

（９）運転、点検、保守、修理などの記録を作成し、デ－タ類を解析し、結果を業務にフィ－ドバ

ックする。 

（10) 定期点検、保守、修理作業につき、必要に応じ打合せを行って実施に立ち会う。 

（11) 事故、故障が発生した場合に応急処置を行う。 

（12) 電気室、機械室等の設備関連室の整理整頓、及びはき掃除程度の清掃を行って環境の整備 

に努める。 

（13) 関係官庁等への諸届け出業務の一部を実施し、またそれらの検査等に立ち会う。 

（14) 関係部署との連絡調整を行う。 

（15) 運転監視、日常点検により発見した軽微な故障箇所、修繕を要する箇所については、速や 

かに補修する。 

（16) 出退勤時の機械警備等の確認を行う。 

 

５ 電気設備運転監視業務 

（１）運転監視業務としての基本的標準マニュアルとし国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築

保全業務共通仕様書」（最新版）および機械製作メーカーの取扱説明書等によって業務を実施す

ること。 
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（２）機器又は設備の運転は、性能及び規格に適した燃料および補給材を用い、取扱説明書に従い、

適正に操作する。 

（３）運転開始前、運転終了直後又は運転中、巡視その他必要な状態監視を行う。 

（４）機器または設備の運転、監視記録は、機器の種別に応じてそれぞれ定められた項目（取扱説

明書等による）について行う。 

（５）これらの運転監視は図面を基に点検し、異常を発見したときは速やかに施設管理担当者に報

告し、指示を受けること。 

（６）自家発電設備の運転・監視はシステムの安定的及び効率的な運転又は緊急時に迅速な対応が

なされるように行うこと。 

（７）電圧の変動、力率改善等の電力負荷の分析を行い、必要な措置を講じること。 

 

６ 機械設備運転監視業務 

（１）５．電気設備運転監視業務、の（１）～（５）による。 

（２）空調、給排水衛生設備等について不明な点が発生した場合、部品交換等を要する場合（在庫

の予備品がないとき）や専門業者による修理が必要な場合は、製作メ－カ－等に連絡し、指導

を得ること。 

（３）給排水衛生機器の巡視は、別紙（２）の運転監視点検項目表に定めるところにより適正に行

い、必要に応じ、各部の汚れの除去、調整、螺子の増し締め、注油、その他これらに類する措

置を講じるものとする。 

（４）空調設備については室内環境（温度、湿度、気流等）の状態について分析を行い、施工業者

と連携し必要な措置を講じるものとする。 

 

７ 昇降機（エレベーター）設備 

（１）巡視は、別紙（２）の運転監視点検項目表の定めるところにより適正に行い、昇降機の運行

に支障があると認めたときは直ちに運行を中止し、必要な措置を講じるものとする。 

（２）その他、昇降機の運行に関して安全を確保するための必要な事項は、熊本市昇降機運行管理

要綱によるものとする。 

 

８ 中央監視装置 

  建築設備の監視制御を停止することなく行うことを基本とする。 

 

９ 防災設備監視業務 

（１）火災の予防及び早期発見に努め、人命の安全と施設の財産保全を図る。非常時には、消防、

警察及び防火管理者へ通報するとともに、入場者の避難誘導、負傷者の救護及び消火活動を行

う。 

（２）防災盤の監視は、地階の警備室内のものを対象とする。 

（３）１階事務室の複合盤（正）の監視は除く。 

（４）定期的に避難訓練を実施すること。 

１０ 環境衛生管理業務等（建築物における衛生的環境の確保に関する法律による業務等） 

（１）空気環境測定 
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   中央管理方式の空調設備及び機械換気設備を設けている全室、全共用部分に適用する。 

   館内１１点  館外２点 （２か月ごと） 

（２）上水用貯水槽清掃   年１回 

（３）中水用貯水槽清掃   年１回 （ただし高架水槽については年２回） 

（４）飲料水水質検査    １回／半年 

（５）残留塩素測定     １回／７日 

（６）汚水・雑排水槽清掃  １回／半年 

（７）照度測定       年１回 （全館で５７ヵ所以上、概ね１００㎡につき１ヵ所以上） 

 

１１ 日常点検業務 

（１）業務内容 

施設（建築物及び建築設備）及び敷地内の工作物等の劣化等点検 

（２）実施時期 

月 1 回を原則とし、台風通過前通過後や大きな地震の後に実施するものとする。 

（３）業務の詳細 

熊本市公共建築物点検マニュアルを参考に、施設に必要な点検項目を整理した上で日常点検 

チェックシート及び緊急安全点検チェックシートを作成し、点検ごとにチェックシートの 

記録・保管を行う。 

（４）不具合報告 

点検の中で対応が必要な不具合・機器の故障等を発見した際は、速やかに熊本市に連絡する 

とともに、書面をもって報告すること。 

 

１２ 整備・保管する書類 

（１）設備運転日報・・・運転管理業務日 

（２）空調温湿度日報 

（３）受変電日報 

（４）ポンプ・モーター点検記録 

（５）空調機点検記録( フィルタ－等) 

（６）分電盤、操作盤点検記録 

（７）設備機器台帳 

（８）送風機点検記録 

（９）消防法、建築基準法、ビル管理法に基づく点検及び試験記録 

（10）年間及び月間作業実施計画表 

（11）ガス・水道・電気・オイル検針記録(中水道メ－タ－検針記録を含む) 

（12）その他法令上必要な日報 

（13）出勤簿 

（14）設備図面一式 

（15）機器取扱説明書 

（16）その他管理上必要な書類 
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別紙（１） 
 

【 熊本市こども文化会館施設及び設備概要 】 
 
 
   敷地面積    １，６５２．８９ ㎡ 
   建築面積    １，２２０．２３ ㎡ 
   延床面積    ５，７０８．１８ ㎡ 
   構  造    鉄筋コンクリート造 地上５階 地下１階建 塔屋１層 
   所 在 地    熊本市中央区新町１丁目３番１１号 
 
 
１ 受変電設備 
 
 （１）配電方式        ３相３線式 ６．６ＫＶ ６０Ｈｚ 
                ３相３線式  ２１０Ｖ 
                単相３線式  ２１０Ｖ，１０５Ｖ 
 （２）高圧コンデンサ－    ５０Ｋｖａｒ （モ－ルド型）×２ 
               １００Ｋｖａｒ （モ－ルド型）×１ 
 （３）変圧器    ３相   ５００ＫＶＡ （モ－ルド型）×１ 
                １００ＫＶＡ （モ－ルド型）×１ 
            単相  １５０ＫＶＡ （モ－ルド型）×２ 
       スコット変圧器   ２０ＫＶＡ （モ－ルド型）×１ 
 （４）キュ－ビクル      １５面 
 （５）電灯盤         １４面 
 （６）動力盤         １４面 
  
２ 自家発電備 
    ディ－ゼルエンジン（キュ－ビクル型） １５０ＫＶＡ （１２０ＫＷ） 
     非常用発電機即時型   １０秒始動 
     冷却方式        ラジエ－タ－冷却 
     燃 料         Ａ重油 別置型 ４９０リッタ－ 
 
３ 防災設備 

複合盤（正）  １階事務室設置 
     自火報 P 型 1 級 ２２／２５回線 
     防排煙     ２３/２５回線 
     ガス漏れ    ２/５ 回線 
     諸表示    １１/１５回線 

複合盤（副）  地下警備室設置 
 
４ 中央監視システム 
   中央監視装置 METASYS（メタシス）システム 
    システム制御盤 
    中央監視端末（PC） 
    LCD１９型 
    プリンター 
    無停電電源装置 １.５KVA 約６分 
５ 直流電源装置 
    鉛蓄電池           ５４セル 
    容量             ５０ＡＨ 
    電圧             １０８Ｖ 
 
６ 昇降機設備 
 （１）１，２号機     展望用（障害者仕様）  定員 ２０名 １，３５０ｋｇ 
              定格速度 ９０ｍ／分  巻き上げ電動機 １９ＫＷ 
 
 （２）３号機       人荷用         定員 ２０名 １，３５０ｋｇ 
              定格速度 ４５ｍ／分  巻き上げ電動機 ９．２ＫＷ 
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７ 空調設備 
（１）熱源 

ア チラー     型 式  高効率空冷ヒートポンプチラー  
  （ＲＲ－１）  ５Ｆ クーリングタワー置場 

               冷凍能力 ３６０ＫＷ 暖房能力 ３６０ＫＷ 
 ３φ×２００Ｖ ５９．７×２ＫＷ 

              圧縮機  １２．９KW×８ 
               台 数  １台 

イ 冷温水発生機  型 式  ガス直焚吸収二重効用  Ｂ１Ｆ 機械室設置 
      （ＲＡ－１）  冷凍能力 ４２０ ＫＷ （１２０ＵＳＲＴ） 

暖房能力 ２８０ ＫＷ ３φ×２００Ｖ×９．１ＫＶＡ 
               台 数  １台 
 
 （２）冷却塔       型 式  吸収式冷温水発生機用 
      （ＣＴ－１）  ５Ｆ クーリングタワー置場 
               冷却能力 １２０ＵＳＲＴ ３φ×２００Ｖ×５．５ＫＷ 
               台 数  １台 
              ※薬液注入装置あり 
  （３）ポンプ類 
 

名      称 
（機 器 番 号） 
設  置  場  所 

型           式 台数 

 冷温水一次ポンプ 
（ＣＨＰ－２－１） 
 Ｂ１Ｆ 空調機械室・熱源

機械室設置 

 片吸込渦巻ポンプ  ３φ×２００Ｖ×７．５ＫＷ １台 

 冷温水二次ポンプ 
（ＣＨＰ－１－２） 
 Ｂ１Ｆ 空調機械室・熱源

機械室設置 

 片吸込渦巻ポンプ  ３φ×２００Ｖ×５．５ＫＷ ４台 

 冷却水ポンプ 
（ＣＤＰ－１） 
 Ｂ１Ｆ 空調機械室・熱源

機械室設置 

 片吸込渦巻ポンプ  ３φ×２００Ｖ×１５ＫＷ １台 

温水ポンプ（床暖房用） 
（ＨＰ－１） 
 ３Ｆ  空調機械室・熱源 

機械室設置 

 ラインポンプ  ３φ×２００Ｖ×０．４ＫＷ １台 

 
（４）膨張タンク  型 式   ステンレス複合パネル 

   （ＥＸＴ－１）        外形寸法  １０００×１０００×１０００Ｈ 
            設置場所  ＲＦ高架水槽置場設置 
            台 数   ２台 
（５）ヘッダー類   冷温水ヘッダー（往）  ３００φ×２６５０Ｌ×２台 

           冷温水ヘッダー（往）  ３００φ×２２５０Ｌ×２台 
           冷温水ヘッダー（還）  ３００φ×２２５０Ｌ×２台 
           （ 設 置 場 所 ・ Ｂ１Ｆ 空調機械室・熱源機械室 ） 
  （６）空気調和機 

系     統 
（機 器 番 号） 
設 置 場 所 

型           式 台数 

 １Ｆ エントランスホール系統 
（ＡＨＵ－１） 
 Ｂ１Ｆ空調機械室・熱源機械室設置 

 エアハンドリングユニット 
 送風機 ３φ×２００Ｖ×５．５ＫＷ 
 還風機 ３φ×２００Ｖ×５．５ＫＷ 

１台 
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 １Ｆ 事 務 室 系 統 
（ＡＨＵ－２） 
 １Ｆ 機械室設置  

 エアハンドリングユニット 
 送風機 ３φ×２００Ｖ×１．５ＫＷ 
 還風機 ３φ×２００Ｖ×１．５ＫＷ 

１台 

 ３Ｆ プレイルーム系統 
（ＡＨＵ－４） 
 ３Ｆ 機械室設置  

 エアハンドリングユニット 
 送風機 ３φ×２００Ｖ×５．５ＫＷ 
 還風機 ３φ×２００Ｖ×３．７ＫＷ 

１台 

 ３Ｆ 創 作 室 系 統 
（ＡＨＵ－５） 
 ３Ｆ 機械室設置  

 エアハンドリングユニット 
 送風機 ３φ×２００Ｖ×１．５ＫＷ 
 還風機 ３φ×２００Ｖ×１．５ＫＷ 

１台 

 ４Ｆ 多目的ホール客席系統 
（ＡＨＵ－６） 
 ５Ｆ 機械室設置  

 エアハンドリングユニット 
 送風機 ３φ×２００Ｖ×５．５ＫＷ 
 還風機 ３φ×２００Ｖ×５．５ＫＷ 

１台 

 ４Ｆ 多目的ホール舞台系統 
（ＡＨＵ－７） 
５Ｆ 機械室設置  

 エアハンドリングユニット 
 送風機 ３φ×２００Ｖ×１１．０ＫＷ 
 還風機 ３φ×２００Ｖ×７．５ＫＷ 

１台 

（７）外気調和機 

系     統  
（機 器 番 号） 

         設 置 場 所 
型           式 台数 

２Ｆ 事 務 室 系 統 
（ＯＡＵ－１） 
２Ｆ 機械室設置  

 エアハンドリングユニット 
 送風機 ３φ×２００Ｖ×２．２ＫＷ 

１台 

４Ｆ ホ ワ イ エ 系統 
（ＯＡＵ－２） 
４Ｆ 便所設置 

 天井埋込型エアハンドリングユニット 
 送風機 ３φ×２００Ｖ×２．２ＫＷ 

１台 

（８）ファンコイルユニット 

機 器 番 号 
設 置 場 所 

型           式 台数 

（ＦＣＵ－１） 
B１F EV ホール 

ファンコイルユニット＃800 
天井カセット 2 方向吹出型 2 管式 

2 

（ＦＣＵ－２） 
１F 事務室 

ファンコイルユニット＃800 
天井埋込型 2 管式 

4 

（ＦＣＵ－３） 
１F 養護室 

ファンコイルユニット＃300 
天井埋込型 2 管式 

1 

（ＦＣＵ－４） 
１F エントランスホール 

ファンコイルユニット＃1,200 
天井埋込型 2 管式 

2 

（ＦＣＵ－５） 
２F やすらぎの部屋 C 

ファンコイルユニット＃600 
天井埋込型 2 管式 

2 

（ＦＣＵ－６） 
２F やすらぎの部屋 D 

ファンコイルユニット＃200 
天井埋込型 2 管式 

1 

（ＦＣＵ－７） 
２F やすらぎの部屋 E 

ファンコイルユニット＃800 
天井埋込型 2 管式 

2 
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（ＦＣＵ－８） 
２F 第一相談室 

ファンコイルユニット＃400 
天井埋込型 2 管式 

1 

（ＦＣＵ－９） 
２F 第二相談室 

ファンコイルユニット＃600 
天井埋込型 2 管式 

1 

（ＦＣＵ－１０） 
２F 第三相談室 

ファンコイルユニット＃300 
天井埋込型 2 管式 

1 

（ＦＣＵ－１１） 
２F 観察室 

ファンコイルユニット＃200 
天井埋込型 2 管式 

1 

（ＦＣＵ－１２） 
２F ミーティングルーム 

ファンコイルユニット＃200 
天井埋込型 2 管式 

1 

（ＦＣＵ－１３） 
２F 受付 

ファンコイルユニット＃200 
天井埋込型 2 管式 

1 

（ＦＣＵ－１４） 
２F EV ロビー 

ファンコイルユニット＃600 
天井埋込型 2 管式 

3 

（ＦＣＵ－１５） 
２F EV ロビー 

ファンコイルユニット＃1,200 
天井埋込型 2 管式 

5 

（ＦＣＵ－１６） 
２F ホワイエ 

ファンコイルユニット＃1,200 
天井埋込型 2 管式 

4 

（ＦＣＵ－１７） 
３F プレイルーム東 

ファンコイルユニット＃400 
天井埋込型 2 管式 

4 

（ＦＣＵ－１８） 
３F 創作室 

ファンコイルユニット＃800 
天井埋込型 2 管式 

2 

（ＦＣＵ－１９） 
３F 準備室 

ファンコイルユニット＃400 
天井埋込型 2 管式 

1 

（ＦＣＵ－２０） 
３F 授乳室 

ファンコイルユニット＃300 
天井埋込型 2 管式 

2 

（９）パッケージ型空調機 
①ビル用空冷ヒートポンプパッケージエアコン（ＡＣＰ－１系統） 

室 内 外 機 
設 置 場 所 

型           式 台数 

室  内  機 
Ｂ１Ｆ 休憩室２台 警備室設置 

天井カセット型 ３台 

室  内  機 
Ｂ１Ｆ 清掃員詰所設置 

天井カセット型 １台 

室  内  機 
Ｂ１Ｆ ロッカー室設置 

天井カセット型 １台 

室  内  機 
Ｂ１Ｆ 応接室設置 

天井埋込型 ２台 

室  外  機 
５Ｆ 屋外機置場設置 

３φ×２００Ｖ×１３．８ＫＷ 
圧縮機出力：８．８３×１ＫＷ 

１台 
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②ビル用空冷ヒートポンプパッケージエアコン（ＡＣＰ－２系統） 

室 内 外 機 
設 置 場 所 

型           式 台数 

室  内  機 
２Ｆ やすらぎの部屋Ｂ設置 

天井埋込型 １台 

室  内  機 
２Ｆ やすらぎの部屋Ａ設置  

天井埋込型 １台 

室  外  機 
５Ｆ 屋外機置場設置 

３φ×２００Ｖ×８．３７ＫＷ 
圧縮機出力：５．４７×１ＫＷ 

１台 

③ビル用空冷ヒートポンプパッケージエアコン（ＡＣＰ－３系統） 

室 内 外 機 
設 置 場 所 

型           式 台数 

室  内  機 
２Ｆ 会議室Ａ設置   

天井埋込型 ２台 

室  内  機 
２Ｆ 会議室Ｂ設置  

天井埋込型 ２台 

室  外  機 
５Ｆ 屋外機置場設置 

３φ×２００Ｖ×１６．７ＫＷ 
圧縮機出力：５．４７×２ＫＷ 

１台 

④ビル用空冷ヒートポンプパッケージエアコン（ＡＣＰ－４系統） 

室 内 外 機 
設 置 場 所 

型           式 台数 

室  内  機 
４Ｆ 楽屋Ａ 楽屋Ｂ設置 

天井埋込型 ２台 

室  内  機 
５Ｆ 操作室設置  

天井カセット型 ２台 

室  外  機 
５Ｆ 屋外機置場設置 

３φ×２００Ｖ×１０．２ＫＷ 
圧縮機出力：６．８４ＫＷ 

１台 

ア 集中リモコン  

     型  式  タッチパネル型 
     台  数  １台  

イ リモコンスイッチ  

型  式  ワイヤード型 
    台  数  １７台 
 
（10）ファンコンベクター （ＦＣＶ－１） 

        型  式  天井カセット 1 方向吹出型 
        暖房能力  ２．０ＫＷ 
        冷温水量  ３．７㍑／ｍｉｎ 
        台  数  ６台 

 

（11）全熱交換器 

機  器  番  号 
設  置  場  所 

型           式 台数 

Ｂ１Ｆ 
（ＨＥＸ－１） 
清掃員詰所   

 天井内設置   

 天吊埋込ダクト型 
  １φ×１００Ｖ×０．１２７ＫＷ 

１台 
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Ｂ１Ｆ 
（ＨＥＸ－１） 
 警備員室 
 天井内設置   

 天吊埋込ダクト型 
  １φ×１００Ｖ×０．１２７ＫＷ 

１台 

Ｂ１Ｆ 
（ＨＥＸ－３） 
 休憩室 
 天井内設置   

 天吊埋込ダクト型 
  １φ×１００Ｖ×０．３１５ＫＷ 

１台 

４Ｆ 
（ＨＥＸ－２） 
楽 屋（Ａ）  

 天井内設置   

 天吊埋込ダクト型 
  １φ×１００Ｖ×０．２２５ＫＷ 

１台 

４Ｆ 
（ＨＥＸ－２） 
楽 屋（Ｂ）  

 天井内設置   

 天吊埋込ダクト型 
  １φ×１００Ｖ×０．２２５ＫＷ 

１台 

５Ｆ 
（ＨＥＸ－１） 
操作室 

 ５Ｆ機械室設置 

 天吊埋込ダクト型 
  １φ×１００Ｖ×０．１２７ＫＷ 

１台 

 

（12）軸流ファン 

設 置 場 所 型           式 台数 

（ＯＦ－１） 
 電気室  （給気） 

天吊露出  ３φ×２００Ｖ×２．２ＫＷ    １台 

（ＥＦ－１） 
 電気室  （排気） 

天吊露出  ３φ×２００Ｖ×２．２ＫＷ    １台 

（ＯＦ－２） 
 発電機室 （給気） 

天吊露出  ３φ×２００Ｖ×３．７ＫＷ    １台 

（ＥＦ－２） 
 発電機室 （排気） 

天吊露出  ３φ×２００Ｖ×２．２ＫＷ   １台 

 
（13）片吸込シロッコファン 

設 置 場 所 型           式 台数 

（ＯＦ－３） 
 熱源機械室  （給気） 

 床置     ３φ×２００Ｖ×０．７５ＫＷ １台 

（ＥＦ－３） 
 熱源機械室  （排気） 

 床置     ３φ×２００Ｖ×０．４ＫＷ １台 

（ＯＦ－４） 
 受水槽室   （給気） 

 床置     ３φ×２００Ｖ×０．４ＫＷ １台 

（ＥＦ－４） 
 受水槽室   （排気） 

 天吊露出   ３φ×２００Ｖ×０．４ＫＷ １台 

（ＯＦ－５） 
 Ｂ１Ｆ ＥＬＶホール （給気） 

 床置     ３φ×２００Ｖ×０．４ＫＷ １台 

（ＯＦ－６） 
 ３Ｆ  準備室（給気） 

 天吊露出   ３φ×２００Ｖ×０．７５ＫＷ １台 

（ＥＦ－２３） 
 ３Ｆ  準備室（排気） 

 天吊露出   ３φ×２００Ｖ×０．７５ＫＷ １台 

（ＥＦ－５） 
 ３Ｆ  創作室（排気） 

 天吊隠蔽   ３φ×２００Ｖ×０．４ＫＷ １台 
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（ＥＦ－６） 
 Ｂ１Ｆ 駐車場（排気） 

 床置     ３φ×２００Ｖ×２．２ＫＷ １台 

（ＥＦ－７） 
 Ｂ１Ｆ 駐輪場（排気） 

 床置     ３φ×２００Ｖ×０．７５ＫＷ １台 

（ＦＥ－１） 
 ２Ｆ 機械室（排気） 

 天吊     ３φ×２００Ｖ×３．０ＫＷ １台 

（ＦＥ－２） 
 ４Ｆ ホワイエ（排気） 

 天吊     ３φ×２００Ｖ×０．７４ＫＷ １台 

（14）消音ボックス付片吸込シロッコファン 

設 置 場 所 型           式 台数 

（ＥＦ－１０）  
１Ｆ トイレ（排気） 

 天吊隠蔽   ３φ×２００Ｖ×０．７５ＫＷ １台 

（ＥＦ－１２） 
２Ｆ トイレ（排気） 

 天吊隠蔽   ３φ×２００Ｖ×０．４ＫＷ １台 

（ＥＦ－１２） 
３Ｆ トイレ（排気） 

 天吊隠蔽   ３φ×２００Ｖ×０．４ＫＷ １台 

（ＥＦ－１２） 
４Ｆ トイレ（排気） 

 天吊隠蔽   ３φ×２００Ｖ×０．４ＫＷ １台 

（ＯＦ－８） 
２Ｆ 会議室前ロビー 

（給気） 
 天吊隠蔽   ３φ×２００Ｖ×０．７５ＫＷ １台 

（ＥＦ－１５） 
２Ｆ 会議室前ロビー 
    （排気） 

 天吊隠蔽   ３φ×２００Ｖ×０．７５ＫＷ １台 

 
（15）消音型ストレートシロッコファン 

設 置 場 所 型           式 台数 

（ＥＦ－８） 
地階ごみ置き場 （排気）                   

 天吊露出 ３φ×２００Ｖ×０．１５ＫＷ １台 

（ＥＦ－９） 
地階便所（排気） 

 天吊露出 ３φ×２００Ｖ×０．２ＫＷ １台 

（ＥＦ－１６） 
地階ロッカー室 （排気）                   

 天吊隠蔽 １φ×１００Ｖ×０．１ＫＷ １台 

（ＥＦ－１６） 
地階休憩室（排気） 

 天吊隠蔽 １φ×１００Ｖ×０．１ＫＷ １台 

（ＥＦ－１４） 
地階・１・２・３階湯沸し室（排気）                  

 天吊露出 １φ×１００Ｖ×０．０５ＫＷ ４台 

（ＥＦ－１７） 
３Ｆ倉 庫 (排気)     

 天吊露出 １φ×１００Ｖ×０．０５ＫＷ １台 

（ＥＦ－１７） 
４階移動椅子収納庫（排気）                   

 天吊露出 １φ×１００Ｖ×０．０５ＫＷ １台 
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（ＥＦ－２１） 
５階人用荷用エレベーター機械室
（排気） 

 天吊露出 １φ×１００Ｖ×０．１ＫＷ １台 

（ＯＦ－７） 
５Ｆ操作室（給気）       

 天吊露出 １φ×１００Ｖ×０．１５ＫＷ １台 

（ＥＦ－２４） 
５Ｆ操作室 ( 排気)    

 天吊露出 １φ×１００Ｖ×０．１５ＫＷ １台 

（16）耐湿消音型ストレートシロッコファン 

設 置 場 所 型           式 台数 

（ＥＦ－１３） 
４Ｆ 楽屋（排気） 

 天吊隠蔽 １φ×１００Ｖ×０．０６９ＫＷ ２台 

（17）有圧換気扇 

設 置 場 所 型           式 台数 

（ＥＦ－２０） 
５階展望用エレベーター機械
室（排気） 

 壁 扇  １φ×１００Ｖ×０．２２３ＫＷ １台 

（18）排煙ファン（片吸込シロッコファン） 

設 置 場 所 型           式 台数 

（ＳＦ－１）  
５Ｆ機械室（排気） 

 床置型  ３φ×２００Ｖ×１８．５ＫＷ １台 

（19）自動制御盤     

盤 名 称 系統名 

ＣＰ－Ｂ１－１ 熱源制御、ＡＨＵ－１、煤煙濃度監視 

ＲＣＰ－１ ＡＨＵ－２ 

ＲＣＰ－２－１ ＯＡＵ－１ 

ＲＣＰ－３－１ ＡＨＵ－５ 

ＲＣＰ－３－２ ＡＨＵ－４、床暖房制御 

ＲＣＰ－５－２ 冷却塔制御 

ＣＰ－５－２ 計測 

ＲＣＰ－２－２ ＡＨＵ－３ 

ＲＣＰ－５－１ ＡＨＵ－６、ＡＨＵ－７、ＯＡＵ－２、ファンコンベクター制御 

ＲＳ－Ｂ－１ リモート機器追加・削除 

ＲＳ－２ リモート機器追加・削除 

 

（20）全熱交換器付換気扇 

機 器 番 号 
設 置 場 所 

型           式 台数 

（ＨＥＵ－１） 
２Ｆ 機械室                   

 床置型 ３φ×２００Ｖ×２．２ＫＷ １台 

（ＨＥＵ－２） 
１Ｆ 応接室 

 天井埋込型 １φ×１００Ｖ×０．３１８ＫＷ １台 
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（21）加湿器 

機 器 番 号 
設 置 場 所 

型           式 台数 

（ＤＨ－１） 
 １．２Ｆ 各所                   

 天井カセット型 
加湿能力２．２ｋｇ／ｈ 

２７台 

（ＤＨ－２） 
 ２．３Ｆ 各所 

ヒューミー内臓天井カセット型 
加湿能力２．２ｋｇ／ｈ 

１５台 

  
 
８ 給排水・衛生設備 
（１）給排水設備 

器 具 名 機器仕様 台数 設置場所 

 上水用受水槽 
２０００×２０００×２０００Ｈ   
２／３Ｇ 中仕切板  有効 ６立方米 

１  Ｂ１Ｆ 受水槽室 

 上水用高架水槽 
１０００×３０００×１０００Ｈ 
１Ｇ   中仕切板  有効 ２立方米 

１  ＲＦ高架水槽置場 

 中水用高架水槽 
２０００×３０００×１０００Ｈ 
１Ｇ   有効 ５立方米 

１  ＲＦ高架水槽置場 

 上水用揚水ポンプ 
３２Ａ×０．０５立方米／ｍｉｎ×３８ 
×２．２ＫＷ 

２  Ｂ１Ｆ 受水槽室 

 中水用揚水ポンプ 
４０Ａ×０．１２立方米／ｍｉｎ×４０ 
×２.２ＫＷ 

２  Ｂ１Ｆ 受水槽室 

 消火ポンプ 
              

４０Ａ×０．１４立方米／ｍｉｎ×８０×
５.５ＫＷ 

１  Ｂ１Ｆ 受水槽室 

 消火ポンプ 
                

１００Ａ×０．９立方米／ｍｉｎ×６０ 
×１５ＫＷ 

１  Ｂ１Ｆ 受水槽室 

スプリンクラー加
圧ポンプ 

４０Ａ×０．０７立方米／ｍｉｎ×６０ 
×２．２ＫＷ 

1 
 

Ｂ１Ｆ受水槽室 

 汚水ポンプ 
６５Ａ×０．１立方米／ｍｉｎ×１０ 
×１.５ＫＷ 

２   汚 水 槽 

 雑排水ポンプ 
５０Ａ×０．１立方米／ｍｉｎ×１０ 
×０．７５ＫＷ 

２ 雑排水ピット  

 湧水ポンプ 
５０Ａ×０．２立方米／ｍｉｎ×１０ 
×０．７５ＫＷ 

４   湧 水 槽 

 雨水汲上ポンプ 
８０Ａ×０．７立方米／ｍｉｎ×７ 
×３．７ＫＷ 

２   雨水ピット 

 消火用補給水槽 
  

１立方米  
１０００×２０００×１０００Ｈ 
 （ＳＵＳ） 

１  ＲＦ高架水槽置場 

 雨水濾過ポンプ 
 ５０Ａ×０．１７立方米/ｍｉｎ×２０ 
×１．５ＫＷ 

２  雨水貯留槽 

 逆洗ポンプ 
８０×６５×１立方米/ｍｉｎ×１５ 
×３．７ＫＷ 

１ 中水用受水槽  
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 雨水濾過装置  

全自動砂式ろ過装置 
処理能力 １０㎥ 
ろ過タンク 鋼板製内径１６００φ×胴
長１５２５ｍｍ 
ろ材 アンスラサイト＋けい砂 
内面処理 エポキシコーティング 
逆洗方法 ＤＰ（差圧計）＋２４時間タイ
マーによる自動逆洗式 

１  Ｂ１Ｆ 受水槽室 

 塩素滅菌装置 

塩素注入ポンプ２台 
定量注入ダイアフラムポンプ 
流量比例注入ポンプ 
性能 ２０ｃｃ/ｍ×８ｋｇ/㎠ 

１  Ｂ１Ｆ 受水槽室 

ＰＨ調整ポンプ 
ＤＣ４～２０ｍＡ制御コントローラー内蔵 
性能 ２０ｃｃ/ｍ×８ｋｇ/㎠ 

１ Ｂ１Ｆ 受水槽室 

ガス瞬間湯沸器  屋外用据置型 １６号 ２ 
５Ｆ 
クーリングタワー
室  

貯湯式 
電気湯沸器  

 台下貯湯型３０㍑ ５ 
１．２．３階 
地下１階湯沸室 

ウォーター 
クーラー  

 床置オートクリーン３１㍑ １ ３Ｆ 売 店 

ウォーター 
クーラー  

 壁掛型 ３０㍑ １ ４階ホワイエ 

ウォーター 
クーラー 

壁掛型 ３０㍑ 
1 
 

1 階情報提供スペー
ス 

雑排水ピット  ＲＣ構造（建築工事）約 １７ 立方米 １ Ｂ１Ｆ下部 

汚水ピット  ＲＣ構造（建築工事）約 １１ 立方米 １ Ｂ１Ｆ下部 

 

 雨水貯溜槽 
 
 ＲＣ構造 
 
（建築工事） 

雨水ピット    約１５立方米  
（有効容量 約３ｔ） 

１ 屋外地下 

沈澱槽      約５８立方米  
  （有効容量 約２７t） 

１ Ｂ１Ｆ下部 

 貯溜槽            約２０７立方米 
   （有効容量 約１３０t） 

４ Ｂ１Ｆ下部 

中水受水槽    約 ５７ 立方米  
   （有効容量 約２１t） 

１ Ｂ１Ｆ下部 

（２）衛生設備 

器  具  名 台 数 
 
 
 
 
 
 
 

器  具  名 台 数 

 和風大便器 ９  身障者用洗面器 ５ 

 洋風大便器 ２８  埋込手洗器 ４ 
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 身障者用便器 ５ 
 
 
 

 水石鹸入れ ３４ 

 小 便 器 ２４  紙 巻 器 ４２ 

 汚 物 流 し １  化 粧 鏡 ３ 

 掃 除 流 し ５  斜 視 鏡 ５ 

 洗面化粧台 ７  水   栓 ２８ 

 洗 面 器 ２９ 
   

 
汚水槽  ４．２×１．８５×１．４ ＝１０．８７立方米  約１１立方米 
 
雑排水槽 ４．２×２．９ ×１．４ ＝１７．０５立方米  約１７立方米 
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  運 転 監 視 点 検 項 目 表    別紙（２） 

 電気設備 
 

機器名 作   業   項   目 
点 検 月 日  

都     

度 

日 

常 

週 

次 

月 

次 

隔 

月 

６ 

月 

年 

次 

  受電設備全般  表示灯の点灯、各計器指示値の確認    ○           

   機器の異状音、異臭、振動の有無    ○           

  分電盤及び  表示灯の点灯、各計器指示値の確認    ○           

  動力操作盤  機器の異状音、異臭、振動の有無    ○           

   各端子部の発熱、変色の有無    ○           

  電動機類  絶縁抵抗測定              ○ 

   各端子部点検              ○ 

   照明パタ－ンの組み替え、タイマ－設定  ○             

  照明球の球切れ交換  ○             

  照明設備  照明集中制御盤の動作確認        ○       

   安定器の発熱、異常音の有無点検          ○     

   器具の変色、変形、錆、破損の有無            ○   

   照度測定              ○ 

 誘導灯  バッテリ－切替え試験          ○     

 非常照明  蓄電池外観点検及び切替え試験          ○     

  避雷針設備  外部の破損、錆の有無            ○   

   タンクの燃料漏れと周囲の状況点検    ○           

  非常用発電機  燃料残量確認と補給        ○       

   排ガス、吸排気スペ－スの点検        ○       

   試運転立会い及びＬＣＤ画面確認、印字記録        ○       

   ランプ点灯確認  ○             

   用紙の残量確認と補給、リボンの取り替え  ○             

   各機械の発停動作と確認  ○             

   スケジュ－ル設定、デマンド入力の変更  ○             

  中央監視盤    警報の対応と処理  ○             

   異常音、発熱の有無    ○           

   盤、ＬＣＤ画面の清掃    ○           

   出力デ－タの検討及び管理    ○           

   外観の汚損、損傷の有無点検      ○         

   設定・制御の検討及び動作試験        ○       

   スピ－カ－音量設定及び変更  ○             

   バッテリ－、ＡＣ電源電圧点検      ○         

  一般放送及び  外観点検及び清掃        ○       

  非常放送設備  非常放送鳴動試験        ○       

   火災報知機連動試験        ○       

   カットリレ－動作試験        ○       

   ＩＴＶ設備の清掃  ○             

  ＩＴＶ装置  モニタ－テレビ画面の調整  ○             
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ＩＴＶ装置  カメラの外観点検      ○         

  駐車管制設備  機器動作及び回転灯の点検    ○           

 非常通話設備  トイレ、エレベ－タ－の非常呼び出し通話の試験        ○       

  電気時計設備  表示時刻の確認、調整        ○       

  館内ＴＶ及び  館内ＴＶ機器の外観点検            ○   

 共聴装置  アンテナの外観点検            ○   

 空調設備 － １ 
 

機器名 作   業   項   目 
点 検 月 日  

都     

度 

日 

常 

週 

次 

月 

次 

隔 

月 

６ 

月 

年 

次 

  チラー  フロン排出抑制法における簡易点検   ○            

 制御盤表示状態確認及び運転記録   ○      

 冷温水発生機  異常音、ガス漏れの有無    ○           

   本体の汚損、損傷の有無    ○           

  煙道及び煙突  廻りの状況確認及び堆積物の清掃        ○       

   内外部の外観点検            ○   

   補給水量の記録    ○           

   冷却水の導電率、温度、圧力の記録    ○           

   ３方弁の制御動作の確認    ○           

   ファン運転の制御動作の確認    ○           

  ク－リングタワ－  補給水の電磁弁、ボ－ルタップ作動点検        ○       

   水処理装置の機能点検        ○       

   水槽内汚れ、腐食の有無、清掃       ○       

   ファン等の損傷及び腐食の有無、清掃       ○       

   本体および充填材の汚損、損傷の有無、清掃       ○       

   シ－ズン総合点検、槽内の清掃            ○   

   G・Pからの水漏点検、調整及びパッキン交換  ○             

  補機設備  動作確認及び運転記録    ○           

  （ポンプ類）  異常音及び振動の有無の点検    ○           

   損傷、腐食の有無の点検    ○           

   外観機能点検            ○   

   中性能フィルタ－交換  ○             

   自動制御設定と運転記録    ○           

   二酸化炭素濃度の記録と制御機能確認    ○           

   本体の異常音、振動の有無    ○           

   フィルタ－の清掃、フィルタ－差圧測定        ○       

   機内ドレンパン、ドレントラップの点検、清掃        ○       

  空調機  吸込口、吹出口の点検        ○       

 （ＡＨＵ・ＯＡＵ）  吸込口、吹出口、スマッシングの清掃          ○     

       自動制御の機能点検            ○   

   ケ－シング取付及び保温材の点検            ○   

   本体内部及びフィンの点検および清掃            ○   

   グリス給油及びシャフト、ベアリング、ブロア－点検            ○   

   二酸化炭素濃度制御のフィルタ－交換と更正            ○   
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   風量の点検            ○   

   超音波加湿器振動子の交換  ○             

   蒸気シリンダ－の交換  ○             

加湿器装置  自動制御の機能と噴霧状態の点検    ○           

   本体のスケ－ルの有無、清掃       ○       

   外観機能点検            ○   

   フィルタ－、エレメントの清掃        ○       

  全熱交換器  吸込口、吹出口の点検        ○       

 （ＨＥＸ）  吸込口、吹出口、スマッシングの清掃          ○     

   外観機能点検          ○     

 空調設備 － ２ 
 

機器名 作   業   項   目 
点 検 月 日  

都     

度 

日 

常 

週 

次 

月 

次 

隔 

月 

６ 

月 

年 

次 

   送風機の騒音、振動の有無    ○           

   温度制御装置の動作確認        ○       

  ファンコイル  フィルタ－の清掃        ○       

  ユニット  ドレンパン、ドレンの機能点検（暖房４Ｆ）        ○       

 （ＦＣＵ）  吸込口、吹出口の点検        ○       

   吸込口、吹出口、スマッシングの清掃          ○     

   外観機能点検          ○     

   室外機の異常音、振動の有無    ○           

  ヒ－トポンプ  フィルタ－の清掃        ○       

  エアコン  ドレンパン、ドレンの機能点検        ○       

 （ＰＡＣ）  吸込口、吹出口の点検        ○       

  

  

 吸込口、吹出口、スマッシングの清掃          ○     

外観機能点検      ○   

 フロン排出抑制法における簡易点検   ○             

  床暖房設備  運転状態の温度、圧力等の記録    ○           

   ポンプの外観点検        ○       

   シ－ズンイン、オフの外観機能点検            ○   

   電動機の異常の有無    ○           

   給排気ファンの騒音、振動の有無        ○       

  給排気ファン  吸込口、吹出口の点検        ○       

   吸込口、吹出口、スマッシングの清掃          ○     

   ダクトジョイント部の点検          ○     

   ファンの点検及び清掃            ○   

   Ｖベルト調整及び交換            ○   

   シャフト、ベアリングの点検            ○   

   連動装置の機能点検            ○   

 計器類  温度計、電流計その他の計器点検            ○   

   水温、圧力、ＦＭ流量計の点検記録    ○           

   汚損、腐食、漏水の有無の点検          ○     

  ヘッダ－及び  エア－抜き及び自動エア－弁機能点検          ○     

 配管類  ドレン管詰まりの有無の点検          ○     
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  ヘッダ－及び  外観および保温、ラッキングの点検            ○   

  配管類  ピット、パイプスペ－スの点検および清掃            ○   

   操作押しボタンによる機能点検        ○       

  防火排煙設備 

 手動操作による機能点検 （防煙タレ壁、排煙窓）      

※ホールは毎月          ○     

   

 受信機操作による機能点検 （防火シャッタ－、防

火戸、排煙タレ壁、排煙ファン）          ○     

 

 給排水・その他設備 －１ 
 

機器名 作   業   項   目 
点 検 月 日  

都     

度 

日 

常 

週 

次 

月 

次 

隔 

月 

６ 

月 

年 

次 

   槽内の汚れ、沈殿物、浮遊物の点検        ○       

  上水貯水槽  損傷及び錆の点検        ○       

   定水位弁の作動試験          ○     

   自動制御装置および警報装置の点検            ○   

   槽内の清掃              ○ 

   槽内の汚れ、沈殿物、浮遊物の点検        ○       

  中水貯水槽  損傷及び錆の点検        ○       

（中水・雨水貯留槽）  雨水ピット内のスクリ－ン点検清掃        ○       

      電磁弁の作動試験          ○     

   自動制御装置および警報装置の点検            ○   

   槽内の清掃              ○ 

   昆虫の発生状況の確認および消毒        ○       

  湧水槽  槽内の汚れ、沈殿物、浮遊物の点検        ○       

   自動制御装置および警報装置の点検            ○   

   昆虫の発生状況の確認および消毒        ○       

  汚水・雑排水槽  槽内の汚れ、沈殿物、浮遊物の点検        ○       

   自動制御装置および警報装置の点検            ○   

   槽内の清掃            ○   

   排水口及びＵ字溝の清掃  ○             

  桝類  昆虫の発生状況の確認および消毒        ○       

   枡内の沈殿物、汚れの点検清掃          ○     

   スイッチ位置及び電流、圧力の確認    ○           

  揚水ポンプ  G・Pからの水漏点検、調整及びパッキン交換    ○           

  （上水・中水）  本体の損傷及び腐食の有無    ○           

   異常音、振動の有無    ○           

   外観機能点検            ○   

  水中ポンプ  スイッチ位置及び電流、圧力の確認    ○           

 （中水・汚水・  機能点検            ○   

  雑排水・湧水）  本体の損傷及び腐食の有無              ○ 

   スイッチ類の位置確認    ○           

消防設備ポンプ  電源表示灯、電圧、スプリンクラ－圧力の確認    ○           

   弁の開閉状態の確認    ○           

   G・Pからの水漏点検、調整及びパッキン交換    ○           
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   消火栓、補助散水栓の戸内点検        ○       

消防設備ポンプ  消防設備水槽の外観、機能点検          ○     

   外観、動力作動点検            ○   

   消防設備点検立会            ○   

  計器類 排水管の詰まり            ○   

   油漏れ、漏水の有無の点検          ○     

  配管類  排水管排水状態の点検と詰まり修理          ○     

   保温、ラッキングの点検            ○   

   ピット、パイプスペ－ス内の点検            ○   

  電気湯沸器  操作盤および機器廻りの水漏れ点検        ○       

   減圧弁の点検            ○   

 給排水・その他設備 －２ 
       

機器名 作   業   項   目 
点 検 月 日  

都     

度 

日 

常 

週 

次 

月 

次 

隔 

月 

６ 

月 

年 

次 

  ガス湯沸器  外観機能点検            ○   

 冷水機  外観機能点検            ○   

   水量調節、洗浄状態の確認  ○             

  器具の漏水及び詰まりの修理  ○             

  衛生器具設備  衛生器具の亀裂、破損、緩み点検    ○           

   給排水洗浄管の漏水、詰まりの修理    ○           

   外観機能点検            ○   

  消火器  外観点検        ○       

   各ポンプの動作確認      ○         

   ＰＨ調整装置の薬注調整      ○         

  雨水処理装置  消毒用調整装置の薬注調整      ○         

   薬注タンク残量確認と補給      ○         

   ＰＨ及び残留塩素測定      ○         

   室内ク－ラ－の温度確認  ○             

  エレベ－タ－  敷居溝のゴミ、異物の点検    ○           

   監視盤の表示灯確認    ○           

   汚損、損傷の有無    ○           

  自動ドア  ドア開閉動作の確認    ○           

   窓、ドア、手すり等の点検補修  ○             

  内外装等  建築物外周の障害および鳩害等の点検        ○       

   建築物内外等の異物、損傷点検        ○       

   盲人用点字案内板の点検        ○       

  市水メーター、中水補給メーター（市水）    ○           

  空調用ガスメータ（R1,2） 空調用中水メータ（夏季）    ○          

  検針 中水メーター（揚水）、雨水メーター        ○       

  電力量メーター        ○       

  一般用ガスメーター        ○       

  テナント（電力量メーター、水道メーター）        ○       

   飲料水残留塩素測定        ○       

 測定検査等 雑用水 残留塩素測定     ○         
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  雑用水 水洗便所用 PH、臭気、外観検査     ○         

測定検査等 雑用水 水洗便所大腸菌検査         ○     

  雑用水 散水、修景、清掃用水 PH、臭気、外観検査     ○         

  雑用水 散水、修景、清掃用水大腸菌、濁度         ○     

   空気環境測定（館内１１点、館外２点）          ○     

   

 飲料水水質検査 ビル管理１５項目（年２回）・塩

素酸（年 1回）、発ガン５項目（年１回）            ○   

   

 ドアロック解除及び入館後の業務 照明 エレベ

－タ－ シャッタ－ 旗揚げその他    ○           

   ＩＴＶの監視    ○           

  警備等  点検時の関係会社への連絡    ○           

   障がい者用駐車場および駐輪場の管理    ○           

    閉館後の業務 照明、エレベ－タ－、シャッタ－その他    ○           

   館内巡回    ○           

   ドアロックのセット    ○           

  書類   報告書（ビル管理日報、週次、月次、隔月、６か月、年次、その他）  

  その他の提出書類（各種預かり書、ビル管理業務で必要な告知）  
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No.3 

熊本市こども文化会館 機械警備業務仕様書 

 

 

１ 警備対象物件 

熊本市中央区新町１丁目３番１１号 

  熊本市こども文化会館 

 

２ 警備目的 

  警備対象物件に係る火災、盗難、破壊その他を防止し、財産の保護に努め、会館の円滑なる運

営に寄与することを目的とする。 

 

３ 警備任務 

（１）警備対象物の火災、盗難の予防及び不法侵入等の防止並びに排除 

（２）事故確認時における関係機関への通報、連絡 

（３）警備実施事項の報告 

（４）ガス漏れ警報機発報時における応急処置及び通報、連絡 

（５）その他警備に付随する事項について、市との協議の上取り決めた事項 

 

４ 警備の方法 

（１）機械警備における警備方法 

  ① 警報機器により、感知される異常の有無を自動的に表示する機械を設置し、警報機による

機械警備を行う。 

  ② ５に定める警備実施時間帯において、警備対象物件の異常の有無を常に監視するとともに

当該物件の安全を図るものとする。 

  ③ 警備対象物件に異常を感知したときは、速やかに異常事態の確認を行うとともに直ちに関

係機関等に連絡し、必要な処置をとるものとする。 

  ④ 警報機器の設置工事については、事前に市の承認を得て行うものとする。 

（２）巡回警備における警備方法 

  ① ５に定める警備実施時間帯において、夜間１回以上施設の外周を巡回した後、施設内の巡

回を行うものとする。 

  ② 巡回の際は、次の事項の確認及び処置を行うものとする。 

   ・ 施設の出入口、窓、扉等の施錠の確認及び処置 

   ・ 火元、照明の消し忘れ、ガス、水道栓の締め忘れ等の確認及び処置 

   ・ 盗難の発見及び処置 

   ・ 隣接地帯より波及する危険性の探知及び予防 

   ・ その他非常事態発生時における処置 

（３）市は、指定管理者に警備上必要な警備対象施設等の鍵を貸与するものとし、指定管理者はそ 

の責任のもとにこれを保管する。警備実施時間外は、指定管理者の金庫に保管するものとする。 

（４）警備に使用する回線は、専用回線とする。 

 

５ 警備実施時間 

  警報警備設備の作動開始時刻から警報警備設備の作動解除時刻までとする。ただし、火災及び 

ガス漏れ警報については、２４時間とする。 

  開館日  ２１時から翌日の８時 

  休館日  １７時３０分から翌日の８時 
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  年末年始（１２月２９日から１月３日まで） ２４時間（出勤時は除く。） 

 

６ 警備機器等 

（１）警備機器は、警備対象施設に所属する各物件の保全に十分な設備を設置するものとする。 

（２）前号により設置する機器は、次に掲げる要件を備えていなければならない。 

  ① 警備対象施設における火災の発生又は火災の発生するおそれのあるものを的確かつ早期に

発見する機能を有すること。 

  ② 警備対象施設における窓・扉等の開閉及び破壊等を感知し、外部からの進入を的確かつ早

期に発見する機能を有すること。 

  ③ 警備対象施設に侵入した者を的確かつ早期に感知し、盗難及び不法行為を予防する機能を

有すること。 

  ④ ガス漏れを的確かつ早期に発見する機能を有すること。 

（３）警報機器の正常な機能を維持するために保守点検を行うものとする。 

 

７ 報告 

（１）業務終了後、機械警備については、１ヶ月ごとに、巡回警備については、毎日報告書を作成 

し、保管するものとする。 

（２）事故等が発生したときは、市に直ちに報告するとともに、その詳細について事故報告書を提 

出するものとする。 

 

８ 緊急連絡者 

（１）市は、あらかじめ緊急連絡者を指定し、その名簿を指定管理者に交付する。 

（２）上記緊急連絡者に変更があるときは、その都度変更した名簿を指定管理者に交付する。 

 

９ その他 

（１）機械警備実施時間中における臨時入館については、原則として入館してはならない。ただし、 

緊急やむを得ない場合には、次のとおり行う。 

  ① 臨時入館者は、指定管理者へ入館の許可を受けるものとする。 

  ② 指定管理者は、許可を受けた臨時入館者から入館の連絡があった場合、直ちに警備員を急

行させ、機械警備の解除、入館中の警備及び出館後の機械警備のセットを行うものとする。 

（２）この仕様書に定めない警備実施上の事項については、市と指定管理者とが協議して定めるも 

のとする。 
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No.4 

熊本市こども文化会館 

自家用電気工作物保安業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館の自家用電気工作物の性能を維持し、常に安全かつ良好な状態を保ち、設備の耐久化を図

るために本業務を行うものとする。 

 

２ 設備の概要 

   主たる機器   高圧負荷開閉器      １台 

           高圧受電設備     １式 

           電灯盤        ６面 

           動力盤       １０面  

   設備容量    トランス容量  ９００ＫＶＡ  負荷容量  ８３３ＫＶＡ 

※令和８年度に更新予定のため、変更となる場合あり。 

 

３ 一般的事項 

（１）自家用電気工作物の精密点検試験を行い、電気工作物の維持及び運用に関する保安を確保し 

なければならない。 

（２）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（３）保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合は、速 

やかに部品取替え及び修理を行うものとする。 

（４）点検調整不備により故障を生じた場合は、指定管理者の負担で速やかに修理調整を行わなけ

ればならない。 

 

４ 業務内容 

（１）月次点検  月１回 

   気中開閉器、高圧受電設備等主要電気設備の外観点検等電気工作物の全般的な保守点検を行 

うこと。 

（２）年次点検  年１回 

  ① 接地抵抗測定（高・低圧） 

  ② 絶縁抵抗測定（高・低圧） 

  ③ 過電流継電器試験（受電用、電灯用、動力調光用） 

  ④ 地絡方向継電器試験（受電用、電灯用、動力調光用） 

  ⑤ 不足電圧継電器試験 
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No.5 

熊本市こども文化会館 

一般廃棄物収集運搬処理業務仕様書 

 

 

１ 総則 

この仕様書は、会館の一般廃棄物収集運搬処理作業を行うための大要を示したもので、会館の 

状況と対照して当然実施しなければならないと認められること及び軽微なことについては、仕様

書に記載のない場合又は、事項についても誠実に実施するものとする。 

 

２ 業務の遂行 

業務は誠実に実施し、環境衛生及び美化に努めること。 

 

３ 作業内容 

(１) 作業実施場所は、熊本市中央区新町１丁目３番１１号 熊本市こども文化会館敷地内で一

日一回収集搬出する。 

 (２) 作業時間は、午前９時から正午までとする。 

 

４ 損害賠償 

会館内の建物、工作物及び器物を破損した場合は、速やかに在来同等品で復旧すること。 

 

【参考：収集１月当たりの予想量（単位：ｋｇ）】        

燃やすゴミ 紙類 資源物 埋め立て 

７９ ２１ ３ １ 
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No.6 

熊本市こども文化会館 

昇降機設備保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館の昇降機設備の性能を維持し、常に安全かつ良好な状態を保ち、設備の耐久性を図るため,

本業務を行うものである。 

 

２ 業務対象設備仕様 

 （１号機） 

● エレベータ     ロープ式（乗用） （平成６年設置） 

● メーカー名     フジテック㈱ 

● 定員(積載量)    ２０人（１３５０kg） 

● 速   度     ９０m／分 

● 停 止 階          ５ヶ所（Ｂ１階～４階） 

● 付 加 装 置          身体障がい者仕様（車椅子対策・点字付） 

地震時管制運転装置（地震計＝Ｓ波普通級） 

火災時管制運転装置 

停電時自動着床装置 

オートアナウンス装置 

普通郡管理方式 

かご上クーラー 

その他、付加されているものすべて 

 （２号機） 

● エレベータ     ロープ式（乗用） （平成６年設置） 

● メーカー名     フジテック㈱ 

● 定員(積載量)     ２０人（１３５０kg） 

● 速   度     ９０m／分 

● 停 止 階          ５ヶ所（Ｂ１階～４階） 

● 付 加 装 置          身体障がい者仕様（車椅子対策・点字付） 

地震時管制運転装置（地震計＝Ｓ波普通級） 

火災時管制運転装置 

停電時自動着床装置 

オートアナウンス装置 

普通郡管理方式 

かご上クーラー 

その他、付加されているものすべて 

（３号機） 

● エレベータ     ロープ式（人荷用） （平成６年設置） 

● メーカー名     フジテック㈱ 

● 定員(積載量)     ２０人（１３５０kg） 

● 速   度     ４５m／分 

● 停 止 階          ５ヶ所（Ｂ１階～４階） 

● 付 加 装 置          地震時管制運転装置（地震計＝Ｓ波普通級） 

火災時管制運転装置 

停電時自動着床装置 

その他、付加されているものすべて 
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３ 点検内容及び保守 

（１）定期保守点検  頻度：月１回以上 

内容：業務内容に精通した専門技術者により、エレベータ装置全般を点

検し、必要に応じて清掃給油、調整を行い、装置の性能を維持し、

かつ安全な状態に保つよう、適切な処置を行うものとする。（作業

内容は別紙作業仕様書の通り。） 

（２）精密点検       年１回、昇降機検査資格者により機械装置の細部を調査し、予防

保全的措置をとるものとする。（点検内容は別紙定期保守点検作業

仕様書の通り）。 

（３）定期整備       （１），（２）の結果により必要と判断される場合は、直ちに修

理、または部品の取替えを行うものとする。 

（４）本仕様書に記載されていない事項や内容の詳細については、国土交通省大臣官房官庁営繕

部監修「建築保全業務共通仕様書」（最新版）によるものとする。 

 

４ 故障時の処置 

不時の故障等が発生したときは、速やかに適切な処置を行うものとする。 

 

５ 除外項目 

以下に掲げる事項については、契約の対象外とする。 

① 別紙、点検作業仕様書の除外項目に掲げるもの。 

② 諸法規の改正や、官公署の命令もしくは要求による設備の改修、または新規付属物追加の

工事。 

③ 天災地変、その他の不可抗力の事故により発生する修理又は取替工事。 
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 定期保守点検（ＦＭ／ＰＯＧ）作業仕様書     別紙 

 

本業務に含まれる点検・整備の主要範囲は次の通りとする。なお、点検の項目と内容及び点

検周期の詳細については、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通仕様書」（最

新版）によるものとする。 

分  類 機 器 又 は 装 置 備考 

機 
 

械 
 

室 
 

関 
 

係 

受電盤 

 

 

制御盤 

① 受電盤 

② 制御盤のスイッチ、リレー、リード線及びその他の部品 

③ 階床選択器のスイッチ、リレー及びその他の部品（スチール

テープ含む） 

④ 調速機（軸受及びその他の部品） 

⑤ 電気配線一式（但し、電線引込を除く） 

⑥ 地震管制運転用の地震計 

⑦ 停電時自動着床装置用の蓄電池 

該 
 
 

当 
 
 

機 
 
 

種 
 
 

に 
 
 

適 
 
 

用 

電動機 

 

発電機 

① 電動機（巻線、軸受、整流子含む） 

② 電動発電機 

（巻線、軸受、整流子又は回転子を含む） 

 

巻上機 

 

 

駆動機 

 

 

制動機 

 

① ウォーム、ギヤ、スラストベアリング 

② 巻上機軸受、ギヤオイル 

③ ブレーキの巻線、シューライニング及びその他の部品 

④ トラクションシーブ及びその他のシーブ 

⑤ 前項のシーブ軸受 

⑥ 各部オイルシール及び防振ゴム 

⑦ 駆動スプロケット、ラッチ車 

⑧ 駆動チェーン及びベルト 

⑨ シュー及びスイッチ 

 

油  圧 

 

ユ ニ ッ ト      

 

① ポンプ・各バルブ及びソレノイド 

② 各プーリー及びＶベルト 

③ サイレンサー 

④ オイルタンク 

⑤ 圧力計 
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か 
 

ご 
 

関 
 

係 

① かご上シーブ及び軸受 

② かごガイドシュー又はローラーガイド 

③ かご非常止め装置 

（かご非常止め、非常止めロープ含む） 

④ かご操作盤内部品 

⑤ ドアマシン装置及び部品 

⑥ かご戸スイッチ、セーフティシュー及び部品 

⑦ かご戸ハンガーの部品（かご戸シュー含む） 

⑧ かご内位置表示灯及びホール呼び表示灯その他の部品 

⑨ ファン又は送風機の部品 

⑩ かご室内照明設備（蛍光管、電球を含む） 

⑪ 連絡装置及び部品（ケーブルを含む） 

⑫ 非常ベル、ブザー及び部品（電池含む） 

 

 

 

 

 

分  類 機 器 又 は 装 置 備考 

乗 

場 

関 

係 

① 乗場ボタン及び部品 

② 乗場方向表示灯 

③ 乗場位置表示等の部品 

④ 乗場戸クローザ及び部品 

⑤ 乗場戸インターロック及び部品 

⑥ 乗場戸ハンガー及び部品（戸のシュー含む） 

⑦ リタイヤリングカム装置及び部品 

⑧ 照明 

（但し、特殊スリムランプ照明を除く） 

該 
 
 

当 
 
 

機 
 
 

種 
 
 

に 
 
 

適 
 
 

用 

昇 

降 

路 

・ 

ト 

ラ 

ス 

内 

装 

置 

① 巻上用ロープ及び調速機ロープ、同張り車 

② コンペンセーティングロープ、チェーン 

③ 移動ケーブル 

④ リミットスイッチ及び部品 

⑤ 着床スイッチ及び部品 

⑥ 減速スイッチ及び部品 

⑦ 終端階減速停止スイッチ及び部品 

⑧ つり合いおもりシーブ、頂部引き返しシーブ及びコンペンセ

ーティングシーブ 

⑨ 前項の軸受け 

⑩ 緩衝器（油圧又はコイルバネ形） 

⑪ ガイドレール給油器及び部品 

⑫ ロープ弛緩スイッチ、ロープ渦巻スイッチ及び部品 

⑬ 安全及び検出スイッチ 

⑭ 油圧ジャッキ内オイルシール 

⑮ ビクトリアジョイント 
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精密点検作業仕様書 

No. 保 守 点 検 項 目 備考 No. 保 守 点 検 項 目 備考 

1 機械室 

該 
 

当 
 

機 
 

種 
 

に 
 

適 
 

用 

3. 13 乗場の戸及び敷居 

該 
 

当 
 

機 
 

種 
 

に 
 

適 
 

用 

1. 1 機械室への通路・出入口戸 3. 14 ドアーインターロックスイッチ 

1. 2 機械室内の照明・換気・整備 3. 15 ドアークローザー 

1. 3 手巻ハンドル等 3. 16 移動ケーブル及び取付部 

1 .4 受電盤・制御盤 3. 17 昇降路周壁 

1. 5 階床選択機 3. 18 昇降路内の耐震対策 

1. 6 巻
上
機 

減速歯車   

1. 7 網  車（巻胴式を含む）   

1. 8 軸  受 4 乗 場 

1 .9 ブレーキ 4. 1 乗場ボタン及び表示器 

1. 10 そらせ車 4. 2 非常解錠装置 

1. 11 電動機 4. 3 光電装置等 

1. 12 電動発電機   

1. 13 調速機 

 

かご側   

1. 14 つり合いおもり側 5 ピット 

1. 15 機械室機器の耐震対策 5. 1 緩衝器（バネ・油入） 

  5. 2 ｶﾞﾊﾞﾅｰﾛｰﾌﾟ用及びその他の張り車 

  5. 3 ピット床 

2 かご室 5. 4 下部ファイナルリミットスイッチ 

2. 1 かご室の周壁・天井及び床 5. 5 かご(つり合おもり)非常止め装置 

2 .2 かごの戸及び敷居 5. 6 非常止めロープ 

2. 3 かごの戸のスイッチ 5. 7 つり合ロープ(くさり)及び取付部 

2 .4 戸閉め安全装置 5. 8 つり合おもり底部すき間（ｍｍ） 

2. 5 かご操作盤及び表示器 5. 9 移動ケーブル及び取付部 

2. 6 外部への連絡装置 5. 10 はかり装置(かご上・機械室) 

2. 7 停止スイッチ 5. 11 ピット内の耐震対策 

2. 8 用途・積載荷重・定員の表示   

2. 9 停電灯装置   

2. 10 各階強制停止装置 6 その他 

2. 11 かご床先と昇降路壁との水平距離 6. 1 主索の緩み検出装置(巻胴式) 

2. 12 車止め・光電装置等 6. 2 付加装置及び故障自動通報システム 

３ かご上 7 定期検査 

3. 1 非常救出口 7. 1 調速機 

試 験 

過速スイッチ作動速度 

3. 2 戸の開閉装置 7. 2 キャッチ作動速度 

3. 3 錠外し装置 7. 3 

非常止め 

試  験 

作動状態 

3. 4 かご上安全スイッチ 7. 4 レ－ルの状態 

3. 5 かご吊り車 7. 5 非常止めﾛｰﾌﾟの巻残り(WC) 

3. 6 かごのガイドシュ－（ローラー） 7. 6 非常止めﾛｰﾌﾟの巻残り状態 

3. 7 主索及びロープ取付部 7. 7 ｶﾞﾊﾞﾅｰﾛｰﾌﾟの状態 

3. 8 ガバナーロープ 7. 8 かごの水平度 

3. 9 ガイドレール・ブラケット 7. 9 

絶縁抵抗 

測  定 

発・電動機回路 

3. 10 つり合おもり各部 7. 10 制御回路 

3. 11 つり合おもりの吊り車 7. 11 信号回路 

3. 12 上部ﾌｧｲﾅﾙﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ （ｍｍ） 7. 12 照明回路 
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No.7 

熊本市こども文化会館 

空調設備及び中央監視盤装置保守点検業務仕様書 

 

１ 目的 

  熊本市こども文化会館に設置した空調設備を定期的に点検及び運転調整作業を行い、正常かつ

良好な作業環境を維持することを目的とする。 

 

２ 適用 

  本仕様書は、熊本市こども文化会館の空調設備及び中央監視盤装置保守点検業務に適用する。 

 

３ 適用基準 

  保守点検の実施に当たっては、次の適用基準に基づき実施する。 

(1) フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（平成１３年法律第６４号、以下「フ

ロン排出抑制法」という。） 

(2) 高圧ガス保安法（昭和２６年法律第２０４号） 

(3) 一般財団法人 建築保全センター発行「建築保全業務共通仕様書及び同解説」（最新版） 

 

４ 業務内容 

一般財団法人建築保全センター発行「建築保全業務共通仕様書及び同解説」（最新版）を準用

し、施設内に設置されている各空調機器の点検を行う。 

(1) 機器保守（シーズンイン、シーズンオン、シーズンオフ点検） 

(2) フィルター類の清掃（エアコン、全熱交換器ほか） 

(3) フロン排出抑制法に基づく定期点検 

第一種特定製品（業務用空調機器）の該当機種については簡易点検及び定期点検を実施する

こと。なお、点検頻度は、同法令に基づき以下のとおりとする。 

 

 

 

 

 

(4) 点検資格者 

フロン排出抑制法に基づく定期点検に必要な資格は、「冷媒フロン類取扱技術者」を有する 

者とする。なお、高圧ガス保安法にて規定されている機器（熱源機等）の点検を実施する場

合は、機器の能力に準じた点検資格（冷凍機械責任者）を保有するものとする。 

(5) 業務計画 

以下の事項について、毎年度、年度開始 30 日前までに提出のこと。 

ア 実務実施体制 

イ 業務担当者一覧・免状の写し 

ウ 緊急連絡先 

エ 安全衛生管理 

(6)  業務報告 

  業務の結果判明した不具合事項については書面にて報告すること。 

 

5 対象設備  

  別紙（１）設備概要における４ 中央監視システム及び７ 空調設備 に記載のとおり。 

点検種別 （圧縮機）電動機定格出力 点検頻度 

簡易点検 全て ３ ヶ月に １ 回以上 

定期点検 ５０kW 以上 １ 年に １ 回以上 

７．５kW～５０kW 未満 ３ 年に １ 回以上 



108 

 

６ 添付図面 

  別紙平面図のとおり。 

 

７ 特記事項 

（１）概要 

空調機器用水の水質管理を行う。 

 

（２）実施機関 

 ５月頃～10 月頃（冷却塔運転期間中） 

 

（３）実施内容 

以下のとおり実施すること。 

作業項目 作業内容 周期 

１.水質管理 

シーズンイン

作業 

ストレーナ、ダートトラップ等の水回路の水洗いの実施 １回／1 年 

１. 水質管理 

シーズンオン

作業 

① 水質ガイドライン項目のうち pH 及び電気伝導率について測

定を行い、その値が基準値に適合することの確認 

② pH又は電気伝導率の測定が基準値に適合しない場合は水質ガ

イドラインのすべての項目について測定を行い、腐食又はスケ

ール生成の傾向の有無の検査 

③ 冷却水接水部に腐食傾向がある場合は、次の措置を講じる。 

・冷却水を入れ換え 

・冷却水の水素イオン濃度を指標として濃度倍数を３倍以下に保持

するようにブロー量の調節 

・適正なインヒビターの使用 

④ スケール生成傾向がある場合は、③によるほか、次の場合には、

ブラシ洗浄又は化学洗浄の実施 

・冷媒の凝縮温度と冷却水出口温度の差が大きくなった場合 

・冷媒の圧力上昇又は高圧カットが起こった場合 

⑤ 冷却水がバクテリア、藻等に汚染されている場合は④による。 

１回／1 月 

計 5 回 

２.レジオネラ

症防止作業 

冷却塔の冷却水、蓄熱槽及び超音波加湿器の 貯水部には、次の措

置を講じる。 

・「レジオネラ症防止指針(第４版)」（(公財) 日本建築衛生管理教育

センター発行）により、レジオネラ症防止の年次計画を作成し、日

常及び定期の作業の実施 

・レジオネラ属菌の増殖のおそれがある箇所より検査の実施 

7 月～9 月

の間に 1回 

 

機器 内容 頻度 

薬注ポンプ 吐出状況確認 1 回／１月 計 5 回 

吐出量設定値確認・調整 

タンク残量確認及び冷却水処理剤の補充 

ブロー装置 ブロー設定値確認・調整 1 回／１月 計 5 回 

電磁弁動作確認 

センサー状態確認・洗浄 

電気伝導率計器校正 
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No.8 

熊本市こども文化会館 

電話交換機等設備設置及び保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館の電話交換機並びに電話機の設置及び性能の維持を行うものとし、また、常に安全かつ良

好な状態を保ち、設備の耐久化を図るために本業務を行うものとする。なお、機器の設置及び保

守にかかる費用は本業務に含むものとする。 

 

２ 機器の設置 

（１）会館の電話機器を賃貸借により設置するもの。機器数量は下記の通りとする。 

   電話主装置本体  １台 

※主装置容量は１２８ポート（同等）とする。（外線数（NTT回線数）と電話機台数含む） 

   多機能電話機   １０台 

   単独電話機    ２５台 

   FAX       ２１台 

（２）番号計画については、市と協議のうえ、設定を行うこと。 

（３）会館に設置されている機器（電話交換機・電話機・付帯装置等）で、不要と思われるも 

のについては市と協議のうえ撤去すること。 

（４）配線については、既存配線を利用できる場合は流用可能とする。 

（５）停電対応を有する機器を 1 台設置すること。 

（６）既存の応答装置を継続して使用すること。 

   機器名：AT-D39SⅢ ３回線音声応答装置 

 

３ 保守点検 

（１）年２回定期的に電話交換機の点検を行い、調整、清掃等の処置により、常に設備の正常な状

態を保持しなければならない。 

（２）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（３）故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。なお、当該処置につい 

ては、保守点検回数には算入しないものとする。 

（４）保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合は、速

やかに部品取替え及び修理を行うものとする。 

（５）機械部品及び電話機増設工事又は、電話機本体への故意による破損交換は本保守点検業務に 

含まないものとする。 

 

４ 保守点検項目 

（１）外観点検 

（２）作動機能点検 

（３）主装置内部点検 

（４）中継端子点検 

（５）蓄電池電圧測定 

（６）消耗部分の交換時期の判定及び交換 

（７）上記のほか、電話交換機の性能を維持し、安全に利用するために必要な保守点検を行うこと。 
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No.9 

熊本市こども文化会館 

舞台装置保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館の舞台装置の性能を維持し、常に良好な状態を保ち、設備の耐久化を図るため、年４回、

本業務を行うものである。 

 

２ 保守点検業務内容 

（１）幕類                 一式 

（２）照明装置類              一式 

 

３ 一般的事項 

（１）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（２）故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。なお、当該処置につい 

ては、保守点検回数には算入しないものとする。 

（３）保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合及び将 

来において故障が予知され得るものが確認できたときは、速やかに部品取替え及び修理を行う 

ものとする。 

（４）部品の経年変化による消耗・破損及び取り扱い不注意による破損等の修理は保守点検業務に 

含まない。ただし、指定管理者の点検調整不備により故障を生じた場合は、指定管理者の負担 

で修理調整を行わなければならない。 

 

４ 点検項目 

年４回舞台装置の点検・調整を行う。 

（１）機器の外観損傷、歪み、消耗状況等の目視点検 

（２）機器清掃点検及びネジの増し締め 

（３）総合動作の確認 

（４）制御盤の各回路についての絶縁抵抗測定 

（５）上記のほか、舞台装置の性能を維持し、安全に利用するために必要な保守点検を行うこと。 

 

５ 保守点検業務対象機器明細 

  シーリングライトバトン         １台 

  巻き取り緞帳              １台 

  袖幕                  １台 

  ボーダーライト（文字幕共）       １台 

  サスペンションライト          ２台 

  バトン                 ３台 

  一文字幕                ２台 

  引き割り幕               ２台 

  巻き取りスクリーン           １台 

  アッパーホリゾントライト        １台 
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  バック幕                １台 

  巻き取りホリゾント幕          １台 

  天井反射板               １台 

  側面反射板               ２台 

  正面反射板               １台 

  吊物機構操作盤             １面 
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No.10 

熊本市こども文化会館 

舞台照明装置保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館の舞台照明装置の性能を維持し、常に良好な状態を保ち、設備の耐久化を図るため、年４

回、本業務を行うものである。 

 

２ 保守点検業務内容 

（１）調光盤                  一式 

（２）調光操作卓（舞台袖照明操作盤を含む）   一式 

（３）舞台照明器具               一式 

 

３ 一般的事項 

（１）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（２）故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。なお、当該処置につい 

ては、保守点検回数には算入しないものとする。 

（３）保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合及び将 

来において故障が予知され得るものが確認できたときは、速やかに部品取替え及び修理を行う 

ものとする。 

（４）部品の経年変化による消耗・破損及び取り扱い不注意による破損等の修理は保守点検業務に 

含まない。ただし、指定管理者の点検調整不備により故障を生じた場合は、指定管理者の負担 

で修理調整を行わなければならない。 

 

４ 点検項目 

年４回舞台照明装置の点検・調整を行う。 

（１）機器の外観損傷、歪み、消耗状況等の目視点検 

（２）機器清掃点検及びネジの増し締め 

（３）各機器の試験、調整 

（４）総合動作の確認 

（５）上記のほか、舞台照明装置の性能を維持し、安全に利用するために必要な保守点検を行うこ

と。 

５ 保守点検業務対象機器明細 

  フットライト                       １列 

  ロアーホリゾントライト                  １列 

  ボーダーライト                      １列 

  サスペンションライト                   ２列 

  平凸スポットライト（シーリング・フロント分）      ４１台 

  フレネルスポットライト（シーリング・フロント分）    ２８台 

  アッパーホリゾントライト                 １列 

  シーリングバトン                     １列 

  クセノンピンスポットライト                １台 
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天反ライト                       １８灯 

フロアコンセント                     １式 

ウォールコンセント                    １式 
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No.11 

熊本市こども文化会館 

自動ドア設備保守点検業務仕様書 

 

１ 総則 

会館の自動ドアの機能を適正に維持保全するためには点検及び保守等の保全業務が重要であり、

本仕様書により、業務の明確化を図り、当業務を円滑に実施するものとする。 

 

２ 対象設備 

・玄関両引自動ドア（ドリーム自動ドア DCR-4） 2 台 

・地下駐車場入口片引自動ドア（ドリーム自動ドア DC-4） 1 台 

・地下駐輪場入口片引自動ドア（ドリーム自動ドア DC-4） 1 台 

 

３ 業務内容 

本仕様書に基づき、定期点検、臨時点検、保守を行う。 

 

４ 定期点検 

年 4 回点検を実施する。（概ね６月、９月、１２月及び翌年３月に実施） 

 

５ 臨時点検 

 対象設備に不具合又は故障が生じた時は、速やかに臨時点検及び保守等の必要な措置を行なう

ものとする。なお、完了後は点検等の内容について報告書を作成・保管するものとする。 

 

６ 点検の範囲 

  定期点検の主な点検項目は別紙１「点検項目・内容」のとおりとし、臨時点検時には不具合・

故障等の原因と思われる部分の点検を適宜実施するものとする。なお、点検に当っては全国自動

ドア協会の安全ガイドライン等を参考とする。 

 

７ 保守の範囲 

 定期点検及び臨時点検の結果に応じて実施する保守並びに部品交換の範囲は次のとおりとする。 

(1) 点検部の清掃 

(2) 建付け不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整 

(3) ビス、ボルト、ナット等で緩みがある場合の増締め 

(4) 接触部分、回転部分等への注油 

(5) 次に示す消耗部品の交換又は補充等の保守（劣化又は消耗に応じて行うものとする。） 

ア ヒューズ 

イ ドアストッパー 

ウ 戸当りクッション 

エ ターミナルビス 

オ 各種ビス、ボルト、ナット類 

カ 鍵受け 

キ 潤滑油 

 

(6) 開閉速度、開放時間等の調整（調整が可能な機種に限る。） 

(7) 軽微な損傷がある部分の補修、その他軽微な作業 

 



115 

８ 業務担当者 

 自動ドアの安全性を確保するため、点検、保守及び部品交換に当っては、自動ドアについての

専門的知識及び技能を有する者が実施するものとする。  

 

９ 業務報告  

業務完了後速やかに業務報告書を作成し、保管すること。 

【業務報告書】 

ア 点検報告書等                            

・点検項目等に基づく結果及び点検結果に応じて実施した保守の内容並びに部品交換の記録   

・今後必要となる措置、注意すべき事項等 

イ 点検及び部品交換状況写真等                      

・点検状況（点検、清掃及び調整等の作業状況を各施設１箇所以上撮影し、写真帳に撮影箇所及

び作業内容を記入する。なお、１施設内で点検数が多い場合は適宜撮影箇所を増やす。） 

・不良箇所の不良状況 

・部品交換の状況（交換前、部品の新旧対比、作業状況及び交換完了） 

ウ 点検結果に応じて必要となる修繕等に要する費用の見積書、その他必要書類 

 

１０ 業務の安全衛生管理等 

 作業に際しては、労働安全衛生法その他作業に関係する法令を厳守し、業務担当者の労働安全

衛生管理等を行うこと。 
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別紙１ 

 

点検項目・内容 
   

点検項目 点検内容 備考 

1. ドア・サッシ部 ① ドア本体の傷、さび、腐食及び汚れの有無を点検する。   

  ② 自動ドア表示ステッカー又は警告ラベルの有無を点

検する。 

  

  ③ ドア本体作動時の異常音の有無を点検する。   

  ④ ドアと無目の隙間が適当であることを確認する。   

  ⑤ 全閉時戸先隙間又はドアと床面の隙間が適正である

ことを確認する。 

  

    

  ⑥ ドアと中間方立及びガイドレールの隙間が適正であ

ることを確認する。 

  

    

  ⑦ 無目点検カバーの取付け状態を点検する。   

  ⑧ 安全柵又は防護柵を点検する。 必要に応じて

実施 

        

2. 懸架部 ① 戸車、ハンガーレールの汚れ、磨耗及び損傷の有無を

点検する。 

  

    

  ② ハンガーレールの取付け状態を点検する。   

  ③ 戸車及びストッパーの取付け状態を点検する。   

        

3. 動力部・作動部 ① 手動開閉の動作確認及び異常音の有無を点検する。   

  ② エンジンの取付け状態を確認する。   

  ③ 駆動軸の変形、磨耗、異音の有無を点検する。   

  ④ 従動プーリーの取付け状態を点検する。   

  ⑤ ベルト、チェーン、ワイヤーの張り、磨耗及び取付け

状態を確認する。 

  

    

        

4. 制御装置 ① 開閉速度及び開放タイマーの時間を点検する。 速度・時間の

測定を含む 

  ② 徐行速度の状態を点検する。   

  ③ ドア位置検出スイッチの取付け状態を点検する。   

  ④ 電源スイッチの作動状態を点検する。   

  ⑤ 制御装置の取付け状態を点検する。   

        

5. センサー部 ① センサー、補助センサーの取付け状態及び作動状態を

点検する。 

検知範囲の測

定を含む 

    

  ② センサー及び補助センサー検出面の汚れの有無を点

検する。 

  

  ③ タッチスイッチ及び併用センサーの作動状態を点検

する。 
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6. 電気回路 ① 通常開閉動作及び反転動作を点検する。   

  ② 電線の支持、接続状態及び被覆の亀裂の有無を点検す

る。 

  

  ③ 絶縁抵抗を測定し、その良否を確認する。※ DC125

V 0.2M Ω以上 

必要に応じて

実施 

  ④ 電源電圧を測定し、その良否を確認する。※ AC100

V ±5％以内 

必要に応じて

実施 

        

7. その他 ① 電気錠の作動状況を点検する。   

  ② その他自動ドアの安全性及び機能等を維持するため

に必要な点検 

  

    

        

※印は、不具合・故障時に実施するものとする。 
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No.12 

熊本市こども文化会館 

舞台等音響装置保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館の舞台等音響装置の性能を維持し、常に良好な状態を保ち、設備の耐久化を図るため、年

２回、本業務を行うものである。 

 

２ 保守点検業務内容 

（１）音響調整卓              一式 

（２）入出力パッチ架            一式 

（３）出力制御架              一式 

（４）電力増幅架              一式 

（５）映像架                一式 

（６）再生機器               一式 

（７）移動型音響調整卓（映像機器含む）   一式 

（８）プロセニアスピーカー         一式 

（９）ステージサイドスピーカー       一式 

（10）壁回り盤・コンセント・マイク     一式 

（11）接続ケーブル・プロジェクター等    一式 

（12）カメラ制御架             一式 

（13）会議室音響装置（一式）        一式 

（14）電気音響装置機器動作特性の測定    音響調整卓・電力増幅器 

 

３ 一般的事項 

（１）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（２）故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。なお、当該処置につい 

ては、保守点検回数には算入しないものとする。 

（３）保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合及び将 

来において故障が予知され得るものが確認できたときは、速やかに部品取替え及び修理を行う 

ものとする。 

（４）部品の経年変化による消耗・破損及び取り扱い不注意による破損等の修理は保守点検業務に 

含まない。ただし、指定管理者の点検調整不備により故障を生じた場合は、指定管理者の負担 

で修理調整を行わなければならない。 

 

４ 点検項目 

年２回、装置の点検・調整を行う。 

（１）各機器の外観、動作確認 

（２）各機器の取り付け状態の検査、安全確認 

（３）各機器の測定、点検調整 



119 

（４）消耗部品の交換時期の判定 

（５）上記のほか、音響装置の性能を維持し、安全に利用するために必要な保守点検を行うこと。 

５ 保守点検業務対象機器明細 

（１）音響調整卓 

  ① 音響調整卓（脚部を含む）    ＷＲ－ＤＸ４００    １式 

  ② 音響調整卓用danteカード     ＷＲ－ＰＣ００１    ２枚 

  ③ 手元ライト           １８ＸＲ－４－ＬＥＤ  １本 

  ④ 専用置台            ＭＸＳ－Ｈ６１０    １台 

  ⑤ 専用置台用天板                     １枚 

（２）入出力パッチ架 

  ① ワイヤレス受信機        ＷＸ－ＵＲ５０４    １台 

  ② ワイヤレス受信機用 

チューナーユニット       ＷＸ－ＵＤ５００    ２台 

  ③ ファンタム電源         ＡＴ８５４６a      １台 

  ④ インカム親機          ＭＳ－７０２      １台 

  ⑤ 入出力パッチ盤                     １式 

  ⑥ ブザーユニット         ＳＳ－Ｒ２００     １台 

  ⑦ 音響操作パネル                     １式 

  ⑧ 制御部             ＩＣＰ－１０００    １台 

  ⑨ リレーユニット         ＩＣＰ－ＥＸＴ－ＰＹ８ １台 

  ⑩ 電源制御ユニット        ＷＵ－Ｌ６１      １台 

  ⑪ 収納架本体                       １架 

（３）出力制御架   

  ① パワーアンプＤ         ＷＰ－ＤＡ２０２    １台 

  ② デジタルプロセッサー      ＥＳＰ－００Ⅱ     １台 

  ③ デジタルプロセッサー用 

アナログ入力カード       ４×４ＡＵＤＩＯⅠ/０Ⅱ ３枚 

  ④ デジタルプロセッサー用 

アナログ出力カード       ４ch ＬＩＮＥＯＵＴＰＵＴＣＡＲＤⅡ １枚 

  ⑤ スイッチングＨＵＢ       ＳＷＸ２３００－８Ｇ  ２台 

  ⑥ スイッチングＨＵＢ       ＳＷＸ２１００－１０PoE １台 

  ⑦ 入力ジャック部                     １面 

    ⑧ 出力ジャック部                     １面 

  ⑨ danteカード          ＥＳＰ－００Ⅱ      １枚 

  ⑩ 電源制御ユニットＡ       ＷＵ－Ｌ６１      １台 

  ⑪ 端子部                         １式 

  ⑫ 収納架本体                       １架 

（４）電力増幅架 

  ① モニターユニット        ＭＰ１２１６      １台 

  ② 出力パッチ・スイッチ部                 １面 

  ③ パワーアンプＡ         ＰＸ１０        ３台 

  ④ パワーアンプＢ         ＷＰ－Ｈ１２２     １台 

  ⑤ パワーアンプＣ         ＷＰ－ＤＡ２０４    ２台 

  ⑥ 電源制御ユニット        ＷＵ－Ｌ６７      ２台 

  ⑦ 端子部                         １台 

⑧ 収納架本体                       １架 

（５）映像架  

  ① デジタルマルチスイッチャー   ＳＬ－６２Ｃ      １台 
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  ② 液晶モニター          ＬＣＤ１０１２     １台 

  ③ ブルーレイレコーダー      ＤＭＲ－ＢＲＳ５３０  １台 

  ④ ＶＰ制御部           ＩＣＰ－１０００    １台 

  ⑤ 映像受信機           ＤＣＥ－ＨＩＲＸ    １台 

  ⑥ デエンベデット         ＣＲＯ－ＡＥ１９    １台 

  ⑦ 外部入力パネル                     １枚 

  ⑧ 映像操作パネル                     １台 

  ⑨ 電源制御ユニット        ＷＵ－Ｌ６１      １台 

  ⑩ 収納ワゴン本体         ＣＷ１０ＴＦＢ     １台 

（６）再生機器 

  ① ＣＤレコーダー         ＣＤ－ＲＷ９００ＳＸ  ２台 

  ② メモリーレコーダー       ＳＳ－Ｒ２５０Ｎ    ２台 

  ③ 音声分配器           ＤＡ６         １台 

  ④ 電源制御ユニット        ＷＵ－Ｌ６１      １台 

  ⑤ 収納ワゴン本体         ＷＬ－Ｒ０２      １台 

  ⑥ 設定用ＰＣ           ＰｒｏＢｏｏＫ４５０Ｇ３ １台 

（７）移動型音響調整卓（映像機器含む） 

  ① 音響調整卓（操作ユニット）   ＷＲ－ＰＵ１００    １台 

  ② 音響調整卓（ミキシングエンジン）ＷＲーＤＸ１００    １台 

③ danteカード           ＷＲ－ＰＣ００１    １枚 

④ ＣＤレコーダー         ＣＤ－ＲＷ９００ＳＸ  １台 

  ⑤ メモリーレコーダー       ＳＳ－Ｒ２５０Ｎ    １台 

  ⑥ 音声分配器           ＤＡ６         １台 

  ⑦ スイッチングＨＵＢ       ＳＷＸ２３００－８Ｇ  ２台 

  ⑧ スイッチングＨＵＢ       ＳＷＸ２１００－１０ＰoE １台 

  ⑨ デエンベデット         ＣＲＯ－ＡＥ１９    １台 

  ⑩ 音響操作パネル                     １面 

  ⑪ 入力パッチ盤                      １面 

⑫ 電源制御ユニット        ＷＵ－Ｌ６１      １台 

⑬ デジタルマルチタイマー     ＳＬ－６２Ｃ      １台 

⑭ 液晶モニター          ＬＣＤ１０１２     １台 

⑮ ブルーレイレコーダー      ＤＭＲ－ＢＲＳ５３０  １台 

⑯ 映像操作パネル                     １台 

⑰ 外部入力パネル                     １面 

⑱ 収納ワゴン本体         ＣＴ３０ＴＩＯＭ    １台 

（８）プロセニアスピーカー 

  ① 遠距離スピーカー        ＷＳ－ＨＰ４００    １台 

  ② 近距離スピーカー        ＷＳ－ＨＰ４００    １台 

（９）ステージサイドスピーカー 

  ① ２ＷＡＹスピーカー       ＷＳ－ＡＲ２００－Ｋ   ２台 

  ② サブウーハー          ＷＳ－ＨＰ４８０     ２台 

  ③ 専用台車                              ２台 

  ④ フロアモニタースピーカー    ＰＲＸ４１２Ｍ        ２台 

  ⑤ はねかえりスピーカー         ＷＳ－ＡＲＯ８０－Ｋ    ２台 

  ⑥ スタンド            ２１４３６Ｂ      ２台 

  ⑦ モニタースピーカー       ＷＳ－ＡＲＯ８０－Ｋ  ２台 

  ⑧ 天井取付金具          ＷＳ－Ｑ１４８－Ｋ   ２台 

  ⑨ シーリングスピーカー      ＷＳ－Ａ８８      ４台 

  ⑩ ステージサイドスピーカー                ２面 
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  ⑪ 再生機器ワゴン接続盤                  １面 

   

 

（１０）壁回り盤・コンセント・マイク 

  ① 下手袖コンセント盤                   １面 

  ② 舞台上手マルチコンセント                １面 

  ③ 客席マルチコンセント                  ２面 

  ④ 舞台床マイクコンセント                 ３面 

  ⑤ 客席前マイクコンセント                 ２面 

  ⑥ 客席スピーカーコンセント                ６面 

⑦ エアモニターマイク装置     Ｃ３９１Ｂ       ２式 

  ⑧ ショックマウント        Ｈ８５         ２個 

  ⑨ 取付金具                        ２式 

  ⑩ ワイヤレスアンテナ       ＷＸ－４９５０Ａ    ４本 

  ⑪ ワイヤレスマイク（ハンド型）  ＷＸ－４１００Ｂ    ６本 

  ⑫ ワイヤレスマイク（タイピン型） ＷＸ－４３００Ｂ    ６本 

  ⑬ ダイナミックマイクＡ      ＷＭ－ＶＤ１１０    ５本 

  ⑭ ダイナミックマイクＢ      ＷＭ－ＳＤ１２０    ５本 

  ⑮ コンデンサーマイク       Ｃ３９１ーＢ      ５本 

  ⑯ マイクスタンド（卓上型）    ＷＮ－ＤＳ１２０   １０台 

  ⑰ マイクスタンド（フロア型）   ＷＮ－ＦＳ１４０   １０台 

  ⑱ マイクスタンド（ブーム型）   ＷＮ－ＢＳ１５０   １０台 

（１１）接続ケーブル・プロジェクター等 

  ① 音声パッチケーブル（０．５ｍ） ＥＣ００５Ｂ     ３０本 

  ② 音声パッチケーブル（１．０ｍ） ＥＣ０１Ｂ      ３０本 

  ③ スピーカーパッチケーブル（０．５ｍ）ＳＣ００５－ＮＬ １０本 

  ④ スピーカーパッチケーブル（１．０ｍ）ＳＣ０１－ＮＬ  １０本 

  ⑤ ＬＡＮケーブル（１０ｍ）    ＥＴＣ１０Ｌ－Ｍ   １０本 

  ⑥ マイクケーブル（１０ｍ）    ＥＣ１０Ｂ      ２０本 

  ⑦ マイクケーブル（２０ｍ）    ＥＣ２０Ｂ      １０本 

  ⑧ スピーカーケーブル（１０ｍ）  ＳＣ１０－ＮＬ    １０本 

  ⑨ スピーカーケーブル（２０ｍ）  ＳＣ２０－ＮＬ     ６本 

  ⑩ マルチケーブル８ｃｈ（１０ｍ） ８Ｃ１０－Ｍ２     ６本 

  ⑪ マルチケーブル８ｃｈ（３０ｍ） ８Ｃ３０－Ｍ２     ２本 

  ⑫ マルチケーブル１６ｃｈ（１０ｍ）１６Ｃ１０－Ｍ２    ６本 

  ⑬ マルチケーブル１６ｃｈ（３０ｍ）１６Ｃ３０－Ｍ２    ２本 

  ⑭ パラボックス８ｃｈ       ８Ｊ１２Ｎ１２     ２台 

  ⑮ パラボックス１６ｃｈ      １６Ｊ１２Ｆ１２    ２台 

  ⑯ ベルトパック子機        ＲＳ－７０２      ２台 

  ⑰ インカム子機          ＫＢ－７０２      ３台 

  ⑱ ボックス            Ｖ－ＢＯＸ       １台 

  ⑲ インカムプレート                    ２枚 

  ⑳ ヘッドセット          ＣＣ－１００      ５式 

  ㉑ ＤＬＰプロジェクター      ＰＴ－ＲＷ９３０ＪＬＢ １台 

  ㉒ レンズ             ＥＴ－ＤＬＥ３５０   １枚 

  ㉓ 置台                          １台 

  ㉔ 映像受信機           ＤＣＥ－ＨＩＲＸ    １台 

（１２）カメラ制御架 

  ① ＰｏＥＨＵＢ          ＰＮ２８０５８     １台 
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  ② 液晶モニター          ＳＨＩ８５０Ｓ     １台 

  ③ ＴＶ変調器           ＡＦ－ＢＢ１００    １台 

  ④ ブルーレイレコーダー      ＤＭＲ－Ｔ４０００Ｒ  １台 

  ⑤ ライブスイッチャ        ＡＷ－ＨＳ５０     １台 

  ⑥ カメラコントロール       ＡＷ－ＲＰ５０     １台 

  ⑦ 外部入力パネル                     １台 

  ⑧ 音声変換器           ＢＵＣ－１６０     １面 

  ⑨ ＳＤＩ分配器          ＩＳＤ－１０４Ａ    １台 

  ⑩ 電源制御ユニット        ＷＵ－Ｌ６１      １台 

  ⑪ 機器架本体                       １架 

  ⑫ ＨＤカメラ           ＡＷ－ＨＥ７０ＳＫ９  １台 

  ⑬ カメラコントローラ       ＡＷ－ＲＰ５０     １台 

  ⑭ 液晶モニター          ＳＨ１８５０Ｓ     １台 

  ⑮ スタンド            ＳＨ ＳＴＤ      １台 

（１３）会議室音響装置（一式） 

  ① システムラック         ＷＬ－Ｒ０１      １台 

  ② ワイヤレスレシーバー      WX-UR５０４      １台 

  ③ パワーコントローラー      ＷＶ－Ｌ６７      １台 

  ④ オーディオミキサー       ＷＲ－Ｘ０２      １台 

  ⑤ パワーアンプ          ＷＰ－１２００Ａ    ３台 

  ⑥ ＣＤプレーヤー        ＳＬ－Ｐ３７１５Ｐ    １台 

  ⑦ カセットデッキ        ＲＳ－ＴＲ４７５０    １台 

（１４）電気音響装置機器動作特性の測定 

  ① 伝送周波数特性の測定 

  ② 歪み率特性の測定 

  ③ Ｓ／Ｎ比特性の測定 
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No.13 

熊本市こども文化会館 害虫消毒業務仕様書 

 

 

１ 総則 

この仕様書は、会館の害虫消毒業務を行うための大要を示したもので、建物内への薬剤処理を

年２回、実施し、鼠及び害虫の棲息を防止するものである。 

 

２ 業務実施場所 

  熊本市こども文化会館全館 

 

３ 対象種別 

  鼠、ゴキブリ、ハエ、カ、ダニ等の衛生害虫 

 

４ 防除の方法 

（１）害虫の防除 

   水性サフロチン乳剤を水にて２０倍に希釈し、加圧式噴霧機により１平方メ－ 

トルあたり５０ｃｃ程度を館内の必要箇所に散布する。また、エクスミン乳剤を動力 

噴霧機を用い１立方メ－トルあたり５ｃｃ程度を同様に煙霧し、最大の駆除効果を上げること。 

（２）鼠属の防除 

       ① 会館全般のねずみの動向、棲息、侵入の状況を調べ、それに基づき設置場所の打合せを行 

い、殺鼠防鼠剤（クマリン系）を建物内に配置し喫食させる。       

   ② 前回の結果、残存したねずみの有、無を確認し、未だ生存する鼠が認められた場合、殺鼠 

剤の補充、点検、交換、配置変更等を行い生存する鼠がいなくなるまで作業を続行し、いな

くなった時点で鼠属防除終了とする。 

 

５ 使用薬剤 

（１）水性サフロチン乳剤「ＳＥＳ」 

（２）エクスミン乳剤「ＳＥＳ」 

（３）クマリン系殺鼠剤 

 

６ 使用する薬剤は、厚生労働省認可薬品で人畜無害の薬品とする。 

 

７ 作業にあたっては、作業計画により特に火災防止、危険防止に万全を期すものとする。 

 

８ 業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

 

９ 作業中、室内及び備品等を破損させた場合、その他作業員の責に帰すべき事由により損害を及

ぼした場合は、市はその責めを負わない。 
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No.14 

熊本市こども文化会館 

直流電源装置保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館の直流電源装置の性能を維持し、常に安全かつ良好な状態を保ち、設備の耐久化を図るた

め年２回、本業務を行うものである。 

 

２ 一般的事項 

（１）直流電源装置について、普通点検、精密点検をそれぞれ年 1 回行い、常に装置の正常な状態 

を保持しなければならない。 

（２）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（３）故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。なお、当該処置につい 

ては、保守点検回数には算入しないものとする。 

（４）保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合及び将 

来において故障が予知され得るものが確認できたときは、速やかに部品取替え及び修理を行う 

ものとする。 

（５）部品の経年変化による消耗・破損及び取り扱い不注意による破損等の修理は保守点検業務に 

含まない。ただし、指定管理者の点検調整不備により故障を生じた場合は、指定管理者の負担 

で修理調整を行わなければならない。 

 

３ 概要 

（１）鉛蓄電池           ５４セル 
（２）容量             ５０ＡＨ 

（３）電圧             １０８Ｖ 

 

４ 点検内容及び保守 

（１）普通点検  頻度：年１回 

         内容：直流電源装置全般を点検し、調整、清掃等を行う。 

            整流器外観点検 

            整流器機能点検       電圧・電流測定 

            蓄電池外観点検 

            蓄電池機能点検       電圧測定 

（２）精密点検  頻度：年１回 

         内容：直流電源装置全般の精密点検を行い、予防保全的措置をとるものとする。 

            整流器外観点検 

            整流器機能点検       電圧・電流測定 

            蓄電池外観点検 

            蓄電池機能点検       電圧測定 

            直流電源装置総合点検    停電試験、絶縁抵抗測定、警報動作試験 
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No.15 

熊本市こども文化会館 

消防用設備等保守点検業務仕様書 

 

 

１ 基本事項 

消防用設備等を適正に維持保全してゆくためには、その点検及び保守等の保全業務が重要であ

り、本仕様書により、業務の明確化を図り、当業務を円滑に実施するものとする。 

 

２ 保守点検業務概要 

  消防用設備 

（１）消火器具                     一式 

（２）屋内・屋外消火栓設備               一式 

（３）スプリンクラー設備                一式 

（４）自動火災報知設備                 一式 

（５）ガス漏れ火災警報設備               一式 

（６）非常警報設備                   一式 

（７）誘導灯及び誘導標識                一式 

（８）排煙設備                     一式 

（９）避難器具                     一式 

（10）配線点検                     一式 

  非常電源設備 

（１）非常電源設備専用受電設備             一式 

（２）ディーゼル機関                  一式 

 詳細は、別紙（機器別点検項目リスト）参照のこと。 

 

３ 保守点検 

（１）点検内容及び方法 

消防用設備等の点検は、消防法第１７条の３の３、及び消防法施行規則第３１条の６の規定

に基づき、「消防用設備等又は特殊消防用設備等の種類及び点検内容に応じて行う点検の期間、

点検の方法並びに点検の結果についての報告書の様式（平成２１年消防庁告示第２号）」及び

「消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する点検票の様式（平成

２１年消防庁告示第９号）」及び「消防用設備等の点検要領の全部改正について（平成２１年

消防予第１３２号）」に定めるところにより適正に行い、必要に応じて、保守、修理その他の

措置を講じるものとする。 

また、非常電源設備の点検については、電気事業法、建築基準法及び消防法の定めるところ

により適正に行い、必要に応じて、保守、修理その他の措置を講じるものとする。 

消防用設備    機器点検           １回／６月 

機器点検及び総合点検     １回／１年 

    非常電源設備   非常電源設備専用受電設備   ２回／１年 

ディーゼル機関        １回／６月 

なお、消防法施行規則の一部改正（平成１４年総務省令第１０５号）に伴う事項については、

関係告示の定めるところによること。 

（２）年間定期点検作業計画 

   関係者との密接な協議調整の上、年度当初に点検作業における日時、要領、仮設、安全等の

計画をたて、作業の円滑を図ること。 
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（３）一般事項 

   点検を行うにあたっては、関係者と十分協議し危害発生の防止を図るとともに当点検に係る

設備の概要、状態等を十分把握すること。 

   点検終了後は、電源電圧の確認、スイッチ類の位置、収納状況等を再確認することにより、

必ず元の状態に復しておくものとし、機器類は、点検と同時に清掃を行うこと。 

（４）点検資格者 

点検を行う者は、消防設備士免状の交付を受けている者又は総務大臣が認める資格を有する

者と 

し、点検作業中は消防設備士免状等を携帯していること。（消防法第１７条の３の３、第１７

条の１３） 

（５）異常時の対処、臨機の措置 

保守点検期間中及び点検時に、機器等に異常が認められた場合は、直ちに必要な措置を講じ

ること。 

 

４ 業務報告 

  業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

 

５ 業務の安全衛生管理 

  安全衛生に関する事項については、関係法令に従って管理を行う。また業務の実施にあたって

は、常に整理整頓を行い、危険な場所には必要な安全措置を講じ事故防止に努めること。 
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機器別点検項目リスト                            別 紙 

消防用設備等保守点検（消防用設備） 

区  分 点検項目 数 量 外観・機能 総合点検 

(1)消火器具 １ 粉末消火器 ２８本    ○    ○ 

(2)屋内・屋外消火栓設備 １ 加圧送水装置 １組    ○    ○ 

 ２ 制御盤 １面    ○    ○ 

 ３ 消火栓 ２０組    ○    ○ 

 ４ 水源（貯水槽・給水装置・バルブ類等） １組    ○    ○ 

 ５ 呼水装置 １組    ○    ○ 

 ６ 放水試験 １式     ○ 

(3)スプリンクラー設備 １ 加圧送水装置 １組    ○    ○ 

 ２ 起動装置 １組    ○    ○ 

 ３ ヘッド ２０１個    ○    ○ 

 ４ 制御盤   １面    ○    ○ 

 ５ 消火栓   補助散水栓箱   ４組    ○    ○ 

 ６ 流水検知装置   １組    ○    ○ 

 ７ 呼水装置   １組    ○    ○ 

 ８ 送水口  １箇所    ○    ○ 

 ９ 圧力スイッチ   １個    ○    ○ 

 10 水源（貯水槽・給水装置・バルブ類等）   １組    ○    ○ 

(4)自動火災報知設備 １ 受信機Ｐ型１級  22/25Ｌ   １面    ○    ○ 

 ２ 受信機Ｐ型１級    １面    ○    ○ 

 ３ 副受信機  22/25Ｌ   １面    ○    ○ 

 ４ 副受信機   １面    ○    ○ 

 ５ 差動・補償スポット型感知器  ６１個    ○    ○ 

 ６ 定温式スポット型感知器  ２７個    ○    ○ 

 ７ 煙感知器 １１１個    ○    ○ 

 ８ 発信機Ｐ型１級  １５個    ○    ○ 

 ９ 表示灯  １５灯    ○    ○ 

 10 音響装置  ２４個    ○    ○ 

 11 消火栓起動装置   １個    ○    ○ 

 12 常用電源   １組    ○    ○ 

 13 予備電源（受信機のみ）   １組    ○    ○ 

(5)ガス漏れ火災警報設備 １ 受信機（個別） 2/5Ｌ   １面    ○    ○ 

 ２ 検知器（警報付）   ３個    ○    ○ 

 ３ 警報装置   ６個    ○    ○ 

 ４ 表示灯   １灯    ○    ○ 

 ５ 常用電源   １組    ○    ○ 

 ６ 予備電源（受信機のみ）   １組    ○    ○ 

(6)非常警報設備 １ 増幅器操作部 ３６０Ｗ   １台    ○    ○ 

 ２ 増幅器操作部    ２台    ○    ○ 

 ３ 自動火災報知設備連動加算   １台    ○    ○ 

 ４ 非常放送用スピーカー １１３個    ○    ○ 

 ５ 起動装置   １個    ○    ○ 

 ６ 常用電源   １組    ○    ○ 

 ７ 非常電源   １組    ○    ○ 

(7)誘導灯及び誘導標識 １ 誘導灯  ８３灯    ○    ○ 

(8)排煙設備 １ 制御盤  14/25Ｌ   １面    ○    ○ 
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 ２ 制御盤   ４面    ○    ○ 

 ３ 煙感知器 ２２個    ○    ○ 

 ４ 差動・補償スポット型感知器   ３個    ○    ○ 

 ５ ダンパーＦＤ以外（自動復帰式）   ４個    ○    ○ 

 ６ 排煙口   ８個    ○    ○ 

 ７ 防火戸 ドア式Ｓ型   ３枚    ○    ○ 

 ８ 防火戸 ドア式Ｗ型   ４枚    ○    ○ 

 ９ 電動式シャッター 煙連動  １０枚    ○    ○ 

 10 可動垂れ壁  １３連    ○    ○ 

 11 自然排煙口  ２２組    ○    ○ 

 12 排煙装置起動盤  モーター駆動   １台    ○    ○ 

 13 排煙装置起動盤  起動盤   １面    ○    ○ 

(9)非難器具 １ 緩降機（地上階数３以下）   １組    ○    ○ 

 ２ 緩降機（地上階数４以下）   １組    ○   ○ 

(10)配線点検 １ 絶縁抵抗測定及び配線点検   １式    ○    ○ 

 

消防用設備等保守点検（非常電源設備） 

区  分 点検項目 数 量 機器仕様 点検周期 

(1)非常電源設備専用受電設備 １ 高圧受電設備 １式 300ＫＶＡ以下 ２回/１年 

(2)ディーゼル機関 １ 低圧、簡易、ラジエーター式 １組 200ＫＶＡ以下  ６ヵ月毎 
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No.16 

熊本市こども文化会館 

防火設備等定期点検業務委託仕様書 

 

１ 総則 

会館において、建築基準法に基づき設置される防火シャッター、防火扉及び可動防煙壁（以下

「防火設備等」という。）について、同法第１２条第４項に基づく定期点検を実施するとともに、

正常な状態を維持するための機能調整等を実施する。 

 

２ 業務の範囲 

（１）「４ 業務の実施（１）適用基準等」に基づき、防火設備等の点検等を実施する。 

（２）機能調整等の業務範囲は次のとおりとする。 

ア 作動不良、ずれ、がたつき等がある場合の調整 

イ ボルト、ビス、ナット等で緩みがある場合の増締め及び抜け部分の補充 

ウ 各部の清掃及び可動部分の潤滑油の注油処置 

エ 応急措置の必要がある場合の対応 

 

３ 業務の対象設備一覧 

（１）防火シャッター 

煙感知器連動タイプ   10 箇所 

（２）可動防煙壁 

煙感知器連動タイプ   13 箇所 

（３）防火扉 

煙感知器連動タイプ   7 箇所 

 

４ 業務の実施 

（１）適用基準等 

定期点検及び機能調整等（以下「点検等」という。）の実施に当たり適用する基準は次のと

おりとする。なお、参考とする基準等については契約時の最新のものを適用すること。 

ア 建築物の定期調査報告における調査及び定期点検における点検項目、方法及び結果の判定

基準並びに調査結果を定める件（平成 20 年 3 月 10 日国土交通省告示第 282 号（改正令和

7 年 1 月 29 日国土交通省告示第 53 号）） 

イ 防火設備の定期検査報告における検査及び定期点検における点検項目、方法及び結果の判

定基準並びに調査結果を定める件（平成 28 年 5 月 2 日国土交通省告示第 723 号（改正令

和 7 年 1 月 29 日国土交通省告示第 53 号）） 
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ウ 特定建築物等定期調査業務基準（（一財）日本建築防災協会 発行） 

エ 防火設備定期検査業務基準（（一財）日本建築防災協会 発行） 

（２）点検資格者 

点検等は、法令で定められた資格を有する者が実施すること。 

（３）関係法令等の遵守 

    業務の実施に当っては、適用を受ける関係法令等を遵守し業務の円滑な遂行を図ること。 

正常に復するよう処置するもの。 

（４）点検時の安全管理等 

ア 点検時は、名札又は腕章等をして周囲に対して点検者であることがわかるようにする。 

イ 点検箇所周囲の施設利用者の安全に十分注意し、必要に応じてバリケード及び進入防止の

表示をする等、安全対策に配慮する。 

ウ 点検時の転落、感電及び駆動部分への巻き込み事故等に注意し、必要に応じてヘルメット、

安全帯等の安全保護具の着用を徹底する等、点検者の事故防止に努める。 

エ 随時閉鎖式防火設備が他の設備と連動している場合は、十分な事前準備と安全を確認した

上で実施する。 

オ 随時閉鎖式防火設備点検終了後は、関連機器の電源電圧の確認、スイッチ類の位置等を再

確認することにより必ず元の状態に復元する。 

カ 汚損や損傷を防止するため、作業内容に応じて養生等を行う。 

（５）発生材の処理 

発生材の処理については、関係法令に基づき受託者の責任において適正に処分する。 

  （６）業務報告 

業務完了後速やかに業務報告書を作成し、保管すること。 

 

【業務報告書】 

ア点検報告書：各防火設備等の点検結果 

（ァ）防火シャッター・防火扉・可動防煙壁等の点検結果※ 

※報告様式は告示第 723 号（改正令和 7 年 1 月 29 日国土交通省告示第 53 号）に定められ

た様式をもとに作成すること。 

（ィ）防火設備等の位置図 

イ 写真帳 

（ァ）開閉前後写真（各防火設備毎に整理） 

（ィ）点検等の作業状況（防火設備種別毎に整理） 

（ゥ）不良箇所の写真（該当箇所全て） 

ウ 不良箇所の修繕等に要する見積書 

エ その他上記の補足資料 
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No.17 

熊本市こども文化会館 

からくり時計保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館のからくり時計の性能を維持し、常に良好な状態を保ち、設備の耐久化を図るため、年１回、

本業務を行うものである。 

 

２ 保守点検業務内容 

（１） 時計            一式 

（２） 外装造作          一式 

（３） 親時計との連動機能点検   一式 

 

２ 一般的事項 

（１） 業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（２） 故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。なお、当該処置につい

ては、保守点検回数には算入しないものとする。 

（３） 保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合及び将

来において故障が予知され得るものが確認できたときは、速やかに部品取替え及び修理を行う

ものとする。 

（４） 部品の経年変化による消耗・破損及び取り扱い不注意による破損等の修理は保守点検業務に

含まない。ただし、指定管理者の点検調整不備により故障を生じた場合は、指定管理者の負担

で修理調整を行わなければならない。 

 

３ 保守点検業務対象機器明細 

（１）時計 

  ① 塔時計本体          １ 

  ② 時計造作           １ 

（２）外装造作 

  ① フレーム           １ 

  ② 外装パネル・その他装飾    １ 

    外装については、ビス類などの部品の脱落が無いように対策を施すこと。 

（３）親時計との連動機能点検 

  ① 時計ラック※         １ 

  ※親時計設備は建物側の管轄になるため、本展示保守に含まれない。 
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No.18 

熊本市こども文化会館 

電波障害対策設備保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館のビル陰テレビ共聴設備の性能を維持し、常に安全かつ良好な状態を保ち、設備の耐久化を

図るために、年１回、行うものとする。 

 

２ 一般的事項 

（１）年１回、ビル陰テレビ共聴設備の点検、調整等を行い、常に設備の正常な状態を保持しなけ 

ればならない。 

（２）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（３）故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。なお、当該処置につい 

ては、保守点検回数には算入しないものとする。 

（４）保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合及び将 

来において故障が予知され得るものが確認できたときは、速やかに部品取替え及び修理を行う 

ものとする。 

（５）部品の経年変化による消耗・破損及び取り扱い不注意による破損等の修理は保守点検業務に 

含まない。ただし、指定管理者の点検調整不備により故障を生じた場合は、指定管理者の負担 

で修理調整を行わなければならない。 

 

３ 保守点検業務対象設備機器 

  ビル陰テレビ共聴設備     一式 

 

４ 保守点検業務仕様 

 年１回設備の点検・調整を行う。 

（１）受信点（ＵＨＦ，ＶＨＦアンテナ）の点検、調整 

（２）ブースターの点検、調整 
（３）分岐器及び分配器の点検、調整 

（４）電源挿入器の点検、調整 

（５）引込保安器の外観点検 

（６）配線材（同軸ケーブル）の外観点検 

（７）上記のほか、設備の性能を維持するために必要な保守点検を行うこと。 
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No.19 

熊本市こども文化会館 

ＩＴＶ装置保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館のＩＴＶ装置の性能を維持し、常に安全かつ良好な状態を保ち、設備の耐久化を図るため年１

回、本業務を行うものである。 

 

２ 一般的事項 

（１）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（２）故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。なお、当該処置につい 

ては、保守点検回数には算入しないものとする。 

（３）保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合及び将 

来において故障が予知され得るものが確認できたときは、速やかに部品取替え及び修理を行う 

ものとする。 

（４）部品の経年変化による消耗・破損及び取り扱い不注意による破損等の修理は保守点検業務に 

含まない。ただし、指定管理者の点検調整不備により故障を生じた場合は、指定管理者の負担 

で修理調整を行わなければならない。 

 

３ 保守点検業務対象装置明細 

  カメラ部           ８台 

警備室内リモート架      １台 

モニターテレビ架       ３台 

 

４ 保守点検業務仕様 

 年１回、装置の点検・調整を行う。 

（１）カメラ部の点検 

  ① ビーム、フォーカス及び旋回台等の点検、調整 
  ② レンズ、ケース等の清掃 
（２）リモート架ユニットの点検 
  ① モニタ－テレビの点検、調整及び本体、ブラウン管表面等の清掃 
  ② 操作制御部の点検、確認及び本体等の清掃 
  ③ ビデオ部の点検、確認及び本体等の清掃 
（３）モニターテレビ架の点検 

  ① モニタ－テレビの点検、調整 

② カメラコントロ－ルの点検、調整及び本体部等の清掃 
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No.20 

熊本市こども文化会館 

中水用濾過機設備保守点検業務仕様書 

 

１ 総則 

会館の中水用濾過機設備の性能を維持し、常に安全かつ良好な状態を保ち、設備の耐久化を図るた

め、年１回、本業務を行うものである。 

 

２ 一般的事項 

（１）年１回、中水用濾過機設備の点検を行い、設備、清掃等の処置により、常に正常な状態を保 

持しなければならない。 

（２）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（３）故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。なお、当該処置につい 

ては、保守点検回数には算入しないものとする。 

（４）保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合及び将 

来において故障が予知され得るものが確認できたときは、速やかに部品取替え及び修理を行う 

ものとする。 

（５）部品の経年変化による消耗・破損及び取り扱い不注意による破損等の修理は保守点検業務に 

含まない。ただし、指定管理者の点検調整不備により故障を生じた場合は、指定管理者の負担 

で修理調整を行わなければならない。 

 

３ 保守点検業務対象設備機器 

  サンライト６号型濾過機   １台 

 

４ 保守点検業務仕様 

（１）濾過機（濾過タンク・電動操作弁・接点付圧力計・流量計・エアー弁）の点検調整 

（２）水中ポンプ（濾過ポンプ２台・逆洗ポンプ１台）の点検調整 

（３）水質測定（残留塩素・ＰＨ値） 

（４）上記のほか、設備の性能を維持するために必要な保守点検を行うこと。 
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No.21 

熊 本 市 こ ど も 文 化 会 館 

電動収納式移動観覧席設備保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館の移動観覧席の性能を維持し、常に安全かつ良好な状態を保ち、設備の耐久化を図るために、

年１回、行うものとする。 

 

２ 一般的事項 

（１）年１回、電動収納式移動観覧席の点検、調整等を行い、常に設備の正常な状態を保持しなけ 

ればならない。 

（２）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

（３）故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。なお、当該処置につい 

ては、保守点検回数には算入しないものとする。 

（４）保守点検業務中、各機器の部品の取替え、その他の修理を要する箇所を発見した場合及び将 

来において故障が予知され得るものが確認できたときは、速やかに部品取替え及び修理を行う 

ものとする。 

（５）部品の経年変化による消耗・破損及び取り扱い不注意による破損等の修理は保守点検業務に 

含まない。ただし、指定管理者の点検調整不備により故障を生じた場合は、指定管理者の負担 

で修理調整を行わなければならない。 

 

３ 保守点検業務対象設備機器 

  電動収納式移動観覧席（ＲＣＳ－２２－３２）  ２２８席 

 

４ 保守点検業務仕様 

（１）設備各部の外観損傷、歪み、磨耗状況等の目視点検 

（２）設備各部の清掃点検を行うこと。その他、ネジ締め、注油 

（３）設備各部について、動作の確認を行うこと。また、必要に応じて調整修理 

（４）配線ケーブル点検 

（５）絶縁抵抗試験 

（６）上記のほか、移動観覧席設備の性能を維持し、安全に利用するために必要な保守点検を行うこ

と。 
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No.22 

熊本市こども文化会館 

樹木剪定・害虫駆除業務仕様書 

 

 

１ 総則 

        会館敷地内にある樹木の景観を維持し、常に整備された状態を保つために、年１回、本業

務を行うものである。 

 

２ 業務内容 

（１）剪定 

                それぞれの樹木の特性に応じて最も適切な時期及び方法により剪定を行うこと。また、 

                 景観にも配慮して行うこと。 

（２）害虫駆除 

           害虫駆除の実施にあたっては、強風・雨天等は避けて行うこと。また、薬剤は内容及び 

                 成分等の十分な検討を行い、最も適切な薬剤を使用すること。 

 

３ その他 

（１）道路に面しているため、業務中は職務に専念して事故がないよう心がけること。 

（２）その他業務について必要が生じた場合、市と指定管理者が協議して定める。 
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No.23 

熊本市こども文化会館 

湧水ピット清掃業務仕様書 

 

 

１ 総則 

  会館の湧水ピットの性能を維持し、常に安全かつ良好な機能を保ち、設備の耐久化を図るため

に本業務を行うものである。 

 

２ 清掃業務の範囲 

  湧水ピット ９ヶ所 合計２６２㎥  

 

３ 一般的事項 

（１）清掃に必要な資機材は、すべて指定管理者の負担とし、使用する資機材は、品質良好、清潔 

かつ最適なものを使用すること。 

（２）故障等緊急の場合は、迅速に正常に復するよう処置するものとする。 

（３）清掃業務が終了したときは、湧水ピットの周囲を入念に清掃することとし、現場の整理整頓 

に努めること。 

（４）業務終了後、直ちに業務報告書を作成し、保管すること。 

   なお、業務報告書には、清掃前及び清掃後の写真を添付すること。 
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No.24 

熊本市こども文化会館 

産業廃棄物収集運搬処理業務仕様書 

 

 

１ 総則 

この仕様書は、会館の産業廃棄物収集運搬処理作業を行うための大要を示したもので、会館の 

状況と対照して当然実施しなければならないと認められること及び軽微なことについては、仕様 

書に記載のない場合又は、事項についても誠実に実施するものとする。 

 

２ 業務の遂行 

業務は誠実に実施し、環境衛生及び美化に努めること。 

 

３ 作業内容 

 １年間に排出した廃プラスチック、金属屑等を熊本市中央区新町１丁目３番１１号 熊本市こ

ども文化会館敷地内で１年に１回収集排出する。 

 

４ 業務遂行上の留意点 

  不特定多数の児童が利用する施設であるため、業務の遂行にあたっては、事故発生防止に留意

すること。 

 

５ 損害賠償 

会館内の建物、工作物及び器物を破損した場合は、速やかに在来同等品で復旧すること。 

 

（参考）熊本市こども文化会館産業廃棄物排出内容 

令和４年度、令和５年度、令和６年度は排出実績なし。 

令和７年度に１，０４０Kg の排出実績あり。 
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No.26 

熊本市こども文化会館 

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）保守点検業務仕様書 

 

 

１ 総則 

会館の自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の性能を維持し、適切な管理を行うため本業務を行うも

のである。 

 

２ 業務内容 

（１）指定管理者は、ＡＥＤの日常点検等を実施する者として「点検担当者」を定めること。 

（２）日常点検の実施 

ＡＥＤ本体のインジケータランプの色や表示により、ＡＥＤが正常に使用可能な状態を示し 

ているか確認を行い、点検記録を作成し保管すること。なお、異常を示していた場合は、早急 

  に対応すること。 

（３）表示ラベルによる消耗品の管理 

表示ラベルに電極パッド及びバッテリの交換時期を記載し、外部から容易に確認できるよう

にＡＥＤ本体又は収納ケース等に取り付け、交換時期を把握すること。 

（４）消耗品の交換 

交換時期がきた電極パッドやバッテリ等については、すみやかに交換を実施すること。 

① 電極パッド（使用期限：約１年半、または救命処置に使用した場合） 

② バッテリ（使用期限：約４年） 

③ 収納ボックスの乾電池交換 

（５）部品の経年変化による消耗・破損及び取扱い不注意による破損等の修理は、本保守点検業務

に含まない。但し、指定管理者の点検不備により故障を生じた場合は、指定管理者は無償で修

理調整を行わなければならない。 
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No.27 

熊本市こども文化会館 

ホール舞台等運営管理業務仕様書 

 

 

１ 総則 

  熊本市こども文化会館（以下「会館」という。）のホール舞台設備及び各種施設設備の運営管理 

業務に関する仕様を定め、当該業務を合理的かつ効率的に執行することを目的とし、その目的を 

達成するために舞台・音響・照明の運営業務及び各種施設設備の維持管理業務に従事する職員を

配置し、当該業務を行うもの。 

 

２ 業務内容 

（１）舞台道具類の搬出入の立会い 

（２）舞台・音響・照明設備の操作及び進行業務並びに点検保守 

（３）舞台・音響・照明設備の定期的保守点検の立ち会い及び清掃 

（４）催し物の内容についての主催者との打ち合わせ 

（５）関係備品の管理業務及び定期的確認 

（６）ホール附属設備利用料計算書作成 

（７）業務日報作成 

（８）その他必要とするホール等の管理運営業務 

 

３ 一般事項 

（１）ホール舞台等の使用区分 

  ① 午前（9：00～12：00）・午後（13：00～17：00）・夜間（18：00～20：30）の３区分と

する。 

  ② 使用時間の繰上げ、延長については熊本市こども文化会館条例による。 

（２）業務従事者 

  ① 開館時間には、業務に従事する職員（以下「業務従事者」という。）を１人以上配置し、利

用者に対するサービス水準の維持及び向上に努めること。 

  ② ３人以上の業務従事者による勤務割り振りにより、繁忙時、閑散時を考慮したシフト組み

による調整を行い、適切な人数で配置すること。 

  ③ 業務従事者は、その内容に応じ必要な知識及び技能を有していなければならない。また法

令により業務を行う者の資格が定められている場合は、当該資格を有する者が業務を行うこ

と。 

（３）業務責任者 

① 業務従事者の内１人を業務責任者とする。 

  ② 業務責任者とは、業務を総合的に把握し、調整を行う者をいう。 

（４）施設管理責任者 

   施設管理責任者とは、建築物等の管理に携わる者で、会館が指定する者をいう。 

（５）施設管理担当者 

   施設管理担当者とは、施設管理責任者が指定する者をいう。 

（６）勤務時間 

① 業務従事者の勤務時間は１日８時間、週４０時間を基準とする。 

  ② ホール運営上、使用区分を超えた勤務体制となる場合がある。朝１時間の繰上げ貸付けに

よる午前８時出勤、又は夜１時間の延長貸付けによる午後９時３０分までの勤務となる場合

がある。 
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  ③ ホール運営上、２以上の使用区分を連続使用する場合においては、休憩時間の変更をする

ことがある。 

（７）休館日 

   休館日に業務従事者の配置は行わない。ただし、臨時開館や打ち合わせ及び保守点検立会い

等がある場合はこの限りではない。 

（８）服装・接客態度等 

   業務従事者は、公共施設であることを認識し、服装・身なり及び言動に留意し、舞台公演等

に支障を及ぼす行為を慎み、業務を行うこと。 

（９）その他 

  ① 業務従事者は、業務上知り得た管理業務に関する事項を他人に漏らしてはならない。 

  ② 本仕様書は、運営管理業務の大要を示すもので、明記していない業務でも他との関連性か

ら施設管理責任者及び施設管理担当者が必要と認める場合は、その指示により実施するもの

とする。 

 

４ 業務報告書 

  業務の結果を記載した業務報告書を作成し、施設管理担当者に提出すること。 

 

５ 業務従事者に求められる資格 

（１）舞台機構調整技能士（音響１級～３級） 

（２）照明技術者技能認定 

ただし、上記資格は、重複して所有することを妨げない。 

６ その他 

（１）消防訓練等の参加 

   ホール舞台等を含む会館運営管理について、消防訓練及び非難誘導訓練等参加が必要な行事

がある場合は、業務に支障がない限り参加すること。 

（２）法令遵守 

   労働基準法その他の法令を遵守した業務を実施すること。 

（３）その他 

   会館の運営形態を十分把握し、必要に応じ協議を行い、ホール舞台等運営管理業務を円滑に

遂行すること。 
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No.28 

熊本市こども文化会館 

床マット賃貸借業務仕様書 

 

 

      １ 総則 

会館内への塵芥の入り込みを防ぎ、快適な環境及び良好な衛生状態を保つため、フロアーに

マットを敷設し、定期的な交換を行う。 

 

２ 業務内容 

（１）設置場所及び数量 

マットの設置場所、規格及び数量は、概ね次のとおりとする。なお、枚数については、 

２３枚以上敷設するものとする。 

 

 階 設 置 場 所 規   格 数量 

地 階 自動ドア 駐輪場側入口   800×1200 程度  １枚 

自動ドア 駐車場側入口   750×900 程度  １枚 

人荷用エレベーター前   800×1200 程度  １枚 

搬入口   900×1500 程度  １枚 

エレベーター前   800×1200 程度  ２枚 

トイレ前   1200×1800 程度  １枚 

１ 階 正面玄関前   1500×2400 程度  １枚 

トイレ前   750×900 程度  ２枚 

エレベーター前   800×1200 程度  ２枚 

裏口   750×900 程度  １枚 

２ 階   トイレ前   750×900 程度  ２枚 

３ 階 トイレ前   750×900 程度  ２枚 

売店前   750×900 程度  ２枚 

４ 階 トイレ前   750×900 程度  ２枚 

人荷用エレベーター前   800×1200 程度  １枚 

わんぱく広場入口   1200×1800 程度  １枚 

     合   計 ２３枚 

 

（２）会館は、乳幼児を含むこどもが多く利用するため、マットの安全管理には十分留意し、 

マットの裏には滑り防止をつけること。 

（３）マットが破損等の不具合を生じたときは、速やかに交換すること。 

（４）マットは、洗浄や除菌等を行い、２週間に１回取り替えること。 
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No.29 

熊本市こども文化会館 

ばい煙濃度測定業務仕様書 

 

 

      １ 総則 

大気汚染防止法第１６条の規定に基づき、ばい煙測定を行う。 

 

２ 業務内容 

本業務は、大気汚染防止法及びその他関係法令等に基づき、文化会館から排出されるば

い煙濃度測定を実施するもの。 

業務を実施する対象物は、次のとおり。 

用途 数量 

ガス炊冷温水発生機 

（ガス） 
１基 

注１）測定場所は煙道の排ガス測定口 

 

３ 測定要領 

実施する測定は、次により行う。 

（１）測定方法 

大気汚染防止法施行規則に基づく方法により実施する。 

（２）測定項目 

    下記の項目について測定を行う 

計量の対象 測定 実施回数 

ばいじん濃度 ○ １回／５年（Ｒ８年度実施予定） 

窒素酸化物濃度 ○ ２回／１年 

（３）安全対策 

本業務の実施にあたり、作業上の安全を確保するよう努めること。 

（４）測定結果 

測定終了後には測定結果報告書（計量証明書付、計算書含む）を２部作成し、３年間保

管すること。 


